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序

笠間市は、茨城県のほぼ中央に位置し、北西部には八溝山系が、南西部には吾国山・難台山・

愛宕山が連なり、中央を北西部から東部にかけて涸沼川が大地を潤す自然豊かな地域です。また、

河川流域や台地上より数多くの埋蔵文化財が確認されていることから、原始 。古代より人々が生

活を営むうえで最適の地域であったといえます。

今回の調査は道路改良工事に伴う橋爪遺跡の発掘調査であります。この調査の結果、縄文時代

中期、弥生時代後期、古墳時代、奈良・平安時代の住居跡が検出されました。特に縄文時代中期

のフラスコ状土坑が密集して検出され、地域の歴史を知る上で重要な資料を得ることができまし

た。この報告書を通して郷土の歴史に対する理解を深め、ひいては教育 。文化向上の一助として

多くの人々に広く活用されますことを強く願っている次第です。

最後に、発掘調査から報告書の刊行に至るまで、多大なるご指導・ご協力を賜りました関係機

関並びに関係者に対しまして心より感謝申し上げます。

平成 22年 9月

笠間市教育委員会

教育長 飯 島  勇



例 言

1 本書は、道路改良工事に伴う橋爪遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 調査は笠間市教育委員会の指導の下、テイケイトレード株式会社が実施した。
3 遺跡の所在地・調査面積 。発掘調査期間 。整理調査期間は、以下の通りである。
所在地     茨城県笠間市橋爪 795番 2ほか
調査面積    2,454活
発掘調査期間  平成 21(2009)年 11月 16日 ～平成 22(2010)年 2月 27日
整理調査期間  平成 21(2009)年 12月 10日 ～平成 22(2010)年 9月 30日

4 事務局および調査指導は下記の通りである。
事務局     笠間市教育委員会生涯学習課
調査指導    茨城県埋蔵文化財指導員    川崎純徳

笠間市文化財保護審議会委員  能島清光
5 現地調査および整理調査は、森本 崇、石井たま子、望月大輔、清水真澄が担当した。
6 報告書の編集は、岡安光彦の指示のもと石井、望月、清水が行なった。執筆は、以下のように分担した。
序章～ 3章  :石井
第 1章第 1節 :笠間市教育委員会

縄文時代遺構 :石井 縄文時代遺物 :石井・望月
弥生、古墳、奈良・平安時代遺構 :石井・望月 。清水  弥生、古墳、奈良・平安時代遺物 :清水
なお、奈良・平安時代に属する 048SIについては、現地調査は笠間市教育委員会が行い、執筆は

笠間市教育委員会 加藤 忠が行なった。

7 現場での遺構写真は、森本、石井、望月、清水が行なった。
8 遺物の写真撮影は、山内和夫が行なった。
9 遺構図は、阿部正男、室伏拓郎、平本 亘が修正 。トレースを行なった。
10遺物実測・トレースは、安藤節子、下田陽子、杉本満奈子、高橋利行、西垣真子、野島万里、平本、宮川たき子
が行った。

11理化学的分析は、株式会社加速器分析研究所に依頼し、第 4章第 4節に掲載した。

12現地調査から整理作業に至るまで、特朗 叫崎棚勢、古触 の里 。文化遺産ネットワーク (赤塚次郎理事長)

のご厚意により、遺構 。遺物登録システム『Grigfolder』 を利用し作業を進めた。

13縄文土器の観察については、松丸信治氏にご協力をいただき石井が、町亀文土器大観』 C/Jヽ林達夫 1988・ 89)

に基づき行った。

14石材観察については、鈴木素行氏にご協力をいただき望月が行い、半明Uが困難であった資料については、

柴田 徹氏 (有限会社考古石材研究所)に石材鑑定を依頼した。
15石器に関して本報告では、磨痕のみが認められる石器を「磨石」、敲打痕のみが認められる石器を「敲石」、

両者ともに認められる石器を「磨石 。敲石」と表記した。また、敲打による器面の剥落に伴って形成された

浅い凹みは「敲打痕」として扱い、磨耗などによって生じる逆円錐形の凹みに限り「凹部」と表記した。

さらにこれらを一括する場合には「磨石・敲石類」と表記した。

16図示していない石器に関しても、該当する遺構の本文中に表を掲載した。

17古墳時代の遺物観察については、内山敏行氏にご協力いただき清水が行った。

18奈良 。平安時代の遺物観察については、土器に関しては佐々木義則氏に、鉄器に関しては津野 仁氏に、
ご協力をいただき清水が行なった。

19調査によって得られた資料は、笠間市教育委員会が保管・管理している。



20調査組織は下記の通りである。

調査機関   テイケイトレード株式会社 埋蔵文化財事業部
代表取締役   荒川健司
調査統括    岡安光彦
調査担当者   森本 崇
現場代理人   海野浩幸 前田卓宏
調査員    石井たま子 望月大輔 清水真澄 伊藤千洋
主任技術者   阿部正男 瀬川利男

発掘調査の参加者は、下記の通りである。 (敬称略・五十音順)

青木 誠 池口泰弘 石井麻由美 石川 勉 稲見幸子 岩田時彦 海老沢 武 海老沢信雄

大山年明 岡野政雄 小瀬靖夫 小堤静江 小山司農夫 小山義則 川又恵美子 倉田宝郎 栗原芳子
桑幡昌幸 齋藤幸一 坂本 瞬 佐久間順美 佐々木寛一 佐藤武志 佐藤としえ 塩澤 東
篠原一郎 菅谷和子 杉山直正 鈴木とし江 鈴木 浩 関 律子 田村政子 妻野雄介 鶴井みどり
豊島英則 中谷美穂 長谷川とめ子 野村正子 春木珠幸 広水一真 福島枝里子 藤田理子
正木信行 武藤瑞良 横田忠利 米川義広 若月裕志

整理作業の参加者は、下記の通りである。 (敬称略・五十音順)

安藤節子 石川一枝 大野節子 小川有子 鹿島照代 鹿志村百合子 加藤嘉枝 加谷 均 古藤百合
小林完士 小松顕学 小松緑也 斉藤陽子 塩澤 東 下田陽子 杉本満奈子 高橋利行 常盤純一

中澤 功 仲島道史 中山 茂 西垣真子 野島万里 濱田優己 平本 亘 三宅依久子 宮川たき子
水山美智子 室伏拓郎 山内和夫 山中敏彦 横田ちづ子 吉田淳子 和田ミエ子

21発掘調査から本書の刊行に至るまで下記の方々にご指導を賜った。記してここに感謝を申し上げます。

(敬称略・五十音順)

赤塚次郎    優如県硼説期朗 センター、特β 畔釘幡 動法人古触 の里・文イ陸 ネットワーク理到⊃
稲田義弘    (財団法人茨城県教育財団)
内山敏行    (財団法人とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター)
佐々木義則   (ひたちなか市埋蔵文化財調査センター)
鈴木素行    (ひたちなか市埋蔵文化財調査センター)
津野 仁    (財団法人とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター)
堀木真美子   (愛 知県埋蔵文化財センター)
松丸信治    (東 京都大田区立郷土博物館)
村山 卓    (立正大学大学院博士課程)



凡 例

1 遺構番号は、遺構確認段階で任意に001番から付し、整理段階において遺構番号の末尾に遺構種別に

基づいた略号を付し遺構名とした。

2 個別に取り上げた遺物は、調査地点内で通し番号を001番から付した。また、丞要に応じ遺物を層位に
基づきプロック単位で採取した。

3 本書、平面図・土層観察・遺物観察表 。遺構一覧表に用いた略号は、以下の通りである。
SI一住居跡   SK―土坑   P /Jヽ穴   K―攪乱   BL―プロックおよび、ブロック上げ遺物
4 調査区のグリッドは、X=+37544.2365、 Y=+41366.5237の 交点を起点とした。
5 平面図は完掘状況を表し、必要に応じ上端・中端線などを記入している。
6 本報告書中の図版の縮尺は、それぞれの図版に記したが、原則として遺構は1/60、 遺物は1/3である。
7 遺構図版中のトーンの指示は以下の通りである。

‐
妹 範囲
 匡 ]回

し醸 囲 三

=[蘊
掻

8 遺物図版中のトーンの指示は以下の通りである。

鯵‖納囲■■絶呻囲

9 遺物の観察表において、残存値は ( )、 推定値< >はで示した。
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第 1章 調査の経緯と経過
第 1節 調査に至る経緯
平成 19年 5月 2日、笠間市都市建設部都市建設課は、笠間市教育委員会教育長に笠間市橋爪地内に計画して

いる合併市町村幹線道路緊急整備支援事業に伴う道路改良工事における埋蔵文化財の所在の有無とその取扱いに

ついて照会した。開発予定地は、周知の遺跡「橋爪遺跡」が所在することから、平成 19年 5月 30日付けで試

掘調査が必要である旨を回答した。試掘調査は、笠間市文化財保護審議会委員の能島清光氏に依頼し、平成 20

年 6月 4日、平成 21年 2月 5。 12・ 13・ 15日 、4月 15日 に実施し、遺跡の所在を確認した。

笠間市都市建設部都市建設課は茨城県教育委員会教育長に対して、平成 21年 4月 20日付けで文化財保護法

第 94条第 1項の規定に基づき、土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘調査について通知した。茨城県教育

委員会教育長は、現状保存が困難であることから、記録保存のための発掘調査が必要と判断し、平成 21年 6月

23日付けで工事着工前に発掘調査を実施するよう通知した。

これを受けて、笠間市教育委員会は入札によリテイケイトレード株式会社と委託契約を締結して調査を依頼し

た。笠間市教育委員会・笠間市都市建設部都市建設課 。テイケイトレード株式会社は三者協議を行い、試掘調査

の結果に基づき、平成 21年 10月 16日付けで文化財保護法第 92条第 1項の規定による発掘調査届出を茨城県

教育委員会教育長へ提出、茨城県埋蔵文化財指導員の川崎純徳、笠間市文化財保護審議会委員の能島清光を指導

委員として平成 21年 11月 16日 から平成 22年 2月 27日 まで、発掘調査を実施することとなった。

第 2節 調査の経過
発掘調査は、平成 21(2009)年 11月 16日 ～平成 22(2010)年 2月 27日 に実施した。調査対象となっ

た地点は遺物包蔵地であり、本調査の目的は、開発事業に伴う埋蔵文化財の記録保存である。

現地調査

。平成 21年 11月 16日一重機による表土掘削作業及び人力によるプラン確認作業を開始。
・ 11月 18日― 表土掘削作業と併行し、Al区の遺構調査を開始。
。11月 25日― 表土掘削及び人力によるプラン確認作業を終了。
。12月 2日一 Al区の全景写真撮影。
。12月 4日一 笠間市立佐城小学校の六年生を対象に遺跡体験教室開催。
。12月 5日一 A2区の遺構調査を開始。
・平成 22年 1月 20日一 A2区の遺構調査と併行し、D区の遺構調査開始。
・ 1月 21日一 笠間市教育委員会によりD区住居跡 048SIの調査開始。
・ 2月 19日― D区の全景写真撮影。
・ 2月 25日― A2区の全景写真撮影。県による監査。
・ 2月 27日一 現地調査完了。

整理作業

・平成 21年 12月 10日一遺物洗浄作業開始。
・平成 22年 3月  1日一遺構図面トレース作業開始。
・ 3月 10日一 遺物実測作業開始。
・ 3月 15日一 遺物接合作業開始。
・ 4月 6日一 遺物洗浄作業終了。
・ 5月 14日一 遺構平面図トレース・遺物接合作業終了。
・ 5月 18日一 遺物 トレース作業開始。
・ 6月 9日― 遺物実測作業終了。
・ 6月 30日一 遺物 トレース作業終了。
。 9月 30日― 幸艮告書干U4子。

-1-
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第 2章 位置と環境
第 1節 地理的環境
橋爪遺跡は、茨城県笠間市橋爪 (旧西茨城郡友部町大字橋爪)に所在している。

笠間市は、茨城県のほぼ中央に位置し、北西部は栃木県、西部は桜ナ|1市、東部が水戸市や茨城町、南部は石岡

市や小美玉市に隣接する。笠間市の北東部には八溝山地から張り出す鶏足山塊から標高 100～ 200mの丘陵が

延び友部丘陵と称せられる。南東部、旧友部町の大部分は標高 30～ 40mの東茨城台地と呼ばれる台地が涸沼

川に沿って大洗方面へ延びる。涸沼川は、国見山付近に水源を持ち枝折川や涸沼前川を合わせ涸沼に注いでいる。

橋爪遺跡は、涸沼川左岸の標高 32～ 42mに立地する。調査区は、涸沼川に平行するように傾斜地から台地

上に北西から南東に長く設定され、涸沼川からの比高差は 7～ 17mを測る。調査前の現況は畑地である。

十一
=」

キi

(1/2500)

、
茨城県笠間市「都市計画図」 (S=72500)よ り作図

喬爪遺跡調 |
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第 2節 歴史的環境
ここでは、笠間市域のうち当遺跡の所在する旧友部町域について記述する。

旧友部町域における人々の営みの痕跡は、旧石器時代までさかのぼる。本調査地点から南西へ 8～ 1lkmほ

ど離れた涸沼川右岸に立地する、東平遺跡 (15)、 古峰 A遺跡 (18)、 古峰 B遺跡 (19)や、本調査地点から南

東へ 30mほ ど離れた寺山遺跡 (30)等で旧石器時代の遺物が確認されている。

縄文時代においては、本調査地点と同様に涸沼川と涸沼前川に狭まれた台地上の縁辺部一帯には、早期から晩

期にわたり20箇所以上の遺跡が確認されている。とくに中期に該当するものが多く本調査地点周辺では、新善

光寺跡 (09)では中期の袋状土坑と陥し穴等が、上郷遺跡 (22)か らは中期の土器が多く確認されている。本

調査地点からも縄文中期に該当する遺構を多く検出していることなどから縄文時代中期には調査地点周囲は人々

の活動が活発であったと考えられる。

弥生時代においては、2000年に茨城県教育財団に調査された久保塚遺跡にてはじめて住居跡が確認され、そ

の後も弥生時代後期の住居跡等が三本松遺跡、塙谷遺跡などで確認された。旧友部町域では弥生後期域に集中す

る傾向が見られる。

古墳時代においては、台地の周辺部より住居跡が確認され、古墳は台地のやや奥からも確認されている。小原

遺跡や久保塚遺跡、新善光寺跡 (09)か らは古墳時代前期後半の住居跡が確認されている。

奈良・平安時代において旧友部町域は、那珂郡と茨城郡の両郡にまたがっており、旧町域東部は那珂郡、西部

は茨城郡に編入されていたと想定される。本遺跡より3km程北東部に位置する北平遺跡では、7世紀後葉から

9世紀後棄に属する住居跡が確認されている。

表 1 橋爪遺跡周辺の遺跡一覧表
番号 遺跡名 主な遺構と時代

橋爪遺跡 包蔵地 (縄文、弥生、古墳、奈良・平安)

掃部塚古墳群 古墳群 (古墳 )

家前遺跡 包蔵地 (縄文、弥生、古墳)

田端内遺跡 包蔵地 (縄文、弥生、古墳)

猿丸塚吉墳群 古墳群 (古墳)

完全寺後遺跡 包蔵地 (縄文、弥生、古墳、奈良・平安、中世、近世)

ニツ塚古墳 古墳 (古墳)湮滅

諏訪山古贖 古墳 (古墳)町指定選跡

新善光寺跡 (山尾館跡) 寺院跡 (中世、近世)

宍戸城跡

古館 域館跡 (中世

大沢遺跡 包蔵地 (RT生

盲十台塚群 塚群 (折 LI

下加賀田遺跡 包蔵地 (縄文、古墳、中世)

花咲適跡 包蔵地 (縄支)

古峰A遺跡 鰭落跡 (旧石器 細支 弥十 古増 奈皇 平安、中世、近世)

古峰B遺跡 集落跡 (旧石器、縄文、弥生、古墳、奈良・平安、中世、近世)

富士山古墳群 き墳群 (古墳)

蕉蔵古墳 古墳 (古墳 )

上郷遺跡 包蔵地 (縄文、古墳、中世、近世)

妥労郎古暗群 古贈群 (苦暗 )

善九郎遺跡 包蔵地 (縄文)

佐藤林古墳群 古墳群 (古塔)

佐藤氏館跡 城館跡 (中世)

番号 遺跡名 主な遺構と時代

大古山遺跡 包蔵地 (縄文、古墳、奈良。平安、中世)

川郷地池遼跡 包蔵地 (縄文、奈良 平安 )

寺山遺跡 包蔵地 9日石器、縄文、古墳 )

住吉遺跡 包蔵地 (縄文、弥生、古墳、奈良・平安)

万部塚 経塚 (中世)

滝尻土塁

滞尻fl跡 包蔵地 (古墳、奈良・ 平安、中世、近世 )

下菅谷遺跡 包蔵地 (古墳、奈良・平安、近世)

室野北遺跡 前蔵lll`古 増、奈長 平安、中世、近世 )

三蘇東遺跡 包蔵地 (縄文、古墳、奈良・平安、中世、近世)

堂山 I遺跡 ,蔵 III(編 Vヽ 古塔 奈自 。平安、中世 折世 )

五寄原波跡 琶蔵地 (古噴、奈良 平安、中世、近世 )

室野南遺跡 包蔵地 (弥生、古墳、奈良・平安、中世、近世)

占山商遺跡 包蔵地 (古墳、奈良・平安、中世、近世)

喫

`中

世  折世】

横関南遺跡 包蔵地 (弥生、古墳、奈良 平安 )

原遣跡 包蔵地 (古墳、奈良・平安、中世、近世)

新渡戸選跡 寺院跡 (中世、折世

甍原塚 塚 (古墳、中世、近世)古墳の可能性あり

裏原遺跡 包蔵地 (古墳、奈良 平安、中世、近世 :

=野
潰跡

島屋敷遺跡 包蔵地 (古墳、奈良 平安、中世)

葛おかみ紳社古墳群 古墳群 (古墳 )

前ノ内遺跡 包蔵地 (古墳、奈良・平安、中世、近世 )

新左右衛門谷津遺跡 包蔵地 (縄文、古墳、奈良 平安)
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第 3章 調査の概要
第 1節 遺跡の概要
本調査地点からは、縄文時代の住居 3軒、土坑 153基、ピット79基、弥生時代の住居 2軒、古墳時代の住居 1軒、

奈良 。平安時代の住居 24軒、時期不明の住居 9軒、土坑 16基、総計 287基を検出した。本調査地点は、台地

上から傾斜地に設定されており、Al区からD区の高低差は 10m程である。

縄文時代の遺構は、Al区で 41基、A2区で 191基を検出した。傾斜地の下に位置する D区からは 3基を検

出した。住居跡は 3軒を検出したのみで、ほとんどが土坑である。土坑は、袋状土坑が集中しており46基を検

出した。袋状土坑は、時期 。法量による差異が認められ、なんらかの規制を持ち土坑の作製が行なわれたと推測

される。縄文時代の遺物は、阿玉台 Ib式土器、阿玉台Ⅳ式土器、加曾利 EI～Ⅳ式土器、中峠式土器など縄

文時代中期前葉から後葉の遺物が出土した。中でも、阿玉台Ⅳ式上器、加曾利 EI式土器の遺物が最も多い。フ

ラスコ状を呈する土坑 065SKか らは、加曾利 EI式の土器を主体として、ほぼ完形で器形が復元出来る深鉢 12

個体、浅鉢 1個体、日縁部から頸部を意図的に欠いて、胴部から底部がほぼ完形の深鉢が 5点出土した。065SKは、

遺構底面より硬化面を上下 2枚検出しており、遺物の殆どが上部の硬化面直上より出土した。

弥生時代の遺構は、D区において、住居跡 2軒を検出した。住居跡上部は耕作土に大きく切られる。南東方

向に 3.50mほ どの距離で隣り合って検出し、主軸方向もほぼ同じである。出土遺物は、ともに十王台式上器で、

2軒の住居跡の遺物は遺構間接合がみられ、どちらの住居も弥生時代終末期と考えられる。

古墳時代の遺構は、Al区において、住居跡を 1軒検出した。住居跡上部は耕作土に大きく切られる。床面直

上からは、日縁部を意図的に欠いた器台や増、小型増などがまとまって出土した。出土遺物から古墳時代中葉の

住居跡と考えられる。

奈良・平安時代の遺構は、Al区で住居跡 1軒、A2区で住居跡 14軒、D区で住居跡 9軒を検出した。8世紀

前葉から 10世紀前葉にかけてのものが主である。中でも、8世紀中葉～ 9世紀前葉に該当する住居跡は 12軒

である。出土遺物は、土師器郷、須恵器郷、常陸形甕、小型甕、紡錘車などである。須恵器郷は、木葉下窯のも

のが主体を占める。

第 2節 調査の方法
本調査地点は、試掘調査の成果より3地点、合計 2,454だの調査区が設定され、調査区は、南東よりAl区、A2区、

D区とした。グリッドは D区北西を基点 (第 2図参照)と して、5m四方のグリッドを設定し、東西を西側から

算用数字で 1～ 42、 南北を北からアルフアベットで A～ AMと付した。

Al区より、重機による表土掘削後、人力により精査を行い、遺構プラン確認を行なった。その後、Al区、A2区、

D区の順に遺構掘削を行つた。確認された遺構の中で、遺構壁面が袋状にオーバーハングする遺構に関しては、

安全上断割り調査を行なった。遺構番号は、全区共通で通し番号を付し、整理段階において遺構番号の末尾に遺

構種別に基づいた略号を付し遺構名とした。その際、欠番とした遺構もある。

平面図の作成はトータルステーションシステムを使用した二次元測量により行い、住居跡平面図
。遺構断面図

は手作業で行なった。、住居跡平面図・遺構断面図はS=1/20の縮尺を基本に、必要に応じて S=1/10で作

成した。写真撮影は、35mmのモノクロフィルム・カラーリバーサルフィルム、デジタルカメラで行なった。

出土遺物の取り上げに関しては、基本的に遺構一括としたが、必要に応じトータルステーションシステムによ

り出土位置を二次元記録した後、取り上げた。また、層位に基づきブロック単位でも遺物の採取を行なった。

出土遺物は洗浄後、接合・復元作業を行い、実測図の作成を行なった。
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第 3節 基本層序
調査地点、A2区東側の北壁、D区西端の北壁にトレンチを設定し、基本土層の堆積状況の確認を行なった (第 4・

5。 9・ 10図参照)。 A2区、D区のトレンチともに、ほぼ同一層の堆積が見られた。A区からD区では、現地形

で 10m程の高低差があり、D区では、東から西へ傾斜する堆積が見られることなどから、傾斜に沿ってこれら

の層も堆積したと考えられる。

1層は黒褐色を呈し、ローム粒・炭化物を少量含む近代以降の耕作上である。2層は暗褐色を呈しローム層ヘ

の漸位層である。3層は明黄褐色を呈し、赤色スコリアを微量含んでいる。ソフトローム層である。4層は黄褐

色を呈し、赤色スコリアを微量含む。3層より締まりが強く、ハードローム層である。5層は黄褐色を呈し、赤

色スコリアを微量、径 1～ 2mmの鹿沼パミスを少量含む。6層はにぶい黄褐色を呈し、径 1～ 10mmの鹿沼
パミスを中量含む。7層は鮮やかな黄色を呈する。鹿沼パミス層である。粘性は無く水分を他の層よりも多く含む。

A区では、040～ 0.41m、 D区では 0,46～ 0.47mの 厚さで堆積する。8層は褐色を呈し、径 2～ 3mmの礫
を少量含む。ハードローム層である。

42 600ml      l                脇

■硼n     A
黒褐色土 ローム粒 。炭化物少量含む。締まりあり/粘性やや弱
暗褐色土 ローム粒中、ロームBL多、赤色スコリア微量含む。締まり強/粘性やや弱
明黄褐色土 赤色スコリア微量含む。締まり強/粘性あ り
黄褐色土 赤色スコリア微量含む。締まり強/粘性あり
黄褐色土 赤色スコリア微、鹿沼パミス少量含む。締まり強/粘性弱
にぶい黄褐色土 赤色スコリア微、鹿沼パミス中量含む。締まり強/粘性やや弱
黄色土 鹿沼パミス多量含む。締まり強/粘性弱
黄褐色土 礫 。赤色粒少量含む。締まり強/粘性やや弱

第 4図 A2区基本層序トレンチ

黒褐色土 ローム粒・炭化物少量含む。締まりあり/粘性やや弱
暗褐色土 ローム粒中、ロームBL多、赤色スコリア微量含む。締まり強/粘性やや弱
明黄褐色土 赤色スコリア微量含む。締まり強/粘性あり
黄褐色上 赤色スコリア微量含む。締まり強/粘性あり
黄褐色土 赤色スコリア微、鹿沼パミス少量含む。締まり強/粘性弱
にぶい黄褐色土 赤色スコリア微、鹿沼パミス中量含む。締まり強/粘性やや弱
黄色土 鹿沼パミス多量含む。締まり強/粘性弱
黄褐色土 礫・赤色粒少量含む。締まり強/粘性やや弱

(1/60)

第 5図 D区基本層序トレンチ
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第 6図 縄文時代 Al区全体図



第 7図 縄文時代 A2区全体図 1
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第 8図 縄文時代 A2区全体図 2
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第 4章 縄文の遺構と遺物

第 1節 Al区

住居跡

006SI(グ雷11 ・ 12図、 ラ曼2・ 3)

位置 Al区東、AK 39、 AK-40グ リッドに位置する。

重複関係 027SKの上部を切る。住居跡掘り方より028SKを検出したが、覆土が 006SIの掘り方の覆土と類似

する点などから 006SIと 同一遺構と捉えた。

規模と平面形 長軸 3.17m、 短軸 218mを測り、平面形は隅丸方形を呈する。

主軸方向 N-73°  Eである。

玲喜0

43300m▲ 43300mユ

２ｍ

‥

il黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まり弱/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、焼土粒・炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり
3 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL多、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

〔
2黒
褐色土 ローム粒。ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり

028SK

△ 黒褐色上 ローム粒。ロームBL中、焼土粒・炭化物微量含む。締まり強/粘性ややあり
※ 006SIの 底面より方形のプランが確認されたため別遺構としたが006SIの掘り方の一部と考えられる。

第 11図  006SI平面図・断面図

亀
43400m丘

006SI

l 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。
2 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・ 炭化物微量含む。
3 黒褐色土 ローム粒・ ロームBL多量含む。締まり強/粘性あり

締まりやや強/粘性あり
締まりやや強/粘性あり

-13-
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⇔

表 2 006SI出土 土器観察表

0               10cm

―

        (1/4)

(1)
5cm

第 12図  006SI出土遺物

番

号

構

∈

遺

Ｎ
層位 器 種 径

ｍう
口
＜ｍ

器高
(mfI)

径

ｍ，

底

ぐｍ

衰大密
(mm)

部 位 文様・器面調整
期

式

時

形 備考 (接合関係 )

1 深鉢
嚇
・阿

波状口縁 (4頂)。 波頂部より隆帯が逆S字状に延びる。日わ
部には断面が三角状の隆帯による区画が、隆帯にはキザミカ
施される。区画内は角押文が施される。胴部は隆帯による屋
画が施され、区画内は沈線がめぐる。

阿玉台
Ib式

胎土 :金雲母夢、白色粒多。

実測図の正面・右の把手は復元。

-14-



表 3 006SI出土 石器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種

さ

ｍｊ

長

ｍ

幅

てｍｍ
隣
でｍｍぅ
重量
(8)

石材 酷定 特徴 備考

2 )06Si 覆土 石鏃 15 3 t チャート 100% 凹基無茎 側縁が緩 く内湾

)06Si 覆土 打製石斧 17 71 蛇紋岩 100% 撥形 片刃

壁 残存する壁高は 017～ 020mで、緩やかに立ち上がる。
床 平坦である。住居中央部から北東に硬化面が認められる。
ピット 2基 (Pl～ 2)を検出した。ピットは、長軸 0.62～ 0.66m、 短軸 0.46～ 066mの楕円形を呈し、
深さは 022～ 026mである。Plは、覆土の堆積状況から柱穴と推定される。
覆± 3層に分層され、第 2層以下が掘り方である。検出した覆土は僅かだが、第 1層は、ほぼ水平に黒褐色土
が堆積し、黒褐色土中には焼土粒、炭化物が均―に混入する点などから人為堆積と考えられる。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は、住居床面の中央部北から口縁部を西へ向けつぶれるように出土した。胎土に金雲母を多く含み、肩部が

やや張り波状口縁を呈している。隆帯が波頂部から逆 S字状に頸部へと延び、肩部には隆帯貼付けによる渦巻が

施される。

2は、チャート製の石鏃である。連続的/A―細かい調整剥離によって二等辺三角形を呈するように作り出される。

基部に挟りを有し、両側縁中央部がやや内湾する。

時期 1の遺物から、縄文時代中期前葉と考えられる。

袋状土坑

012SK(第 13-15図、表 4・ 5)

位置 Al区中央部、A」 37、 対 38グリッドに位置する。
重複関係 142SKに北東壁を切られる。

規模と平面形 開田部は、長径 1.91m、 短径 164mの楕円形、底面は長径 196m、 短径 165mの楕円形で、
深さ 0.84mを測る。

壁 ややオーバーハングする。断面形は袋状を呈する。
底 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
覆± 4層に分層され、人為堆積と考えられる。第 1層にはローム粒などが多く混入し、142SKが遺構北壁を

切る際に埋め戻しが行なわれた可能性が高い。第 3・ 4層からは加曾利 EII～ III式の土器が出土した。

遺物 実測遺物は 5点である。
1は、沈線を沿わせた隆帯で、渦巻 。楕円形区画が施される。2は、4単位の把手が施される。胴部の懸垂文

間の磨り消しは完全ではない。3は、沈線による懸垂文間の磨り消しは丁寧である。

5は安山岩製の磨石・敲石である。054SK出土遺物との接合資料である。平面形は楕円形を呈する。表裏面

の大部分に磨痕が明瞭に残る。敲打痕は表裏面の中央部、両側面および下端部に認められ、特に下端部の器面の

剥落が著しい。

時期 出土遺物に、加曾利 EII式土器で懸垂文間の磨り消しが完全ではないもの、加曾利 EIH式土器で磨り消し
が丁寧なものが見られる。加曾利 EⅡ式からⅢ式の土器が見られることから縄文時代中期後葉と考えられる。
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4'

012SK
卜  引

42000m生

0                       2m
(1/60)

012SK

l にぶい黄褐色土 ローム粒多、ロームBL中、炭化物微量含む。締まりやや弱/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒微、炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・辰化物微量含む。締まりあり/粘性あり
4 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・焼土塊・炭化物微、鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり

第 13図 012SK平面図・ 断面図

表 5 012SK出 土 石器観察表

表 4 012SK出土 土器観察表
番

号

構

α

遺

Ｎ
層位 器種 酪
価
編
ω
離
⑪
増
耐
最
く

部位 文様。器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 )12SI Io 02( 深鉢 (167)

口縁

胴部

日縁無文帯下は沈線を沿わせた隆帯で渦巻、楕円形

区画が施される。区画内は縄文 (単節LR縦位)が施される。
地文縄文 (単節LR縦位)。

加曾利E狂式
もしくはⅡ式

2 10 024 深鉢

ヨ緑封

胴部

皮状口縁 (4頂 )。 波頂部直下眼鏡状把手。波頂部隆帯渦巻文
ヨ縁部に楕円形区画が施される。区画内は縄文 (単節RL)が
とされる。胴部は2本一組の沈線による懸垂文が施され、懸垂
電間は磨り消し。地文縄文 (単節RL)。

加曾利EⅡ式
もしくはⅡ式

3 10 023 深鉢 (272) 胴部
胴部は3本一組の沈線による懸垂文が施される。
懸垂文間を磨り消し。地文縄文 (単節RL縦位)。

加曾利E

Ш式
142SK一括と接合

4 12SI 寸o 021 器台

胴部

底部

無文。焼成前に胴部に穿孔が施される。
胴部の内外面に赤彩が施される。

胎土 :白色粒多

番

号

構

α

遺

Ｎ
層位 器種

さ

０

長

くｍ

幅

ぐｍｍ
隧
ｍ
曇
くｇ，

石材 鑑定 特徴 備考

Io 020 敲石 流紋岩 ○ 100% 片面中央 。上下端部・片側面に敲打痕

5 lo 023 磨石・敲石 (111) (470) 安山岩 両面磨痕 両面中央・両側面・上下端部に敲打痕 054SK出 土と接合

覆土 剥片 5 3 黒曜石 100%

覆土 石核 ? チャート 100% 原礫面あり 礫石器か

-16-



0               10cm

③
10cn

(1/4)

(1/0

第 14図 012SK出土遺物 1
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0                     10cm
L五百五百苗五五五百召  (1/3)

図 012SK出土遺物 2

138SK (鋳ヨ16⌒ツ18区]、  表 6・ 7)

位置 Al区 中央西 A136、 A」 -36、 A137、 可 37グリッドに位置する。
重複関係 165Pに北西壁を切られる。遺構上部に攪乱を受ける。

規模と平面形 開口部は径 110～ 1.18mの 円形、底面は径 274～ 259mの円形で、深さは 110mである。
壁 底面から010m程はやや開いて立ち上がった後、開口部に向かい 13～ 30° の角度で傾斜し、括れ部分か

らは、やや内湾して立ち上がる。断面形はフラスコ状を呈する。

底 平坦である。硬化面は確認されなった。
覆± 5層に分層された。第 3～ 5層は、遺構底面から袋状に広がる部分に水平に堆積しており、意図的に埋

土を遺構壁面にまで入れたと推定される。第 1～ 2層 も水平に堆積することなどから第 1層以下は人為堆積と

考えられる。第 5層は遺構底面に 0.10～ 0.20m程の厚さで堆積し、土器。石器・礫等の遺物を多く含んでいた。

焼土 。炭化物を多く含む層は確認されなかった。

遺物 実測遺物は 7点である。遺物は、第 1層下部、第 5層から多く出土している。
1は、遺構底面から出上している。把手が 4箇所口唇部から胴部にかけて施される。底部は欠損している。

2は、袋状土坑の括れの手前より底部を上にして出土した。口縁部は、水平に欠けており、本遺構から出土し

なかった為、人為的に欠いたと考えられる。

3は、遺構底部から出土しているが 1・ 2と は時期が異なることなどから、本遺構から 15m程南東に阿玉台

Ib式土器が出土する住居跡 006SIを検出しており、埋土に混入した遺物と推測される。

4は石英斑岩製の磨石・敲石である。表裏両面の全面にわたって磨痕が認められ、両面と側面との間に稜線を

形成している。下端部には狭小な 2面の磨痕が残る。表裏面の中央部に微細なつぶれが認められる。

6は閃緑岩製の石皿である。中央部が皿状に浅く凹み、その凹部内の器面は荒れている。石器裏面や側面には

被熱の痕跡が残る。

6は花南岩製の蜂の巣石である。表裏両面に凹み部と磨面を有する。凹み部は計 17箇所で、表裏面ともに磨

面の周囲に散在する。凹み部は磨耗によって断面形が逆円錐形を呈し、上部の径は最大のもので 25 mm、 深さ

は 12 mmを測る。磨面は皿状にわずかに凹む。

7はデイサイト製の石棒である。先端部以外の大部分を欠損していると考えられる。上部の平坦面に明瞭な磨

痕が認められる。側面の幅広な面には凹み部が表裏両面で計 8箇所確認され、それらの周囲に磨痕が残る。7は、

遺構東側第 1層下部より頭部を上にし正位で出土した。

時期 1の遺物などから、縄文時代中期中葉と考えられる。

-18-



42600m生

(1/60)

138S(

1 黒褐色土 ローム粒。ロームBL・ 焼土粒少、炭化物・鹿沼パミス微量含む。締まりあり/粘性やや弱
2 黒褐色土 ローム粒多、ロームBL少、焼土粒・炭化物微、鹿沼パミス中量含む。締まりあり/粘性あり
3 黒褐色土 ローム粒・ロームBL妄、炭化物微、鹿沼パミス中量含む。締まりあり/粘性あり
4 黒褐色土 ローム粒・ロームBL多、炭化物微、鹿沼パミス多量含む。締まりあり/粘性あり
5 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL中、鹿沼パミス多量含む。締まりあり/粘性あり

第 16図 138SK平面図・断面図

指期

表 6 138SK出土 土器観察表

表 7 138SK出土 石器観察表

番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍ＞
口
血
器高
6m)

径

ｍぅ

底

でｍ

部位 文様・器面調整
時期

(形式)
備考 (接合関係 )

1 138SI Io 02ι 深鉢 (395)

口縁

胴部

ヨ縁部に把手が4単位貼付られる。地文縄文 (無節LR横位 ) 阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多

2 138SI Io 011 深鉢 (140) (162)

月同言ド

底部

同部に隆帯による懸垂文。頸部に沈線が施される。底部網代

夏あり。地文縄文 (単節LR縦位)。
阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多

3 138SI 030- 深鉢 (115)

口縁

胴部

ヨ縁部には把手が施される。日縁部隆帯による区画。隆帯部
こキザミが施され、口縁部及び区画内は押引文が施される。
同部地文縄文 (単節LR縦位)。

阿玉台 I

式
胎土 :金雲母多

番

号 離
ｍ
層位 器種

さ

破＞

長

てｍ

幅
硫
熙
師
重量
(g)

石材 鑑定 特徴 備考

5 138S〕 石皿 1710) 閃緑岩 ○

覆土 蜂の巣石 11850 花開岩 ○ 不 明 凹み部17 磨面2

7 138SI No 028 石棒 (137) 2820, デイサイト ○ 不 明 磨痕3 凹み部8 被熱

4 138SI 覆土 磨石 。敲石 (103) (4■ ) 石英斑岩 両面磨痕 両面中央に微細なつぶれ

138SI 覆土 磨石 (94) (535) 砂岩 両面磨痕 被熱

覆土 台石 (159) 1490) 花闇岩 ○ 被熱
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第 17図  138SK出土遺物 1
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第18図 138SK出土遺物2
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土抗

009SK。 134SK (身319ヘン21図、 碁こ8・ 9)

位置 Al区中央部、AJ-38、 AJ-39グリッドに位置する。

重複関係 調査時に遺構底面より小穴を検出し 134SKと 付したが、遺構覆土が類似する点など、整理調査時に

再検討した結果本遺構の付帯施設として捉えた。東側に攪乱を受ける。

規模と平面形 長径 2.28m、 短径 2.00m、 深さ 0.58mを測る。平面形は楕円形を呈する。主軸 N26° 一

Eである。

壁 ほぼ直立して立ち上り、北側壁面は、テラス状に一段高くなる。

底 平坦である。
ピット 2基を検出した。Plは直径 0.22m、深さ 0.30mの円形、134SKは、開田部は径 0.65mの円形、底面は、

長径 0.87m、 短径 0,75mの精円形を呈し、深さは 0.84mで、袋状に拡がる。

覆± 134SKを含めると、9層に分層される。第 4・ 5層以下は炭化物を含む黒褐色土である。7層以下は締ま

りが弱い。ロームブロック・鹿沼パミスの含有状況などから、第 1～ 3層は自然堆積で、第 4層以下は人為堆

積と考えられる。

遺物 実測遺物は、2点である。1は、134SKと したピットの第 9層から出土している。肩部が張り出し、肩

部～胴部にかけて沈線による渦巻が施され、沈線の間は縄文が丁寧に磨り消される。国縁部と縄文施文部以外に

42800m△ 42800m旦

Wm
士西五百西�L�西西西」  (1/60)

009SK。 134SК

l 暗褐色土
暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

ローム粒。ロームBL少、焼土粒微、炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒中、ロームBL少、焼土粒微、炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物・鹿沼パミス微量含む。締まり強/粘性あり
ローム粒少、ロームBL中、炭化物少、鹿沼パミスBL中量含む。締まり強/粘性やや弱
ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒中、ロームBL少、炭化物・鹿沼パミス微量含む。締まりやや強/粘性あり
ローム粒。ロームBL中、鹿沼パミス少量含む。締まり弱/粘性あり
ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まり弱/粘性あり
ローム粒・ロームBL中、炭化物微、鹿沼パミス少量含む。締まり弱/粘性強

第 19図 0095K。 134SK平面図・ 断面図
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第 20図 134SK出土遺物

第 21図 009SK出土遺物

表 8 134SK出土 土器観察表

表 9 009SK出土 石器観察表

番

号
遺構
N0
層位 器種 口径

(mm) 絲てｍｍぅ
底径
(mm)
知
ｍｍう
最

て
部位 文様・器面調整

期

式

時

形 備考 (接合関係)

〕 134SI 鉢 (230〉
瞼
”脚

日縁部無文帯。胴部は沈線による渦巻が描かれ、沈線の間は

磨り消しされている。地文縄文 (単節LR縦位)。 内面肩部か

ら外面胴部にかけて赤彩が施されている。

加曽希UE
Ⅲ式

番

号

構

α

遺

Ｎ
層位 器種

さ

ｍう

長

くコ

幅

てｍｍ
隧
でｍｍぅ
襲
●

石材 賭徒 特徴 備考

2 1層 掻器 9 チヤート 50% 上部欠損

1層 剥片 4 1 メノウ 80% 被熱

3層 不明 ホルンフェルス ○ 100% 側面に磨痕

4層 P・片 13 9 3 〈1〉 チャート

-23-



は赤彩が施される。2はチャート製の掻器である。厚手の剥片を素材とし、縁辺の一部に調整剥離を施して刃部

を作出している。裏面は調整剥離が石器中央部まで及ぶ。石器上部は折損している。

時期 1の遺物から、縄文時代中期後葉と考えられる。

010SK (雰手22・ 23Eコ、 茅霊10)

位置 Al区中央南端、郎 38、 AK-38グ リッドに位置する。

規模と平面形 径 248m、 深さ 0.62mを測る。平面形は円形を呈する。

壁 ほぼ直立して立ち上るが、東壁面は、壁面中央部が東側へややオーバーハングする。

底 平坦であり、中央部が一部硬化している。
ピット 底部中央と北端からピットをそれぞれ検出した。Pl・ 2は径 0.15～ 0.32m、 深さ 100mの円形を呈

する。

覆± 4層に分層される。第 1層は、掘り返しの可能性が考えられる。第 4層は、黒褐色土を呈し遺物を底面

近くに多く含むことなどから人為堆積層と考えられる。

、遺構底面直上第 4層より出土した。沈線による懸垂文間に磨り消しが施される。磨り消しは丁寧である。

1の遺物から、縄文時代中期後葉と考えられる。

010SK                                                                  Pl

l 黒褐色土 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性あり         1 暗褐色土 ローム粒。ロームBL多、炭化物微量含む。締まり弱/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性あり
3 褐色土 ローム粒中、ロームBL少量含む。締まり強/粘性強
4 黒褐色土 ローム粒中量含む。締まり弱/粘性強

第 22図 010SK平面図 。断面図

υ①田
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第 23図 010SK出土遺物

0               10cm
(1/4)

表 10 010SK出 土 土器観察表

第 2節 A2区

住居跡

1 49SI(第 24・ 25図、表 11)

位置 A2区北東部、AG 32、 AG 33、 AH 32、 AH 33グリッドに位置する。
重複関係 156SKの 上部を切る。147SKに 遺構中央炉を、150SKに北壁を、151SK・ 153SKに南西部を、
228Pに炉の西側を切られる。

規模と平面形 長軸 537m、 短軸 506mを測 り、平面形は隅丸方形を呈すると推定される。主軸方向 N
67° ―Wである。

壁 残存する壁高は 014～ 028mで、壁は床面から緩やかに立ち上がる。
床 不明瞭であるがほぼ平坦と思われ、硬化面は住居床面全体に確認された。周溝は住居】ヒ西部で一部検出した
が、切合が著しいため全周しているかは不明である。

ピット 検出されなかった。
炉 住居中央部に付設されており、石囲い炉である。礫は 4点を検出した。火床面は炉全体に拡がる。検出し
た規模は長径 092m、 短軸 052mである。炉は、4層に分層され、第 4層上部が火床面である。遺物は砕片の
みが出土した。

覆± 4層に分層されたが、覆土が薄く自然堆積層か人為堆積層かは不明である。掘り方は確認されなかった。
住居床面等からはまとまった遺物などは出土していない。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、無文の鉢である。口縁部から頸部にかけて内外面共に赤彩が施される。

時期 出土遺物には、図示していないが加曾利 EⅡ 式もしくはⅢ式土器の破片が見られること、遺構の切合な
どから縄文時代中期後葉と考えられる。

番

号

構

０

遺

Ｎ
層位 器種 径

ｍ，
口
０
器高
(mm)

径

↓

底

く冊
翅
ｍｍ，
最

く
部位 文様・器面調整

期

式

時

形 備考 (接合関係)

Io 011

lo 01Z
深鉢 く550〉 醐

・脚

口縁部は沈線を沿わせた隆帯で渦巻、楕円形区画が随され、区画
芍縄文 (単節RL縦位)が施される。胴部は3本一組の沈線による懸
垂文が施され、懸垂文間は磨り消し。地文縄文 (単節RL縦位 )。

加曾利 E

皿式



調査範囲外

一
戯

ヽ
ノ

司 丘 '

149SI

l 暗褐色土 ローム粒・炭化物微量含む。締まり強/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。締まり強/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒中、ロームBI少、炭化物微量含む。締まり強/粘性あり
4 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

第 24図  149SI平面図 。断面図

黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒・焼土塊中、炭化物少量含む。締まり弱/粘性弱
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒・焼土塊・炭化物微量含む。締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ローム粒。ロームBL・ 焼土粒少、炭化物微量含む。締まりやや弱/粘性弱
褐色土 ローム粒。ロームBL多、焼土粒・炭化物微量含む。締まり強/粘性弱

⑤

あ
ｅ

一

∝盗K01∞
P

『

ｇ
。
３
蝉

149SIト

42 600m A

42600mこ

炉

１

２

３

４

(1/60)
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第 25図  149SI出土遺物

275SI(第 26・ 27図、 表 12)

位置 A2区中央、AD-28、 AE 28グリッドに位置する。

重複関係 281SKに 西壁上部を切られる。北西部は攪乱を受ける。

規模と平面形 規模は長軸 5,40m、 短軸 3.51mを測り、平面形は楕円形を呈する。主軸方向はN-43° ―Wである。
壁 残存する壁高は 0.17～ 0.24mで、緩やかに立ち上がる。
床 平坦で、遺構中央部分に硬化面が認められる。
ピット H基 を検出した。Pl～ 9・ Hは、径 0.32～ 0.44mで概ね円形を呈す。深さは Pl～ 2・ 6は 0,90
～ 1.20m、 P3～ 5・ 7～ 9。 11は 0.18～ 0.38で ある。P10は、径 0.90mの 円形を呈し、深さは 1.26mで

ある。

炉 住居北西部より検出した。炉石は南側から4点検出した。
覆± 3層に分層され、第 3層は掘り方である。初期流入土が認められ、自然堆積層と考えられる。

遺物 実測遺物は 5点である。
1は、無文の鉢である。2・ 3・ 5は、住居床面の炉から北西へ 0,30m程の位置からまとまって出土した。

2は、口縁上端部に隆帯が貼付けられ、隆帯と胴部に縄文が施文されている。

4は、炉の東脇から出土した。沈線は、半裁竹管状の施文具によって施文されたと推定される。

時期 2や 4の遺物などから縄文時代中期中棄と考えられる。

表 11 14951出土 土器観察表
番

号
遺橋
N0
層位 器種 醒
ω
器高
Cmm)
降
価
最大密
血0
部位 文様・器面調整

時期

(形式)
備考 (接合関係)

1 覆土 鉢 靱
・脚
無文。口縁部から頸部にかけて内外面共に赤彩が施される。 147SK一括と接合。
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蔦
よ
８
ヨ
膀

烏

８ヽ
ヨ
障

烏

Ｓ
Ｏ
Ｂ
膨

下
ョ
上

下
謡
上

Ｎ
　
　
　
Ｗ

．

42400m里

土色

土

土

褐

色

色

Ｉ
暗

褐

褐

５Ｓ２７

‐

２

３

ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒微、炭化物少量含む。締まり強/粘性あり
ローム粒。ロームBL多、炭化物微量含む。締まり強/粘性やや弱
ローム粒・ロームBL多、炭化物微量含む。締まり強/粘性あり

42400m上

42400m二 42400m二 42400m全

黒褐色上 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり
暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり

黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり
暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり

黒褐色土 ローム粒・ ロームBL中、焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

暗褐色土 ローム粒 。ロームBL少、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
暗褐色上 ローム粒中、ロームBL微量含む。締まりあり/粘性あり      炉

1

2

3

4

第 26図  275SI平面図

42400mニ

(1/30)

ローム粒・焼土粒少、炭化物少量含む。締まりやや強/粘性あり
焼土主体。締まり弱/粘性弱
ローム粒中、焼土粒・焼土塊少、炭化物微量含む。締まり弱/粘性弱
ローム粒・ロームBL多、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

一Ｖ
42 400mtt   P9   Pll 工

土

土

土

色

色

色
土

褐

褐

褐

色

暗

赤

暗

褐
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第 27図  275SI出土遺物

表 12 275SI出土 土器観察表
番

号
遺橋
N0
層位 器種 径

ｍ，
口
ぐｍ

高

↓

器

くｍ

底径
(mm)
翅
ｎｎう
最

ぐ
部位 文様・器面調整

期
式
時

形
備考 (接合関係 )

1 深鉢 く420〉 瞼
”肺
無文。

2 深鉢 く240) 爾
・脚

口縁部は隆帯を貼付け、折 り返 している。国唇部隆帯上・胴

部に縄文 (単節RL縦位)が施文される。
阿玉台Ⅳ

式

3 深鉢 (131) 邸
・脚
地文結束縄文 (単節LR縦位)

4 を75S 深 鉢 胴 部
沈練による横位文、渦巻が施される。地文縄文 (単節LR縦

位)。
加曾利E

I式

5 深鉢 条線が施される。
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袋状土坑

054SK (舞子28ヘフ31図、 事ミ13)

位置 A2区南東部、AF 32、 AG-32グ リッドに位置する。

重複関係 159SKの 南壁を、248SKの東壁を切る。調査時に遺構底面より小穴を検出し 238SK、 239SK、

240SK、 242Pと付したが、遺構覆土が類似する点など、整理調査時に再検討した結果本遺構の付帯施設として

捉えた。

規模と平面形 開口部は長径 377m、 短径 3.34mの 円形、底面は長径 3.44m、 短径 3.04mの 円形で、深さ
は 1.30mである。

壁 壁面は南壁から東壁にかけて開口部に向い弧を描きながら傾斜する。括れ部分は見られないが袋状を呈する。

床 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
ピット 4基検出した。238SK、 240SK、 242Pは、長軸 0.28～ 1.25m、 短軸 0.15～ 0,75mの精円形で、深

42 600m A

郎パミス
E]三

OS4SK

l 黒褐色土
2 暗褐色土
3 黒褐色土
4 暗褐色土
5 黒褐色土

239SK

△ 黒褐色土

ローム粒微量含む。締まり強/粘性強
ローム粒微、ロームBL少量含む。締まり強/粘性強
ローム粒少量含む。締まり強/粘性強
ローム粒少、鹿沼パミスBL微量含む。締まりあり/粘性強
ローム粒少量含む。締まり強/粘性強

ローム粒・ ロームBL少量含む。締まり弱/粘性強

0                      2m
(1/60)

第 28図 054SK・ 239SK平面図 。断面図
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さ 0.27～ 0,74mである。239SKは、長軸 1.22m、 短車由0,75mの楕円形で、深さ 106mである。
覆上 5層に分層される。第 1～ 3層は類似する。第 2・ 3層は遺物を多く含み、第 2層はロームブロックを少
量含む。第 4・ 5層の下層も遺物を多く含む。遺物の含有状況などから人為堆積と考えられる。239SKは単層で

ある。遺構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

遺物 実測遺物は 4点である。
1は、胴部は懸垂文間に磨り消しが施されるが、磨り消しは明確ではない。国縁部の区画内に縦位・斜位の沈

線が描かれる。2は、国縁部の区画内に縄文が施される。

3は、胴部は懸垂文の間に沈線が弧を描いて横位方向に施される。4は、胎土に金雲母を多く含む。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

蝕韓逮迅藝ざ蛉

0               10cm

第 29図 054SK出 土遺物 1
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0               10cm
(1/4)

(2)     10cm

第 30図  054SK出土遺物 2
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表 13 054SK出 土 土器観察表
番

号

構

∈

遺

Ｎ
層 位 器種 口径

(mm)

器高
(mm)

底径
(mm)
簿
耐
最

て
部位 文様・器面調整

期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 )54Sと 覆土 深鉢 (523〉 砺
”劇

日縁部は沈線を沿わせた隆帯で渦巻、楕円形区画が施される。

区画内は沈線が施される。胴部は3本一組の沈線による懸垂文
が施される。懸垂文間を磨り消し。地文縄文 (RL追 加条か)。

加曾利E

Ⅱ式

2 覆 土 深 鉢 (307) 臨
・脚

国縁部は沈線を沿わせた陸帯で渦巻、楕円形区画が施される。

区画内縄文 (単節RL縦位・横位)が施される。胴部3本一組懸
垂文、懸垂文間磨 り消し。地文縄文 (単節LR縦位)。

加曾利E

Ⅲ式

3 )54SI 覆土 深鉢

口 緑罰

底 部

波状口縁。国縁部楕円形区画が施される。 区画内縄文
(単節LR縦位)が施される。波頂部下に隆帯による渦巻文
(右回り)。 胴部沈線による3本一組の懸垂文を施 し懸垂文間

磨り消 し。胴部に沈線による横位の弧状文を施す。地文縄文

(単節LR縦位)。

る日曾不可EI
式もしく
はⅢ式

4 覆土 深鉢 嚇
・膊

口縁部は沈線を沿わせた隆帯で渦巻、楕円形区画。区画内は

縄文 (単節RL縦位)が施される。胴部は3本一組の沈線による
懸垂文を施 し懸垂文間磨 り消し。地文縄文 (単節RL縦位)。

加曾利 E

Ⅱ式
胎土 :金雲母多

058SK (併:32・ 33区]、  フ壼14・ 15)

位置 A2区南東部、AH-30、 AH 31、 A130、 A131グリッドに位置する。

重複関係 173SKの東壁を切る。

規模と平面形 開口部は径 152mの円形、底面は径 156mの円形で、深さは 0.86mである。
壁 開口部に向い内側に弧を描いて傾斜する。断面形は袋状を呈する。
底 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
覆± 7層に分層され、第 2層は焼土を、第 4層は炭化物を多量に含む。第 2層からは焼土を多量に検出しており、

焼土層が全体に拡がる点、被熱した土器片を検出する点から遺構内で火が燃やされたと推定される。また、第 6

層から第 7層にかけて掘り込みが見られる点から、第 6層が堆積した時点で掘り込みを行ない火が燃やされたと

考えられる。遺構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

遺物 実測遺物は 4点である。1は、国縁部に楕円形の区画が施され、胴部の懸垂文間は縄文が磨り消される点
などから加曾利 EⅢ式の土器である。

3は、012SK出土遺物第 14図 2と類似することなどから加曾利 EⅡ 式もしくは EⅢ式と考えられる。

4は多孔質安山岩製の磨石・敲石である。両面の大部分に磨痕を残し、中央部につぶれが認められる。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。
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の

淋

42 400mA

暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒中、炭化物微、白色粘土微量含む。
締まりやや強/粘性あり

暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒・焼土塊多、炭化物多量含む。
締まりあり/粘性あり

暗褐色土 ローム粒少、焼土粒中、締まりあり/粘性弱
暗褐色土 ローム粒少、炭化物多、締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ローム粒少、ロームBL中、焼上粒・炭化物少、締まりあり/粘性弱
暗褐色土 ローム粒・ ロームBL中、炭化物少量含む。締まりあり/粘性やや弱
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微、炭化物微、鹿沼パミス微量含む。締まりあり/粘性あり

(1/60)

第 32図 058SK平面図 。断面図

10cm

▲

-34-
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表 14 058SK出 土 土器観察表
番

号

構

０

遺

Ｎ
層 位 器 種 径

ｍう
口
６ 縞てｍｍ，

径

ｍぅ

底

６
最大ぞ
(mm)

部 位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 深鉢 く260〉 聯
・肺

波状口縁 (4頂 )。 頂部隆帯による渦巻文。日縁部楕円形区

画が施される。区画内縄文 (単節RL横位)。

胴部は2本一組の沈線による懸垂文を施し懸垂文間磨 り消し。
地文縄文 (単節RL縦位〉。

加會利E

Ⅲ式

2 深鉢 欄
・脚

波状国縁 (4頂)。 国縁部楕円形区画が施される。

区画内縄文 (単節RL横位)。 胴部は2本一組の沈線による懸
垂文を施し懸垂文間磨 り消し。地文縄文 (単節RL縦位)。

加曾利E

Ⅲ式

3 深鉢 コ緑苗

波状国縁 (頂 4か)。 波頂部直下眼鏡状把手。

頂部隆帯渦巻文。日縁部楕円形区画が施される。

区画内縄文 (単節RL横位)が施される。

加曾利EⅡ式
もしくは皿式

表 15 058SK出 土 石器観察表

番

号
遺構
N0
層位 器種

さ

ｍｊ

長

てｍ

幅

てｍｍ
隧
でｍｍぅ

重量
(8)

石材 鑑定 特徴 備考

4 2層 磨石・敲石 32 多孔質安山岩 ○ 100% 両面磨痕 両面中央に微細なつぶれ

石皿 ? 41 ガラス質黒色安山岩 ○ 100% 表面風化

覆土 剥片 8 7 チャート 100%

覆土 剥片 2 1 粘板岩 100%

覆土 磨石・敲石 (71) 安山岩 50% 両面に磨痕 両面中央に敲打痕

064SK(第 34～ 36図、表 16・ 17)

位置 A2区南東部、AH-30グ リッドに位置する。

重複関係 遺構上部中央は攪乱を受ける。323SKの上部を切る。323SKと 当初同一遺構と捉えたが、覆土の混
入物の違いや 064SKの覆土第 4。 3層がほぼ水平に堆積することなどから別遺構とした。

規模と平面形 開口部は径 202～ 260mの円形、底面は 220m～ 250mの円形で、深さは 067mである。
壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜する。断面形は袋状を呈する。
底 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
覆± 4層に分層された。第 1・ 2層は交互に堆積している。第 3・ 4層は黒褐色土を呈し、遺構底面袋状に広
がる部分に水平に堆積しており意図的に埋土を遺構壁面にまで入れたと推定される。第 3・ 4層からは逆位に設

置された遺物が多く出土し、意図的に埋設したと考えられる。第 1～ 4層は堆積状況などから人為堆積と考え

られる。焼土・炭化物を多く含む層は確認されなかった。遺構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

遺物 実測遺物は 7点である。遺構北西壁際の底面直上からは遺物が多く出土した。1～ 6は第 3・ 4層から逆
位で出土した。

1は、国縁部に波文が施される。波文は沈線により∧形に連続的に描かれる。

5は、国縁部に隆帯によるクランク文が施され、胴部は沈線による文様が描かれる。沈線は、半載竹管状の施

文具によって施文されたと推定される。口縁部クランク文は 065SK出土遺物 3や 9・ 10と類似し、体部は文様

や施文具が 065SK出土遺物 1・ 2と類似する。

6はチャート製の掻器である。分厚な横長剥片の上部を素材とする。右側縁に折断加工を施し、左側縁は背腹

両面に調整剥離が認められる。刃部は下端の折断面を打面とした腹面側からの調整剥離によって作出され、刃縁



端→0
42400m塗

鹿沼パミス層

064SK

l 暗褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物中量含む。締まりあり/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL中、炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
3 黒褐色土 ローム粒。ロームBL中、炭化物微、黒ボク土少量含む。締まりあり/粘性あり
4 黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。締まり強/粘性あり

第 34図  064SK平面図 。断面図

No 087      No 090 No 086

(1/60)

表 16 064SK出土 土器観察表
番

号 離ｍ
層位 器種 径

０
日
くｍ
綿
ｍ
離
ｍ
翅
耐
最
く

部位 文様。器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係 )

1 )64SI (o 088 深鉢 209 294

口縁

底部

H縁部は、沈線による波文が施される。日唇部無文帯は外へ開
く。地文縄文 (単節RL縦位)。

2 lo 087 深鉢 (127)

胴部

底部
同部は沈線による懸垂文、渦巻等が描かれる。 加曾利EI

式
欠損部は丁寧に打ち欠かれている。

3 b090-1 潔 鉢 く147〉
口縁

底部

皮状回縁 (頂数不明)。 国縁部隆帯が貼付られる。地文縄文

(単節RL縦位)。
加曾利EI
式

4 lo 08〔 深鉢 (203) く163〉
ヨ雅講

一
醐

ヨ縁下半は隆帯貼付による横位文、波文が施される。地文縄
電 (単節RL縦位)。

'日

曾利EI
式

5 Io 08( 深鉢 (315〉

口縁

胴部

日縁部把手。日縁部は隆帯によるクランク文、渦巻が施され

る。頸部は沈線による横位文、波文が描かれる。胴部は沈線

による懸垂文、渦巻等が描かれる。地文縄文 (単節RL縦位)。
割
式

表 17 064SK出 土 石器観察表
番

号

構

α

遺

Ｎ
層位 器種

さ

ｍ＞

長

ぐｍ

幅
師
騨
師
重量

(g)
石材 鑑定 邑存軍 特徴 備考

6 覆土 掻器 27 チャート 100%

覆土 二次加工を有する剥片 チャート 100% 上端部に腹面から調整剥離

覆土 二次加工を有する剥片 51 チャート 100% 左側縁に腹面から調整剥離
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(1/4)

0           (1 
・ 5)   10cm

(1/3)

(2～ 4)

第 35図 064SK出 土遺物 1
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はわずかに屈曲する。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

5 cm

(2/3)

第 36図  064SK出 土遺物 2

065SK (雰;37-44区 ]、  豆受18。 19)

位置 A2区南東部、AG 29、 AH 29グリッドに位置する。

重複関係 328SK東側を、331SK南側を切る。033SIに 遺構東壁上部を切られる。

規模と平面形 開田部は長径 1,98m、 短径 1,72mの楕円形、底面は径 306～ 3.21mの円形で、深さは 152

mである。

壁 開口部に向い傾斜し、断面形はフラスコ状を呈する。東側壁面は、上部を奈良・平安時代の住居跡に切られ、

その影響で不定形を呈すと推定される。

底 底部からは硬化面を 2面検出した。2面の硬化面は平面的にはほぼ同じ箇所に存在し、開口部の直下に位置

する。規模は長径 176m、 短径 1.64mで ある。上部の硬化面は遺構中央部にかけ盛り上がり、ローム土を主

体とする。硬化面上部からは土器が遺構西壁へ押し流されるように個体がまとまって出土した。上部の硬化面よ

り020～ 0.50m下位の地山直上からは 2枚目の硬化面を検出した。下部の硬化面はほぼ平坦であり、遺物は

1個体を検出した。

覆± 9層に分層される。第 1～ 3層は、遺構壁面の括れ部分の上に水平に堆積する。第 4層は、極暗褐色土

を呈し焼土を多く含む。遺構底面が袋状に広がる部分に入り込んで堆積しており意図的に埋土を遺構壁面にまで

入れたと推定される。遺物を特に多く含む遺構西壁際では覆土の締まりが弱かった。第 5・ 6層は、東壁の袋状

に広がる分部に堆積する。第 7・ 8・ 9層は、遺構中心部に向かい盛り上がり上面が硬化する。第 8層は、第 7

層に比べ鹿沼パミスを多量に含む。壁面からの崩落土の可能性が高い。第 9層は褐色土を呈しローム粒 。ロー

ムブロックを主体とし混入物は少/1-い。第 9層下部からも硬化面を検出した。第 1～ 9層は堆積状況、混入物

を均―に含む点などから人為堆積と考えられる。上部硬化面は鹿沼パミス層層中に位置し、下部の硬化面は鹿沼

パミス層下層のローム層に位置する。

遺物 実測遺物は 22点である。 1～ 7、 9～ 12、 15～ 18 、21は、硬化面の中央が高いため断面図上のド

ットの位置は異なるが第 7・ 8・ 9層上部の硬化面直上から出土した。

1は、国縁部に隆帯による把手、突帯、渦巻が施される。一部欠損するが、日縁部の把手・隆帯等は 6単位施

されると推定される。胴部には、半哉竹管状工具による沈線が描かれる。
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端セ9

4

No 130

No 107

No 120

鹿浄ミス韮NmW

4,450± 30、 4′ 40■ 30)

黒褐色土 ローム粒少量含む。締まり強/粘性弱
黒褐色土 ローム粒少、焼上粒微量含む。締まり強/粘性強
黒色土  ローム粒・焼土粒少量含む。締まり弱/粘性強
極暗掲色土 ローム粒中、焼土粒多量含む。締まり弱/粘性強
暗褐色土 ローム粒中、焼土粒少、炭化物中量含む。締まり弱/粘性強
暗褐色土 ロームBL少、焼土粒少、鹿沼パミス少量含む。締まり弱/粘性強
黒褐色土 ローム粒・ ロームBL少、焼土粒・焼土塊中、炭化物多量含む。
締まり弱/粘性弱

暗褐色土 炭化物微、黒ボク土少、鹿沼パミス多量含む。締まり弱/粘性弱
褐色土  ローム粒・ ロームBL多、炭化物少、鹿沼パミス少量含む。
締まりあり/粘性やや弱

No ,

0                      2■
(1/60)

第 37図 065SK平面図・断面図

2は、頸部を水平に欠いており意図的に欠いたと考えられる。沈線は、半載竹管状工具による。

5は、国縁部は沈線が施され、体部の地文は撚糸である。頸部には、沈線が 6条施される。

6は、口縁部に交互刺突文が施され、いわゆる中峠式土器である。器形・文様構成などは 064SK出土遺物 1

と類似する。しかし、国縁部の施文方法、縄目など細部は異なる。

7は、日縁上端部に隆帯による渦巻が施され、4単位の波状回縁である。胴部は、沈線による幾何学的な文様

が施される。胎土は赤みを帯び明褐色～赤褐色を呈する。

11、 12は、口縁部に交互刺突文が施され、いわゆる中峠式土器である。12の国縁部の刺突は縄文を施文後

に施されている。

14は、頸部より上端を欠いている。ほぼ水平に欠いており意図的に欠いたと考えられえる。

15は、上部硬化面に横たわるように出土した。器内の土壌を水洗選別したところ炭化したオニクルミ核片を

検出した。オニクルミ核片は AMS沢 1定を行なったところ、測定結果が 4,450± 30、 4,440± 30と出た。

No鴫。lt t旱。与訴や孟Ю4
No 126 
Ⅲ…
孟Ⅲ2iNo 123

//⌒ く

＼

＼     

＼
＼
＼

没



16は、日縁部の 1箇所把手が付く。把手には隆帯により波文などが描かれる。口縁部は 2組の隆帯によるク

ランク文が施される。

17は、遺構東端硬化面直上より逆位で出土した。器内は、土壌等は入り込んでおらず中空であった。意図的

に逆位に埋設したものと推定される。日縁部は、ほぼ水平に丁寧に欠いており、意図的に欠いている。胴部上端

には横位の沈線が、横位の沈線下部からは縦位の波文が施される。

20は蛇紋岩製の磨製石斧である。平面形は短冊形を呈する。刃部は片刃である。側面には裏面側からの調整

0                10cm

第 38図  065SK出土遺物 1

-40-



剥離痕が残る。刃縁には石器長軸に平行する擦痕と微細な刃こばれが認められる。

21は砂岩製の磨石・敲石である。裏面中央部の平坦面に磨痕が残る。下端部には敲打痕が認められる。石器

全体に被熱によると思われる器面の荒れが確認できる。

22は安山岩製の磨石 。敲石である。平面形は概ね円形を呈する。表裏面に磨痕が認められる。表面、下端部

および右側面に敲打痕を残し、その器面は剥落している。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

幼

辮

瓢

0               10cm
~             (1/4)

第 39図 065SK出土遺物 2
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第 40図 065SK出 土遺物 3
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0               10cm

―

            (1/4)

0          (5・
6・ 3) 10cm

(1/3)

(7)

第 41図  06SSK出土遺物 4

０
０
刀
牡



0               10cm

O           (9・
11)   10cm

(10)

第 42図 065SK出 土遺物 5
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9              10cm

第 43図 065SK出 土遺物 6
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(13～ 16)



第44図 065SK出土遺物 7
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表 18 065SK出 土 土器観察表
番

号

構

０

遺

Ｎ
層位 器種 口径

(mm)
編
鰤

径

ｍ，
底
くｍ (mm)

部位 文様・器面調整
時期

(形式)
備考 (接合関係 )

1 )65SI fo 10( 深鉢 (533) (110) (362〉

国縁

底部

ヨ唇部無文。日縁部隆帯による把手、突帯、渦巻。国縁部眼

勇状把手。頸部から胴部にかけて沈線による区画、波文、横
立文、懸垂文、渦巻等が施される。地文縄文 (単節RL縦位 )。

加曾利E

15式

2 )65SI 深鉢 (510)

胴部

底部

伺部に沈線による懸垂文、渦巻等が施される。地文縄文 (単

争RL縦位)。
加曾利 E

I式

3 深 鉢 (370〉 (405)

国縁

底部

ヨ縁部は隆帯によるクランク文が施される。地文縄文 (単節
L縦位)。

加曾TJE
I式

4 寸o121 深鉢 く430〉
頸部

底部

顎部は隆帯が貝占り付けられ、隆帯中央には凹みが施される。
頃部上に一部キザミが施される。胴部はやや膨み条線が施さ

llる。

不明

5 十o12( 深鉢 330 (361)
国縁

胴部

ヨ唇部無文帯。日縁部把手1箇所。日縁部は沈線が施され、隆常による、
黄位文、波文、渦巻が施される。顕部から胴部上半に沈線による横位文 加曾利E

I式

6 lo 12( 深鉢 〈105〉
口縁

底部

ヨ縁部隆帯貼付、交互刺突文。地文縄文 (単節LR縦位 ) 中峠式

7 io 104 深鉢 (250〉 (331)

国縁

底部

波状口縁 (4頂 )。 日唇部は沈線による渦巻が施される。頸

部～胴部にかけて沈線による波文、懸垂文、渦巻が施され
る。地文縄文 (単節RL縦位)。

大木8b式

8 深 鉢 〈118〉 〈290〉
口縁

底部

口縁部は隆帯貼付による渦巻等が施される。日縁部隆帯下か

ら胴部に沈線による懸垂文等が施される。頸部に4本一組の

沈線による横位文が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。
割
武

9

Io 12(

Io 121

1o 12〔

深鉢

口縁

底部

]縁部は隆帯貼付によるクランク文、渦巻等が施される。胴
加曾利E

I式
(単節RL縦位)

1( Io ll 深鉢 (234〉 〈108〉
口縁

底部

口唇部無文帯 (縄文磨 り消しか)。 国縁部は隆帯によるクラ
ンク文、横位文が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。

加曾利E

I式

11 lo 10千 深鉢

口縁

底部

]縁部把手2箇所。国縁部交互刺突文。日縁部隆帯脇に連続し
そ沈線が施される。顕部に沈線が施される。胴部に4本一組の

売線にによる懸垂文が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。
中峠式

Io 10( 深 鉢 く207〉
口縁

底部

皮状口縁 (2頂・非対称)。 波頂部は隆帯による渦巻が施さ

れる。日縁部は交互刺突文が1段～3段施される。地文縄文

(無節LR横位もしくは斜位)。

中峠式

lt 一括 深鉢 (235)

口縁

胴部

ヨ縁部から頸部にかけて、隆帯による横位文、波文が施され 加曾利E

I式3。 肥XttX(恭 即LЦ4WE任ノ。

Io 13( 深鉢 (174) (259) 117
胴部

底部

ヨ縁から頸部を欠損する。地文縄文 (RL縦位 ) 加曾利E

I式

欠損部はきれいに欠いており、人為的に欠セ

われている。遺構底面から逆位で出上した。

1( lo 12( 深 鉢 〈157〉 (181)
口縁

底部

波状口縁 (頂は3～4か )。 日縁部に隆帯貼付。地文縄文 (単

諦LR縦位)。 底部綱代痕有 り。 制
賦

器内の土を水洗選別したところ

炭化 したクルミを検出した。

lo 121 深鉢 (351)

口縁

底部

回縁部把手1箇所。日縁部隆帯によるクランク文が施され

る。地文縄文 (単節RL縦位)。
加曾利E

I式

17 Io 10( 深鉢 (225)

月同音F

底部

胴部上半部に横位の沈線が施される。胴部横位の沈線下か

ら、2本一組の沈線による縦位の波文が施される。地文 (撚

糸文)。

加曾利E

I式

i〔 Io ll( 浅鉢

日縁

底部

無文。
加曾利E

I式

一括 浅鉢 〈560〉 〈230〉
口縁

底部

口縁部、隆帯貼付。日縁部沈線によるモチーフが施される。

胴部無文。
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表 19 065SK出 土 石器観察表
番

号 離岨
層位 器種

き

ｍｊ

長

ぐｍ

幅

＜ｍｍ
隧
ｍ
重量
(3)

石材 路定 特徴 備考

3層 微小剥離を有する剥片 (1) チヤート 縁辺に微小剥離

3層 剥片 (7) 石 乗 ○ 上部欠損

3層 剥片 石英 20%

磨 石 安山岩 ○ 70% 両面 。片側面に磨痕 被熱

〕65SI No 104 磨石・敲石 安山岩 ○ 両面磨痕 片面・下端部・片側面に敲打痕

覆 土 磨製石斧 9 蛇紋岩 70ed 短冊形 片刃 刃縁に微小剥離 基部欠損

覆土 磨石・敲石 76 砂 岩 片面磨痕 下端部に敲打痕 被熱

覆土 磨 石 頁岩 全面に磨痕

覆土 敲石 (52) 安山岩 ○ 端部に微細なつぶれ

覆土 剥片 (75) (77) 粘仮岩 ○ 上部欠損

覆土 剥片 7 粘板岩 上部欠損

覆 土 微小剥離を有する剥片 7 12 粘板岩 ○ 10000 右側縁に微小剥離

)65SI 覆土 不 明 砂岩 不明 器面の一部に磨痕

073SK(第 45。 46図、表 20)

位置 A2区 中央部、AC-26、 AC 27、 AD 26、 AD 27グ リッドに位置する。

規模と平面形 開口部は長径 180m、 短径 166mの楕円形、底面は径 220mの 円形で、深さは 0,74mである。

壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜する。断面形はフラスコ状を呈する。

底 平坦である。硬化面は確認されなかった。
ピット 遺構南側底面からはピット 1基を検出した。Plは、径 038mの円形で、深さ 0.51mである。

覆± 4層に分層された。第 3・ 4層は遺構底面袋状に広がる部分に南東から北西へ傾斜して堆積する。第 1・

2層 も同様に傾斜して堆積する。第 1～ 4層は、ローム粒、ロームブロックを均―に含むことなどから、人為

堆積と考えられる。焼土・炭化物を多く含む層は確認されなかった。遺構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

遺物 実測遺物は 4点である。
1は、日縁部に交互刺突文が施されることなどからいわゆる中峠式上器と推定される。

2は、国縁部に隆帯によるクランク文が施される。4は、回縁部から底部まで、櫛状工具による沈線で、縦位

の波文が施される。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。
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078SK

I′ ´
~~ヽ

の
(

<

0
42200m生

鹿沼パミス護

42200m二

(1/60)

078SK

l 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、炭化物少量含む。
締まりあり/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒・ ロームBL少、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

3 黒褐色土 ローム粒 。ロームBL・ 炭化物・鹿沼パミス
微量含む。締まり強/粘性強
4 暗褐色土 ローム粒多、ロームBL中、鹿沼パミス少量含む。
締まり強/粘性やや弱

Pl

l 黒褐色上 ローム粒 。ロームBL少、焼土粒・焼上塊・炭化物
微量含む。締まりあり/粘性あり塩 -27

第 45図  078SK平面図・断面図

表 20 078SK出上 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍ＞
口
くｍ

一局

ｍう

器

くｍ
離
ｍ
知
耐

最

て

部位 文様。器面調整
時期

(形式)
備考 (接合関係)

1 覆土 浅鉢 (372〉 226 く100〉
口縁

底部

]縁部無文帯。日縁部は交互刺突文が施される。口縁部下は
尤線による楕円形、渦巻が描かれる。胴部無文。

中峠式

2 覆土 深鉢 (266〉

口縁

胴部

波状口縁 (頂は1つのみ残る)。 国唇部無文。波頂部は渦

番、口縁部は隆帯によるクランク文が施される。頸部隆帯貼

付。地文縄文 (単割RL縦位)。

加曾利B

I式

3 覆土 深鉢 (240〉 (189) 口縁 皮状口縁 (3頂)。 頂部に孔を有する。地文縄文 (単師LR)。 阿玉台Ⅳ

式

4 覆土 深鉢

口縁

底部

ヨ縁部から底部にかけ沈線による縦位の波文が描かれる。
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0               10cm
(1/4)

第 46図 078SK出土遺物
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095SK(野ヨ47・ 48E雪、 墓己21)

位置 A2区中央南部、ACと 24、 AC 25グリッドに位置する。

重複関係 039SIに南壁を切られる。

規模と平面形 開田部は長径 2.22m、 短径 1.85mの楕円形、底面は長径 232m、 短径 2.09mの精円形で、

深さは 032～ 0.40mである。

壁 開口部に向い内側に傾斜し、断面形は袋状を呈する。
底 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
ピット 底面中央部からはピット 1基を検出した。Plは、径 052～ 0.64mの 円形で、深さ 0.57mである。

覆± 3層に分層された。第 3層はPlの覆土である。ローム・炭化物を均―に含み、039SIに南東部は切られるが、

初期流入土は見られず、人為堆積と考えられる。焼土・炭化物を多く含む層は確認されなかった。遺構底面北側

からは深鉢 (No.127)が出土した。遺構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は、遺構底面北側から出土した。胎土に金雲母を多く含む。2は、ピット内から出土した。胴部は半載竹管

状工具による沈線が施される。口縁は欠いている。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

鵠 25

095SK

l 黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 炭化物少量含む。
締まりやや弱/粘性あり
2 褐色土 ローム粒多、ロームBL中、炭化物・黒ボク土少量含む。
締まり強/粘性あ り

3 褐色土 ローム粒多、ロームBL少、鹿沼パミス微量含む。
締まり弱/粘性あ り

第 47図 095SK平面図・断面図

２．

‐

P⑨

表 21 095SK出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 口径

(mm)

器高
(Inm)

底径
(mm)

最大雀
(mm)

部位 文様・器面調整
期
式
時

形
備考 (接合関係)

ユ 10121 深鉢 (14の 脚
・帥
波状口縁か。日縁隆帯貼付。地文縄文 (RL横位) 阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多。

2 とBL 深鉢 (223) 脚
・帥
同部は沈線による懸垂文が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。 加曾利E

I式
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0                     10cm
(1/3)

第 48図 095SK出 土遺物

102SK (雰 349。 50Eコ、 碁電22)

位置 A2区北西部、AA-25グ リッドに位置する。

重複関係 103SKに 西壁を切られる。遺構上面は攪舌しを受ける。

規模と平面形 開口部は径 1,77～ 183mの 円形、底面は長径 298m、 短径 2.56mの楕円形で、深さは 070

mである。

壁 壁面は開口部に向かい内側に傾斜し、断面形はフラスコ状を呈する。
底 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
覆± 6層に分層された。第 1～ 6層はほぼ水平に堆積し、堆積状況などから人為堆積と考えられる。焼土・

炭化物を多く含む層は確認されなかった。遺構底面は、鹿沼パミス層中に位置する。

遺物 実測遺物は 2点である。
2は、遺構底部面の北西隅から出土した。口縁部 5箇所に隆帯による突起が施される。突起の下には、隆帯に

より横位の波文が施される。体部には、櫛状の工具による縦位の波文が施される。

図示はしていないが、いわゆる中峠式上器の頸部破片も 1点出土している。

時期 2や出土遺物から縄文時代中期中棄と考えられる。

表 22 102SK出土 止器観察表
番

号
遺橋
N0
層位 器種 酪
ｍ
器高
(mm)

底径
(mm)
翅
ｍｍｊ
最

ぐ
部位 文様・器面調整

期

式

時

形
備考 (接合関係 )

1 102S〕 覆土 深鉢 胴部 胴部沈線による渦巻。地文縄文 (RL縦位) 割
拭

2 102SI 深 鉢 225 瞼
・酎
波状口縁 (5頂)。 国縁部は断面三角状の隆帯が波状に施さ

れる。縦位の条線が施される。
阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多。
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引

講
苗
Й
”
＞
面

烏
Ь
８
３
膀

No 096

102SK

l 黒褐色土 ローム粒・炭化物少、焼土粒・鹿沼パミス微量含む。
締まりあり/粘性あり
2 褐色土 ローム粒多、ロームBL中、炭化物微、
黒ボク土・鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり

3 黒褐色土 ローム粒 。ロームBL・ 炭化物少、鹿沼パミス微量含む。
締まり強/粘性あり
4 黒褐色土 ローム粒・炭化物少量含む。締まり強/粘性あり
5 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物・鹿沼パミス微量含む。
締まりあり/粘性あり
6 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL中、炭化物・鹿沼パミス少量含む。
締まり強/粘性あり

第 49図  102SK平面図・ 断面図

105SK(鋳ヨ51・ 52E電、 墓こ23・ 24)

位置 A2区北西部、Z-25、 AA 25グリッドに位置する。

重複関係 101SKに東壁を切られる。遺構中央一部に攪乱を受ける。

規模と平面形 残存する開口部は長径 192m、 短径 1.60mの 楕円形、底面は幅 2.61～ 2.77mの不定形で、
深さは 0.60～ 0,77mである。

壁 開口部に向かい内側に傾斜し、断面形はフラスコ状を呈する。
底 やや東側へ傾斜し凹凸が見られる。硬化面は確認されなかった。
覆± 7層に分層された。第 4・ 5層は底面から括れ部分に大きな単位で堆積する。第 5層を入れた後に第 4層
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第 50図 102SK出土遺物
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105SK

l 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微、炭化物
少、鹿沼パミス微量含む。締まりあり/粘性あり
2 褐色土 ローム粒多、ロームBL中、炭化物・
鹿沼パミス微量含む。締まり強/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり
4 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物・鹿沼パミス
微量含む。締まりあり/粘性あり
5 褐色土 ローム粒 。ロームBL多、炭化物少、鹿沼パミス中量含む。
締まりあり/粘性あり
6 暗褐色土 ローム粒多、炭化物・鹿沼パミス少量含む。
締まり強/粘性あり
7 暗褐色土 ローム粒多、ロームBL少、焼土粒・焼土塊・炭化物多、
鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり

第 51図 105SK平面図・ 断面図

を袋状に広がる部分に入れたと推定される。第 7・ 6層は、東壁の袋状に広がる部分に入り込んで堆積しており、

意図的に埋土を遺構壁面にまで入れたと推定される。第 1～ 3層は第 4～ 7層 と覆上が類似すること、第 1～ 7

層の堆積状況や、ローム・炭化物・焼土粒の含有状況から、人為堆積と考えられる。焼土・炭化物を多く含む層

は確認されなかった。遺構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は、日縁部に隆帯が貼付けられ、隆帯には指頭圧痕が施される。胴部は条線が施される。図示はしていない

が、口縁部に交互刺突が施されるいわゆる中峠式土器の破片や、胴部に半我竹管状工具による沈線で横位文・波

文が描かれる加曾利 EI式の土器の破片などが出土している。
2は安山岩製の敲石である。重量が 2000g以上の大形の製品である。表面の中央部、左側面の中央部および

下端部に敲打痕が認められる。特に下端部の敲打痕は顕著で、器面の大きな剥落を伴っている。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。
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第 52図  105SK出土遺物

表 23 105SK出土 土器観察表
番

号

構

α

遺

Ｎ
層位 器種 径

ｍ＞
口
血
器高
(mm)

底径
(mm)

最大ぞ
(m
部位 文様・器面調整

期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 05SI 覆土 深鉢 (99) ヨ縁罰 ヨ縁部指頭圧痕。胴部条線。

表 24 105SK出土 石器観察表
番

号

構

儀

遺

Ｎ
層位 器種

さ

ｍう

長

６

幅

くｍｍ
隧
ｍ
義
て８，

石材 離定 特徴 備考

覆土 磨石・敲石 (39) (387) 砂岩 ○ 50% 両面磨痕 両側面・下端部に敲打痕 被熱

2 覆土 敲石 2230 安山岩 ○ 100% 片面中央・片側面・下端部に敲打痕

105SI 覆土 磨製石斧 60) (22) ホルンフェルス 短冊形 刃部欠損
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156SK(折子53・ 54 E�、 募ミ25)

位置 A2区 北東部隅、AG-33、 AH-33グリッドに位置する。
重複関係 149SIに遺構上部を切られる。

規模と平面形 開口部は長径 2.07m、 短径 1.48mの楕円形、底面は径 3.04～ 3.20mの 円形で、深さは 0.84
mである。

壁 開口部に向かい内側に平坦に傾斜する。断面形はフラスコ状を呈する。
底 ほぼ平坦である。硬化面を検出した。硬化面は開口部の直下に位置し、規模は長径 0.73m、 短径 0,32mで、
楕円形を呈する。また硬化範囲内は地山が赤変しており、雨水による酸化等が原因と考えられる。覆土が堆積す

る以前に一定期間土坑が開口していた可能性が考えられる。

1 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まり強/粘性弱
2 黒褐色土 ローム粒・ロームBL中、焼上粒微、炭化物少、鹿沼パミス少量含む。
締まり強/粘性弱
3 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒微、炭化物少、鹿沼パミス少量含む。
締まりあり/粘性あり

4 黒色土 ローム粒少、ロームBL微、炭化物少、黒ボク土中、鹿沼パミス少量含む。
締まり強/粘性弱
5 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微、鹿沼パミス中量含む。
締まりあり/粘性弱
6 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物・鹿沼パミス微量含む。
締まりあり/粘性あり
7 暗褐色土 ローム粒多、ロームBL中、焼上粒・炭化物・鹿沼パミス微量含む。
締まりあり/粘性あり

8 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物微、鹿沼パ ミス中量含む。
締まり強/粘性弱
9 褐色土  ローム粒中、鹿沼パミス多量含む。締まり強/粘性弱

(1/60)

第 53図  156SK平面図・ 断面図
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覆± 9層に分層される。第 1・ 2層 と第 3層は、他の層に比べ大きな単位で相互に堆積する。第 3層の遺構の

括れ部分から完形に近い遺物 (No.029)が出土した。第 4・ 5層は、遺構東側遺構底面の袋状に広がる部分に堆

積している。第 6～ 9層は、遺構底面に敷きつめられる様に細かく堆積する。第 1～ 9層は堆積状況などから

人為堆積と考えられる。括れ部分第 2・ 3層、遺構底面第 9層から主に遺物が出土している。焼土 。炭化物を多

く含む層は確認されなかった。遺構底面は、鹿沼パミス層中に位置する。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は、第 3層の土坑の括れる箇所から底部を遺構壁面に引き込まれるような状態で出土した。縄文が施文され、

胎土には金雲母が多く含まれる。焼成後の穿孔が口縁部に 1箇所穿たれる。

2は、日縁部に交互刺突文が施され、いわゆる中峠式上器である。

時期 出土遺物から縄文時代中期中棄と考えられる。

10cm

(1/3)

第 54図  156SK出土遺物

表 25 156SK出 土 土器観察表
↓否

口
巧

遺構
N0
層位 器種 口径

(mm)
縞
くｍｍ，
醒
ｍ
最大宿
(mm)

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 156SI 深鉢
瞼
”螂
口縁部焼成後穿孔あり。地文縄文 (無罰R)。

阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多。

2 覆土 深鉢 115 欄
”脚
波状口縁 (4頂)。 日縁交互刺突文。日縁～胴部に沈線で渦

巻等が施される。地文縄文 (単姉LR縦位)。
中峠式 胎土 :金雲母多。
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159SK(第 55・ 56図、表 26・ 27)

位置 A2区南東隅、AG 32グ リッドに位置する。
重複関係 054SKに北東壁を切られる。

規模と平面形 開田部は長径 1,28m、 短径 1,16mの楕由形、底面は径 3.18～ 3.30mの円形で、深さは 1.25
mである。

4'.600m A

:::患ぢ発靱緯癬麟悸岬肥強
加
・

Ｋ触唖囃雌

母

第 55図 1159SK平面図 中断面図
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壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜し、開口部は筒状に立ち上がる。断面形はフラスコ状を呈する。

底 底面は平坦である。硬化面は確認されなかった。

覆± 4層に分層された。第 1層は、黒褐色土を呈する。第 4層は、他の層よりも焼土・炭化物を多く含み、

遺構中央で盛り上がるが、遺構底面袋状に広がる部分に堆積することなどから意図的に入れたと推定される。 1

～ 4層の堆積状況、ローム粒・焼土の含有状況から人為堆積と考えられる。遺構底面は、鹿沼パミス層直下に

位置する。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は、浅鉢と考えられる。外面に赤彩が施される。表面は全体的に平滑に仕上げられており部分的に光沢が認

められる。胎土は金雲母を中量含み、色調は赤褐色～明赤褐色を呈しやや赤みを帯びる。

2はホルンフェルス製の磨石である。小形の製品で、右側面の屈曲した全面と左側面の上部に磨痕を残す。右

側面の下部は磨面の傾斜角にわずかなずれが認められる。

その他、図示はしていないが、角押し文が施される阿玉台Ⅳ式の土器の国縁部の破片や、国縁部に交互刺突が

施されるいわゆる中峠式土器の破片などが出土している。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

(1/2)

第 56図  159SK出上遺物

表 26 159SK出 土 土器観察表
番

号

構

＆

遺

Ｎ
層位 器種 径

ｍう
日
６ 縞くｍｍｊ

底径
(mm)
翅
ｍｍ，
最

く
部位 文様。器面調整

期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 浅鉢 ョ緑音「 波状口縁。外面赤彩。

表 27 159SK出 土 石器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種

さ

め

長

６

幅

てｍｍ
隧
てｍｍ＞

重量
(g)

石材 鑑定 霊存率 特徴 備考

2 覆土 暦 石 21 ホルンフェルス ○ 左右側面に磨痕 小形

覆土 石核 メノウ 10010 原礫面あ り 不規則な打面転移

-60-



190SK(男ヨ57-59[コ、 碁こ28・ 29)

位置 A2区 北東隅、AG-31グ リッドに位置する。
重複関係 032SIIこ 遺構上面を切られる。204SKと は切り合わない。

規模と平面形 開口部は径 1.51～ 131mの円形、底面は径 346～ 3.56mの円形で、深さは 0,90mである。
壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜する。壁面は平坦である。断面形はフラスコ状を呈する。
底 底面は平坦である。硬化面は確認されなかった。
覆± 6層に分層された。第 3～ 6層は、遺構底面袋状に広がる部分に中央部分を高くし堆積しており意図的

に埋土を遺構壁面にまで入れたと推定される。その中でも、第 5層は焼土粒・焼土塊・炭化物を他の層より多

く含み、遺物も多く出土している。第 1～ 2層もほぼ水平に堆積することなどから、第 1～ 6層は人為堆積と

考えられる。遺構底面は、鹿沼パミス層直下に位置する。

遺物 実測遺物は 9点である。
1は、底部を南に向けて、遺構南壁の底面と壁面に挟まれるように出土した。出上位置などから、意図的に底

面と壁面の間に配置したと推測される。器内より検出した土壌を水洗選別したところ、白色粘土塊を検出した。

胴部の一部が欠損するが検出時、欠損部は底面と接しており、外部からの白色粘土塊の混入の可能性は低い。

4・ 5も遺構底部より出土した。また、遺構底面からは被熱した礫が複数確認された。

9は砂岩製の敲石である。扁平な楕円礫を素材としている。下端部に敲打による器面の剥落が認められる。被

熱により赤色変化している。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

No 036

-十一
黒褐色土 ローム粒 。ロームBL少量含む。締まりあり/粘性強
暗褐色土 ローム粒 。ロームBL多量含む。締まり弱/粘性あり
暗褐色土 ロームBL少、鹿沼パミス多量含む。締まり弱/粘性強
褐色土 ロームBL・ 鹿沼パミス少量含む。締まり弱/粘性強
極暗褐色土 ローム粒 。ロームBL・ 焼土粒・焼土塊・炭化物少量含む。

締まりあり/粘性強

褐色土 鹿沼パミス多量含む。締まりあり/粘性強

1/

猛 -32

第 57図 190SK平面図・ 断面図
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(8)

第 58図  190SK出土遺物 1
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10cm

齢

第 59図  190SK出土遺物 2

(1/3)

表 28 190SK出土 土器観察表
番

号

構

０

遺

Ｎ
層位 器種 径

ｍ，
日
ぐｍ

一島

ｍう
器
てｍ

径

ｍぅ

底

てロ

豪大密
(mm)

部位 文様・器面調整
時期

(形式)
備考 (接合関係 )

1 190SX fo 041 深鉢

口縁

底部

顕部に縄文が施された隆帯が貼付けられる。地文縄文 (単節
そL縦位)。

阿玉台Ⅳ

式

胎土 :金雲母多。器内の上を水洗選
別すると白色粘土を検出した。

2 190SI 覆土 深鉢 (208〉 (112)

国縁

胴部

口縁部は沈線による弧状の区画。頸部沈線。地文縄文 (単節

RL縦位)。

3 190SI 深鉢 〈192) (173)
口縁

胴部

口唇部にキザミを有する隆帯が施される。地文縄文 (単節RL
維位 )

阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多。

4 190SI lo 03( 深鉢 (123)

口縁

胴部

無文。
内面一部に炭化物付着。

胎土 :金雲母多。

5 190SI lo 03( 深鉢 (180)

口縁

頸部

波状日縁 (頂数不明)。 日唇部から口縁にかけ隆帯が貼付け

られ、隆帯には縄文が施される。頸部には隆帯が貼付けられ

る。国縁部から頸部の地文縄文 (単節RL維位)。

阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多。

6 190SI Io 03( 浅鉢 (292) 106

口縁

底部

無文。日縁部内側から外面に赤彩が施されており、外面の一
部も赤彩が施される。底部網代痕有り。胴部に焼成後に安孔
が施される。

不明 焼成後に穿孔2箇所。

7 90SI 覆土 浅鉢 口縁
無文。内面から口縁に赤彩が施されてお り、外面の一部も赤

彩が施される。
阿玉台W
式

胎土 :金雲母多。
焼成後に穿孔2箇所。

8 覆土 11 地文縄文 (単蔀RL)。

表 29 190SK出 上 石器観察表

番

号 離配
層位 器種

さ

の

長

＜ｍ

幅

てｍｍ
騨
ｍ
襲
くｇぅ

石材 鑑定 特徴 備考

9 [90SI 覆土 敲石 砂岩 ○ 下端部に敲打痕 被熱
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203SK (雰子60・ 61図、 碁乙30)

位置 A2区 東部、AH-32グリッドに位置する。
重複関係 201SK。 202Pに遺構西壁を切られる。

規模と平面形 開口部は径 113～ 1.26mの円形、底面は径 2.05～ 220mの 円形で、深さは 0,76mである。

壁 開口部に向い内側に傾斜する。断面形はフラスコ状を呈する。
底 平坦である。硬化面は確認されなかった。

覆± 7層に分層される。第 5～ 7層は、遺構底面袋状に広がる部分に水平に堆積しており意図的に埋土を遺

構壁面にまで入れたと推定される。堆積状況や、ローム粒・焼上の含有状況から人為堆積と考えられる。遺構底

面は、鹿沼パミス層直上に位置する。遺構壁面括れ部分第 4層下部、遺構底面第 6・ 7層から遺物が出土している。

遺物 実測遺物は 4点である。
1は、本遺構の括れの部分のやや下第 4層下部より口縁部を遺構中心に向け出土した。

2は、本遺構の括れ下部から底面に向かい、口縁部を底面に向け出土した。

3は、遺構底面から出土した。 1～ 3の遺物の出土状況から本遺構は、大きく2度の遺物の廃絶が行なわれた

と考えられる。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

42400m▲

丁 丁

暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりあり/粘性弱
褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性やや弱
黒褐色土 ローム粒・炭化物・鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり
暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物少、鹿沼パミス微量含む。締まり強/粘性あり
暗褐色土 ローム粒多、ロームBL・ 炭化物・鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性やや弱
黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 焼土粒少、炭化物中、鹿沼パミス微、黒ボク土少量含む。
締まり強/粘性弱

暗褐色土 ローム粒 。ロームBL少、炭化物微、鹿沼パミス少量含む。締まり強/粘性弱

鹿沼パミス層 鹿沼パミス層

0                       21n
(1/60)

第 60図 203SK平面図・ 断面図
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第 61図  203SK出土遺物
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表 30 2035K出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍう
回
てｍ

器高
(mm)

径

ｍぅ

底

６
浮
耐
最

く
部位 文様・器面調整

時期

(形式)
備考 (接合関係 )

1 103SI 深鉢 (280) 鯰
”脚

波状口縁 (2頂 )。 頂部の把手には安了しが2箇所認められ、口縁部は隆帯によ

る区画が施され、区画内は沈線が施される。頸部は横位に沈線が施され、胴

部は沈線を沿わせた隆帯が貼付けられ隆帯には縄文が施される。胴部は沈線
による懸垂文、横位文、渦巻が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。

阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多

2 深鉢 (368) 瞼
”螂ヨ諄鰈が♭

阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母中

3 Io 05Z 揆 鉢 肺
・齢
桐部は隆帯による渦巻が施され胴部無文。

阿玉台Ⅳ

式

胎土 :金雲母箋。胴部には縦方向の
調整が見られる。

4 深鉢 輔
・脚
国縁部は隆帯を貼付け、隆帯端部 ,国縁端部にはキザミが施
される。一部、日縁から胴部にかけ隆帯が橋状に施される。

230SK(第 62・ 63図、表 31)

位置 A2区 中央部北寄り、AD 29、 AD 30、 AE 29、 AE 30グ リッドに位置する。
重複関係 231SKに遺構上部を切られる。

規模と平面形 残存している開口部は径 1.14～ 1.19mの円形、底面は長径 3.00m、 短径 2.75mの楕円形で、
深さは 136mで ある。

壁 壁面は開田部に向い内側に傾斜する。断面形はフラスコ状を呈する。
底 底面は平坦である。硬化面は確認されなかった。
覆± 7層に分層された。第 1～ 2層は、ほぼ水平に堆積する。第 3～ 5層は類似し、遺構底面袋状に広がる

部分に堆積する。第 6層は、ローム粒。ロームブロックを主体とし、遺構底面中心に盛り上がるように堆積する。

第 7層は焼土を多く含む。遺構底面北西からは焼土・礫を集中して検出した。焼土 。礫集中部は、2層に分層さ

れ、第 1層は 2～ 5cm程の礫を多く含む。礫は円礫が 9割を占める。円礫は、チャートなどの石器の材質とな

表 31 230SK出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍ，
日
てｍ

器高
(IIm)

底 径

(mII)

最大ぞ
(IIm)

部位 文様・器面調整
時期

(形式)
備考 (接合関係)

1 ,30SI 深鉢 (282)
臨
”醐
ヨ縁部から胴部にかけて縄文 (単節RL縦位)が施文される。

2 覆土 深鉢
醐
・躙

口縁部は隆帯による区画が施され、隆帯には縄文 (単節RL横

位)が施文される。胴部は沈線による懸垂文、横位文、波文
が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。

3 深 鉢 (86) 国縁
回唇部は縄支 (単節RL)が施文される。国縁部は隆帯による橋円形区画
が桁ドね 陸科「 に,よ  VF綸  経マ (単範RL構付)が肺ドれる^1同部は2
本一組の洗線、波文が垂下する。地文縄文 (単節RL縦位)。

4 覆土 深鉢 (219) く105〉 胴部は沈線を沿わせた隆帯により文様などが施される。無

文。

阿玉台Ⅳ

式

冶土 :金雲母多。胴部には縦方向の

調整が見られる。

5 覆土 深鉢
沈線を沿わせた隆帯による渦巻が施される。洗線による条線

阿玉台Ⅲ

式もしく
はⅣ式

治土 :金雲母多。
が珀かれる。

6 覆土 鉢
翔

口縁 無文。内面稜線より口縁上端部まで赤彩が施される。
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るものが多くみられ、被熱するものが多い。著しく磨耗していることから河原にて採取されたものと考えられる。

焼土・礫集中部第 1・ 2層からは炭化物は少量しか検出せず、焼土集中部下部の遺構底面も被熱による硬化など

が見られないことなどから、焼土 。円礫等は遺構内に意図的に持ち込まれた可能性が高い。第 1～ 7層は堆積

状況などから人為堆積と考えられる。遺構底面は、鹿沼パミス層直下に位置する。

遺物 実測遺物は 6点である。
2、 3の胎土は黒褐色を呈し径 lmm程の白色粒や赤色粒を少量含み類似し、日縁部のモチーフなども類似する。
3は、回縁部に隆帯による精円形の区画が施され、隆帯上には、口縁端部にキザミ、側面に縄文が施文される。

胴部は 2本一組の沈線による懸垂文、縦位の波文が描かれる。

4は、沈線を沿わせた隆帯により文様が施される。胴部には縦方向の調整痕が観察される。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

42400m二

―‖「「b_29

國露 焼土
。礫集中部分

焼土・礫集中部分
1 極暗赤褐色土 ローム粒・コームBL少、焼土粒・焼土塊中、
炭化物少、円礫中、淡黄色砂少量含む。締まりあり/粘性あり
2 赤褐色土 焼土粒・焼土塊主体、炭化物・鹿沼パミス少量含む。
締まりあり/粘性弱

0                      2m
(1/60)

230SK

l 暗褐色土 ローム粒・ ロームBL少、炭化物・鹿沼パミス微量含む。
締まりあり/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物微、鹿沼パミス少量含む。
締まりあり/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒・ ロームBL・ 炭化物少、鹿沼パ ミス中量含む。
締まりあり/粘性あり
4 黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 焼土粒・焼土塊・炭化物・鹿沼パミス少量含む。
締まりやや弱/粘性あり

5 黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、焼土粒・焼土塊微、炭化物中、鹿沼パミス
少量含む。締まりやや弱/粘性あり
6 暗褐色土 ローム粒・ ロームBL多、炭化物少、鹿沼パミス少量含む。
締まり強/粘性あり
7 暗褐色土 焼土粒・焼土塊多、炭化物少、鹿沼パ ミス微量含む。
締まり弱/粘性弱

第 62図  230SK平面図 。断面図

-67-



′ |

第 63図  230SK出土遺物
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249SK (穿子64・ 65図、 碁:32)

位置 A2区 南東部北側、AF-31グ リッドに位置する。
重複関係 袋状土坑 256SKに 北東壁を、袋状土坑 267SKに 開田部と南西壁を、269SKに 開口部北東壁を切ら
れる。

規模と平面形 残存する開田部より径 0.86mの円形を呈すると推定される。底面は径 250～ 2.63mの円形で、
深さは 1.32mで ある。

壁 開口部に向い内側に傾斜し、開田部は筒状に立ち上がる。断面形はフラスコ状を呈する。
底 平坦である。硬化面は確認されなかった。
覆± 5層に分層された。第 1～ 3層はほぼ水平に堆積する。第 4・ 5層は、遺構底面袋状に広がる部分に堆積
しており、遺構中央部分がやや盛り上がるが、意図的に埋土を遺構壁面にまで入れたと推定される。堆積状況な

どから第 1～ 5層は人為堆積と考えられる。焼土・炭化物を多く含む層は確認されなかった。遺構底面は、鹿

沼パミス層直下に位置する。

黒褐色土 ローム粒 。ロームBL少、炭化物微、鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒中、ロームBL微、炭化物・鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒・ ロームBL少、粘土粒微、鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒多、ロームBL、 炭化物微、鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり
褐色土  炭化物極微、鹿沼パミス微量含む。締まり強/粘性あり

42400m二

鹿沼パミス層

止

(1/60)

第 64図  249SK平面図・ 断面図

鵠 -31
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遺物 実浪1遺物は 1点である。
1は、頸部より上を欠損している。ほぼ水平に胴部より上部を欠いており意図的に欠いたと考えられる。

には半載竹管状工具による沈線が施される。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

0                     10cm
(1/3)

第 65図  249SK出土遺物

胴部

表 32 249SK出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍ＞
口
くｍ
縞
てｍｍｊ

底径
(mm)

最大密
(mm)

部位 文様。器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 249SK 一 括 深鉢 (282)
脚
”帥
胴部に沈線による渦巻、懸垂文が施される。地文縄文 (単節

LR縦位)。 創
武
加

Ｅ
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256SK(第 66・ 67図、表 33)

位置 A2区 南東部北寄り、AF-31グリッドに位置する。
重複関係 249SKの東壁を切る。269Pに遺構開口部および南西壁を切られる。

規模と平面形  トレンチ等を設定したため推定値であるが、残存する開口部より径 1.17mの 円形、底面は長径
1,70～ 175mの円形と推定される。深さは 0,84mである。

壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜し、フラスコ状を呈する。
底 平坦である。硬化面は確認されなかった。
覆± 3層に分層された。第 1～ 3層はほぼ水平に堆積する。第 3層からはほぼ完形の遺物が出土した。遺物
出土状況、ローム・鹿沼パミスの含有状況などから 1～ 3層は人為堆積と考えられる。焼土・炭化物を多く含む

層は確認されなかった。澄構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

´ ~~卜 W

42400m▲

土色

土

色

褐

色

褐

Ｋ

暗

褐

明

６Ｓ２５

‐

２

３

ローム粒少量含む。締まり強/粘性強
ローム粒 。ロームBL中量含む。締まり弱/粘性強

鹿沼パミス・鹿沼パミスBL中量含む。締まり弱/粘性中

鵠れ
0                       2■

第 66図 256SK平面図・ 断面図

表 33 256SK出土 上器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 口径

(mm)

器高
(Iua)

底径
mm) (mm)

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係 )

1 深鉢 106
嚇
”醐
ヨ縁無文帯下は隆帯によるS字文が施される。地文縄文 (単
印RL縦位)。

加曾利E

I式
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遺物 実測遺物は 1点である。
1は、遺構底面北東壁際から出土した。口縁部から底部までほぼ完形である。口縁無文帯下には沈線が巡り、

S字状の隆帯が施される。S字状の隆帯は 5単位貼付けられる。S字状の隆帯貼付け後に縄文が施文されている。

時期 縄文時代中期中葉と考えられる。

)                    10Cm

第 67図 256SK出土遺物
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267SK (多雷68・ 69区 ]、  表 34)

位置 A2区 南東部北側、AF 30、 AF 31グリッドに位置する。
重複関係 249SKの 開口部から北東壁、280SKの北東壁、304SKの南東壁の一部を切る。

規模と平面形 開口部は径 1,70～ 1.80mの 円形、底面は長径 1.90～ 2.00mの円形で、深さは 0.88mである。
壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜し、括れ部から開口部へは緩やかに外側へ立ち上がる。断面形は袋状を呈す
る。

底 底面は平坦である。硬化面は確認されなかった。
ピット 底面からは 2基のピットを検出した。Plは径 0.92～ 1.04mの円形で、深さ 0.50mである。P2は長
径 056m、 短径 0.41mの楕円形で、深さ 0,29mで ある。

覆± 2層に分層された。第 1・ 2層はほぼ水平に堆積する。遺構底面から括れ部分にかけて第 2層が堆積し、
ローム・炭化物の含有状況などから、人為堆積と考えられる。焼土・炭化物を多く含む層は確認されなかった。

遺構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

267SK

l 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微、白色砂粒少量含む。
締まり強/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物微、鹿沼パ ミス少量含む。
締まり強/粘性あり

黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。締まり弱/粘性あり
黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まり弱/粘性あり

暗褐色土 ローム粒。ロームBL・ 焼土粒微・炭化物少量含む。締まり弱/粘性あり
褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物微。締まり弱/粘性あり
暗褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物多。締まりあり/粘性あり

42400m⊇

第 68図 267SK平面図・断面図
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遺物 実測遺物は 2点である。
1は、口縁部に沈線を沿わせた隆帯により、渦巻、楕円形の区画が施される。胴部は、2～ 3組の沈線による

懸垂文が施され、懸垂文間は磨り消しが行なわれているが、磨り消しは全体的に不十分で縄文が残る。国縁部～

胴部ともに地文は撚糸文である。

2は、国縁部に沈線を沿わせた隆帯により、渦巻、楕円形の区画が施される。渦巻は一箇所欠損するが、口縁

第 69図  267SK出土遺物

表 34 2675K出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍｊ
口
６
縞
ｍ
底径
(mm)

最大密
(mm)

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 覆土 深鉢 (252) (315) 嚇
”邸

口縁部は沈線を沿わせた隆帯で、渦巻、楕円形の区画が施さ

れる。区画内は撚糸文。胴部は2～3本一組みの沈線による懸

垂文を施す。地文 (撚糸文)。
脚
賦

2 覆 土 深鉢 輪
”脚

口縁部は沈線を沿わせた隆帯で、渦巻、楕円形の区画が施される。

区画内は縄文 (単節LR縦位)。 胴部は2～3本一組みの沈線による

懸垂文を施し懸垂文 FBRを磨 り消し。地文縄文 (単節LR縦位)。
脚
武

渦巻は5単位。
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部に 5単位で描かれると推定される。渦巻は楕円形区画の内に配置されているものが 2箇所、区画外に配置さ

れるものが 3箇所と推定される。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

274SK (雰子70。 71図、 碁こ35)

位置 A2区 中央部北寄り、AC 28、 AD 28グリッドに位置する。
重複関係 北東壁は調査区外へ広がる。270SKの南東壁を僅かに切る。287Pに北壁を切られる。
規模と平面形 残存する開口部は径 103mの 円形、底面は径 2,74mの円形で、深さは 0,91mである。
壁 壁面は開口部に向かって内側に傾斜する。断面形はフラスコ状を呈する。
底 底面は平坦である。開口部の直下には不定形の硬化面が拡がる。硬化面は開口部直下が最も硬化し、壁面へ

向かうほど硬化が弱くなる。規模は長さ 0,74～ 1.21m、 幅 0.59～ 1.01mで ある。

覆± 5層に分層された。第 3～ 5層は、遺構底面袋状に広がる部分に水平に堆積しており意図的に埋土を遺

鵠 -28

274SK

l 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 焼土粒・炭化物少量含む。
締まりあり/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒・ロームBL・ 焼土粒・焼土塊・炭化物少、鹿沼パミス
微量含む。締まりやや弱/粘性あり
3 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・焼土塊・炭化物中、
鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり
4 暗褐色土 ローム粒・ロームBL多、炭化物少、鹿沼パミス微量含む。
締まり弱/粘性あり
5 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり

第 70図 274SK平面図・断面図
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構壁面にまで入れたと推定される。第 3層は他の層に比べ焼土・炭化物をやや多く含む。堆積状況から人為堆

積と考えられる。遺構底面は、鹿沼パミス層直下に位置する。

遺物 実測遺物は 3点である。
1は、国縁部に交互刺突文が施されいわゆる中峠式上器である。

3は、遺構底面から出土しており、遺構の帰属時期に該当する遺物と考えられる。阿玉台 Ⅳ式土器と考えら

れるが、文様構成の一部は勝坂式上器に類似する。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

第 71図 274SK出 土遺物
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番

号
鎌
配
層位 器種 径

ｍ，
口
くｍ 絲くｍｍ＞
降
鰤
最大8
(mm)

都位 文様・器面調整
時期

(形式)
備考 (接合関係 )

1 覆土 深鉢 (338) 口縁
皮状口縁 (頂数不明)。 日縁部隆帯貼 り付け。国縁部交互刺

楽文。地文縄文 (単節RL縦位)。
中峠式

2 覆土 深鉢 〈258) 口縁
皮状口縁 (頂数不明)。 口縁部隆帯、隆帯上には刺突が施さ

れる。頸部は沈線が施される。地文縄文 (無節R)。
阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母中。

3 深鉢 口縁
皮状口縁 (頂数不明)。 口縁部隆帯、隆帯に沿うように角押 阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多◇

文が施される。

表 35 274SK出土 土器観察表

291SK(穿:72・ 73】コ、 碁毛36)

位置 A2区 北西部北側、AB 26グリッドに位置する。
重複関係 092SKの遺構南東壁を切る。325SKに遺構北東壁を切られる。

規模と平面形 開口部は長径 2.03m、 短径 1.88mの楕円形、底面は径 2.27～ 2.52mの円形で、
mである。

`7

/

_/″    291 SK

深さは 0.42

41800m避 Ｂ
一

291SK

l 黒褐色土 ローム粒・ ロームBL少、炭化物微量含む。締まり強/粘性強
2 暗褐色土 ローム粒・ ロームBL多、焼土粒・炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

第 72図 291SK平面図・断面図

鹿沼パミス層
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壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜する。上部は削平されているが断面形は袋状を呈する。

底 底面は平坦である。硬化面は確認されなかった。
ピット 底面引ヒ東隅からピット1基を検出した。Plは、長径 051m、 短径 044mの楕円形で、深さ043mである。

覆± 2層に分層された。第 2層は、遺構中央部で盛り上がる。第 1～ 2層焼土粒 。炭化物の含有状況から人

為堆積と考えられる。遺構底面からは遺物が出土している。Plの覆土も黒褐色土を主体としている。焼土・炭

化物を多く含む層は確認されなかった。遺構底面は、鹿沼パミス層上に位置する。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、遺構底面から出土してる。口縁部には隆帯が横位に貼付けられ、下位の隆帯にはキザミが施される。隆

帯の間には、上下 2段の角押文が施される。胎土に金雲母を多く含む点、角押し文が施文される点から阿玉台

Ⅳ式土器と判断した。

時期 縄文時代中期中葉と考えられる。

0                     10cm
L西五五百占五百五百」  (1/3)

第 73図 291SK出土遺物

302SK(宴手74-77じ雪、 碁ミ37・ 38)

位置 A2区 中央吉呂、 AF-29、 AF 30、 AG-29、 AG-30グ リッドとこ位置する。
重複関係 332SKに 北壁を切られる。

規模と平面形 残存する開口部は長径 270m、 短径 198mの楕円形、底面は長径 2.70m、 短径 250mの楕

円形で、深さは 1.12mで ある。

壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜する。断面形は袋状を呈する。

底 底面は平坦である。硬化面は確認されなかった。

＼・ 甍癖考重豊|イ

表 36 291SK出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍう
口
くｍ

器高
(mm)

底径
(mm)

衰大ぞ
(mm)

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係 )

1 深鉢 〈270〉 砺
・卸

口縁部は角押文により横位文が描かれ、隆帯が貼付けられ

る。隆帯にはキザミが施される。頸部は沈線による横位文

が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。

阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多。
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ピット 底面南壁際からはピットを 1基検出した。Plは、径 0.32～ 0.36mの 円形で、深さは 0.19mである。
覆± 4層に分層された。第 3層 は、遺構括れ部分を埋める様に堆積する。第 4層は遺構底面袋状に広がる部
分に水平に堆積しており意図的に埋土を遺構壁面にまで入れたと推定される。第 2層下部、第 3層、第 4層下

部からは遺物が多く出土した。堆積状況から人為堆積と考えられる。焼土・炭化物を多く含む層は確認されなか

った。遺構底面は、鹿沼パミス層直下に位置する。

遺物 実測遺物は 9点である。
1は、第 3層下部から出土し、袋状土坑 304SK出土遺物と接合する。地文に縄文が施文される。

3と 7は、第 1層から出土している。7は、日縁部に隆帯貼付けによる波文が施される。胴部の立上がりが丸

みを帯びる。胎土は、径 2～ 3mmの石英を多く含む。
4は、回縁部に把手が施される。また、回縁部には隆帯貼付けによる十字状の区画が施される。065SK出土

遺物 3・ 9。 10な どの国縁部に貼付けられる隆帯と比較すると4の隆帯は幅が細く厚さが薄い。胴部は半裁竹

管状工具による沈線が施される。5は、口縁部に橋状の把手が施され、胴部には櫛状工具による条線が縦位に施

される。8は、無文の鉢である。橋状の把手が 2箇所付けられる。把手は一方は上部・下部の 2箇所に穿孔が

施されるが、もう一方は、上部は穿孔されているが、下部はくぼみが存在するが穿孔はされていない。穿孔、く

ばみはいずれも焼成前に行なわれている。 1～ 8の遺物の出土状況から本遺構は、大きく2度の遺物の廃棄が

行なわれたと考えられる。

9は砂岩製の敲石である。各突端部分に敲打による器面の剥落とつぶれが認められる。被熱により赤色変化し

ている。

また、図示はしていないが、いわゆる中峠式土器の国縁部の破片が 1点出土している。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

札Gセ 9

42 400m A 302SK

l 暗褐色土 ローム粒 。ロームBL少、焼土粒・炭化物少量含む。締まり強/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 焼土粒少、炭化物中、鹿沼パミス微量含む。
締まりあり/粘性あり
3 R旨褐色土 ローム粒少、ロームBL中 、焼土粒少、炭化物中量含む。締まりあり/粘性あり
4 褐色土 ローム粒 。ロームBL多、炭化物少、鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり

第 74図 302SK平面図・断面図

の

No l16´   No 100
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第 75図 302SK出 土遺物 1
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第 76図  302SK
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第 77図 302SK出 土遺物 3
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表 37 3025K出土 土器観察表
番

号

構

α

連
還

Ｎ 層位 器種 口径
(mm) 絲くｍｍぅ
酪
＜ｍｍ，
翅
耐
最
く

部位 文様・器面調整
時期

(形式)
備考 (接合関係 )

1 ,02Sと fo l16 深鉢 (247)

口縁

胴部

波状口縁 (4頂)。 日縁部は隆帯による三角形区画が施され

る。頸部は断面が三角状の隆帯が横位に巡る。

地文縄文 (単節RL胴部縦位)。

阿玉台Ⅳ

式

304SK出 土遺物 と接合

胎土 :金雲母中。

2
襲

一括
深鉢 (360)

国縁

月同言卜

波状日縁 (3頂)。 国縁部は沈線を沿わせた隆帯が施され

る。隆帯内は沈線により波文が施される。胴部は隆帯が貼付

けられる。地文縄文 (単節RL横位)。

阿玉台Ⅳ

式
胎土 :金雲母多。

3 102SI 深鉢 (143)

口縁

胴部

口縁部は沈線による横位文、波文が施される。胴部は沈線に

よる横位文、懸垂文、波文が施される。地文縄文 (単節RL縦

位)。

加曾利E

I式

4 ,02SI lo 10: 深 鉢

国縁

胴部

口縁部把手1箇所 。把手にはキザミが施される。日縁部は隆

請貼付。胴部は沈線により懸垂文、横位文、波文、渦巻など

が結かれる。地文縄文 (単節LR縦位)。

割
哄

5 ,02SI Io 101 深鉢 (192)

国縁

底部

口縁部橋状把手4単位。日縁上端部から日縁部には沈線やキ
ザミ、条線が施される。胴部は条線が施される。

加曾利E

I式

6 Io ll 深鉢 く142〉 (165〉

口縁

底部

口縁上端部無文。地文縄文 (単勅RL縦位)

7 深鉢 (133〉 (172) 141

口縁

胴部

口縁部は隆帯貼付による波文が施される。胴部は上半に沈線

による横位文、波文が施される。地文縄文 (単節RL横位)。
大木8a式
～8b式

8 io 10( 鉢 285
口縁

底部

口縁部から頸部にかけ、橋状把手が2単位で施される。無 把手は焼成前に穿孔3箇所、
くぼみ2箇所。
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表 38 302SK出土 石器観察表
番

号
遺構
No
層位 器種

ざ

ｍ，

長

くｍ

幅

くｍｍ
隧
鰤
重量
(g)

石材 路定 重存髯 特徴 備考

酔 片 7 1 石英 100%

9 覆土 敲石 (433) 砂岩 両面中央・片側面・上下端部に敲打痕 被熱

覆土 磨石・敲石 ホルンフェルス 100% 両面の一部に磨痕 上下端部に敲打痕

覆土 剥片 ? 31 石 英

304SK(昇手78・ 79Eコ、 墓三39・ 40)

位置 A2区 南束部北西寄り、AF-30グリッドに位置する。
重複関係 267SKに 南東壁を、303SKに上部を切られる。当初 303SKと 同一遺構として捉えていたが、第 2・

3層上部が硬化する点などから別遺構とした。

規模と平面形 残存する開田部は長径 080m、 短径 0.44mの楕円形、底面は径 1.92～ 2.14mの円形で、深
さは 0.32mである。

壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜する。断面形は上部を削平されているがフラスコ状を呈すると推定される。
底 底面は平坦である。硬化面は確認されなかった。

303SK

l 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まり強/粘性弱

304SK

2 暗褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。結まりあり/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒・炭化物微、白色砂粒少量含む。
締まりあり/粘性あり
4 褐色土  ローム粒。ロームBL多、鹿沼パミス微量含む。締まり強/粘性あり

第 78図  303SK・ 304SK平面図 ・ 断面図
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第 79図 304SK出 土遺物

表 39 304SK出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 酪
ｍ
器高
(mm)

底径
(mm)
知
耐
最

て
部位 文様・器面調整

期
式
時

形
備考 (接合関係)

1 深鉢 (235) 磁
帥ヽ

口縁部把手 1箇所。国縁部隆帯貼付。沈線による懸垂文、横

位文が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。 底部は綱代痕有

り。

加曾利E
I式

2 )04Sと 糎土 深 鉢 胴 部
同部は沈線を沿わせた隆帯で懸垂文、渦巻が施される。地文

隠文 (単節RL縦位)。
加曾利 E
15ミ

表 40 304SK出土 石器観察表

番

号
遺構
No
層位 器種 長さ

(mm)

幅
硫
騨
ｍ
重量
(8)

石材 鑑定 旨を 彦 特徴 備考

3 6BL 石鏃 6 2 チャート 100% 凹基無茎

蜂の巣石 砂岩 半割礫 原礫面に浅い凹み部 4

覆土 掻器 砂岩 半円形 縁辺に二次加工
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覆± 3層に分層された。第 3・ 4層は遺構底面袋状に広がる部分に堆積しており、遺構中央部分がやや盛り上
がるが、意図的に埋土を遺構壁面にまで入れたと推定される。第 3層より遺物が多く出土している。堆積状況

から人為堆積と考えられる。焼土 。炭化物を多く含む層は確認されなかった。遺構底面は、鹿沼パミス層直上に

位置する。

遺物 実測遺物は 3点である。
1は、国縁部に把手が施される。口縁部は、把手付近は隆帯貼付けにより、把手の向かい側は沈線により文様

が施される。

出土遺物に遺構間接合が認められた。阿玉台Ⅳ式上器の国縁部が 302SK出土遺物と接合した (第 75図 1)。

3はチャー ト製の石鏃である。平面形が二等辺三角形を呈し、基部に狭りを有する。石器縁辺は表裏両面から

の連続的な調整剥離によって波状に起伏する。石器中央部はやや分厚である。

時期 出土遺物から縄文時代中期中棄と考えられる。

306SK (鋳子80・ 81図、 基〔41)

位置 A2区 北西部、AA-25、 AA-26グリッドに位置する。
重複関係 099SKに 南東壁を切られる。

火
No 099//く

、
No 097

42200m生

丁
鹿沼パミス層

2m

306SK

l 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL中量含む。締まりあり/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒・ロームBL多、炭化物少、鹿沼パミス微量含む。
締まりあり/粘性あり
3 黒褐色土 ローム粒。ロームBL・ 炭化物少量含む。
締まりあり/粘性あり

第 80図 306SK平面図・断面図
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規模と平面形 残存する開口部は長径 2.12m、 短径 172mの楕円形、底面は長径 261m、 短径 2.39mの 楕
円形で、深さは069mで ある。
壁 壁面は開口部に向い傾斜する。断面形は袋状を呈する。
底 底面は西壁面に向かい低くやや傾斜する。硬化面は確認され/A―かった。
覆± 3層に分層された。第 1～ 3層は西側へやや傾斜するがほぼ水平に堆積する。堆積状況、ローム・炭化
物の含有状況などから人為堆積と考えられる。第 3層から多く遺物が出土している。焼土・炭化物を多く含む

層は確認されなかった。遺構底面は、鹿沼パミス層直上に位置する。

遺物 実測遺物は 3点である。
1は、国縁部に隆帯による区画が施され、区画内には交互刺突文が施されいわゆる中峠式土器である。

2は、波状口縁である。残存する国縁部から4単位と推測される。口縁部には隆帯が巡り隆帯上には、下から

押し上げるように指頭圧痕が施される。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

323SK(第 82・ 83図、表 42)

位置 A2区 南東部南寄り、AH 30グ リッドに位置する。
重複関係 064SKに上部を切られる。064SKと 当初同一遺構と捉えたが、覆土の混入物の違いや、064SKの底

部の覆土が水平に堆積することなどから別遺構とした。

規模と平面形 開口部は長径 210m、 短径 162mの楕円形、底面は径 2.34～ 246mの 円形で、深さは 037
mである。

壁 壁面は開口部に向い内側に傾斜する。上部は削平されているが断面形はフラスコ状を呈すると推測される。
底 平坦である。硬化面は確認されなかった。
ピット 底面西側からはピットを 1基検出した。Plは、径 029～ 038mの 円形で、深さは 056mで ある。
覆± 3層に分層された。第 1～ 3層は、遺構底面袋状に広がる部分に水平に堆積しており意図的に埋土を遺
構壁面にまで入れたと推定される。第 3層からは遺物が出土している。焼土・炭化物を多く含む層は確認され

なかった。堆積状況などから人為堆嶺と考えられる。遺構底面は、鹿沼パミス層直下に位置する。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、遺構底面と壁面の間から出土しており、意図的に廃棄したと推定される。口縁部が折り返されている。

胴部は無文だが、縦方向のナデ調整により輪積み痕を消している。

時期 遺構の切合などから縄文時代中期中棄と考えられる。

表 41 306SK出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層 位 器種 口径

(mm)
絲
師

径

ｍう

底

くｍ

最大名
(mm)

部 位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 深鉢 砺
・醐

国縁部は沈線を沿わせた隆帯で区画が施される。区画内は交
互刺突文が施される。隆帯にはキザミが施される。地文縄文
(単節LR縦位)。

中峠式

2 深鉢 (270) 醐
・螂

波状口縁 (4頂か)。 波頂部橋状把手。日縁部隆帯には連続
指頭圧痕が施される。地文縄文 (単節RL縦位)。

3 浅鉢 〈363) 臨
”邸

口縁部は沈線で渦巻が施される。

体部無文。底部木葉痕有 り。
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表 42 323SK出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍ＞
日
くｍ

器高
(mm)

底径
(mm)

苅
耐

旦
暮
て

部位 文様・器面調整
時期

(形式 )
備考 (接合関係 )

1 深鉢
輔
”脚
口縁部折り返し。胴部無文。 胴部縦方向に調整の痕が見られる。

土坑

056SK (第 84・ 85図、 表 43)

位置 A2区南東部、AH 31、 A131グリッドに位置する。
重複関係 185SKの南壁を切る。遺構中央部分は攪乱を受ける。当初 184P。 197Pを別遺構として捉えていたが、

覆土が類似する点などから、本遺構に伴うピットとした。

規模と平面形 開口部は径 2,77～ 2,98mの円形、底面は径 2,70～ 2.75mの円形で、深さは 0.72mである。
壁 南壁と東壁の一部でややオーバーハングする。
底 底面は細かい凹凸がみられるが、概ね平坦である。また、東側の底面の一部が窪むが、覆土に変化が見られ
なかった点などから本遺構に伴うものと判断した。

ピット 2基検出した。184Pは径 054～ 0.56mの円形、深さは 1,01m、 197Pは、径 0.23～ 0.24mの円形、

42 400m A

n

056SK

l 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼上粒微、
2 暗褐色土 ローム粒多、ロームBL少、炭化物微、
締まりやや強/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒多、ロームBL中、炭化物微、

炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
鹿沼パミス少量含む。

黒ボク土少量含む。締まりあり/粘性あり

第 34図 056SK平面図 。断面図
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深さは 0,42mである。

覆± 3層に分層された。第 1層は中央部分に向かい傾斜する。第 3層は遺構底面にほぼ水平に堆積する。第 1

～ 3層は堆積状況などから人為堆積と考えられる。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、波頂部に沈線による渦巻などが施される。胴部には弧を描く2本一組の沈線が施される。沈線間には磨

り消しが施される。

図示はしていないが、加曾利 EⅡ もしくはⅢ式土器の日縁部破片が 8点出土している。

時期 1や出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第 35図 056SK出土遺物

060SK(第 86・ 87図、表 44)

位置 A2区 東部中央、AG-30、 AG 31、 AH 30、 AH-31、 グリッドに位置する。 
｀

重複関係 226SKの北西壁を切る。223SKに南壁上部を切られる。

規模と平面形 開口部は径 144mの円形、底面は長径 114m、 短径 098mの楕円形を呈すると推測される。

深さは 031mである。

壁 開口部に向かい緩やかに傾斜し立ち上がる。

底 底面は壁面に向かい緩やかに立ち上がる。

覆土 単層である。検出した覆土が僅かなため、自然堆積か人為堆積かは不明である。

遺物 実測遺物は 2点である。
2は、日縁部に円形、楕円形の区画が施され、区画内は沈線が施される。胴部には、懸垂文が施されるが、懸

垂文間に磨り消しは見られない。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

表 43 056SK出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍ＞
日
くｍ

器高
(mm)

底径
(mm)

最大密
(mm)

部位 文様・器面調整
期
式
時
形

備考 (接合関係)

1 覆土 深鉢
醒
・肺

波状口縁。口縁部外面に渦巻、国縁部に沈線が施される。

胴部は2本一組の沈線による懸垂文が施される。

懸垂文間は磨 り消 し。地文縄文 (単節RL縦位)。

加曾利EⅡ 式
もしくは41式
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土色褐
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暗
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‐
の 画

ローム粒・ロームBL中、炭化物微量含む。締まり強/粘性あり

鵠剖

マ

／

第 86図 060SK平面図・断面図

第 87図  060SK出土遺物
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表 44 060SK出土 土器観察表
番

号

構

α

遺

Ｎ
層位 器種 口径

(mm)

器高
(mm)

底径
(mm)

肇大名
(mm)

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 深鉢 砺
”脚

日縁部無文帯下は沈線を沿わせた隆帯により区画が施される。

区画内は縄文 (単節RL横位)が施される。
加曾利EⅡ 式
もしくはⅢ」ll

2 深鉢 〈253〉 瞼
・脚

波状口縁 (4頂 )。 波頂部直下眼鏡状把手。頂部隆帯渦巻。日

縁部沈線による楕円形、円形区画、渦巻、懸垂文が施される。

胴部は2本一組の沈線による懸垂文。沈線による波文が施され

る。地文縄文 (単節RL縦位)。

加曾利E

Ⅱ式

147SK(男ヨ88・ 89E剛、 募電45・ 46)

位置 A2区北東部隅、AG-33グ リッドに位置する。

重複関係 北東壁は調査区外へ延びる。 1 49SIの北東部、150SKの南東壁を切る。底面からは 175～ 179Pを

検出し、現地では別遺構としたが、検出状況、遺構覆上が類似する点などから同一遺構と推定される。

規模と平面形 確認された開口部は長径 2.61m、 短径 214mの楕円形、底面は長径 2.31m、 短径 203mの

精円形で、深さは 0.76～ 086mである。

壁 南壁以外ほぼ垂直に立ち上がる。
底 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
ビット 6基を検出した。Pl・ 175P。 177P～ 179Pは、長径 0.28～ 0.66m、 短径 0.24～ 037mの楕円形で、

ローム粒少量含む。締まり強/粘性強
ローム粒中、ロームBL少、鹿沼パミス少量含む。締まり強/粘性強
ローム粒 。ロームBL少量含む。締まり強/粘性強
ローム粒中、ロームBL少量含む。締まりあり/粘性強

第 88図 147SK平面図・ 断面図

土

土
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暗

曹
１
２
３
４
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ヴ招秀Kq俄
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深さは 0,18～ 061mで ある。P176は、長径 068m、 短径 049mの楕円形で、深さは 0.98mである。
覆± 4層に分層された。第 1層はほぼ水平に堆積する。第 2層は遺構西から南かけて堆積し、第 3・ 4層は東
から北にかけて堆積し、交互に埋土が入れられたと考えられる。堆積状況から、第 1～ 4層は人為堆積層と考

えられる。

遺物 実測遺物は 3点である。
1は、胴部に沈線による懸垂文が施され、懸垂文間は磨り消しが行 /1‐われる。

2、 3はチャー ト製の二次加工を有する剥片である。2は下端部に腹面側から調整剥離が施されている。両側

縁には微小剥離が認められる。3は右側縁を折断したのち、腹面側からの急角度調整を行なっている。左側縁に

微小剥離が認められる。

時期 遺構の切り合い、1から縄文時代中期後葉と考えられる。

2

(1/3)

5 cm

第 89図  147SK出土遺物

盈
簸
難
鸞

表 45 147SK出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器 種 口径

(mm) 緬ぐｍｍ，
底径
(mm)

翅

ｍｍ，
最
ぐ

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 覆土 深鉢 (210〉

肘
”
廊

胴部は2本一組の沈線による懸垂文を施され、懸垂文間を磨
り消 し。地文縄文 (単節RL縦位)。

加曾利E
Ⅲ式

つ
０
∩
》



表 46 147SK出土 石器観察表
番

号

構

∈

逼

Ｎ
層位 器種

さ

ｍぅ

長

くｍ

幅
価
騨
術
重量
(g)

石材 路定 宣存辛 特徴 備考

147SI 覆土 微小剥離を有する剥片 (33) (28) チャート 3040 左側縁に微小剥離

覆土 微小剥離を有する剥片 7 (12) チャート 上下端部欠損 両側縁に微小剥離

2 覆土 二次加工を有する剥片 14 チャート 下端部に腹面から調整剥離 両側縁に微小剥離

覆土 剥片 13 チャート 右半部欠損

147Sl 覆 土 剥片 9 チャート 大部分欠損

3 覆土 二次加工を有する剥片 11 チャート 右側縁に腹面から調整剥離 左側縁に微小剥離

151SK(舅ヨ90・ 91[コ、 碁電47)

位置 A2区 南東部、AG 32、 AG-33グ リッドに位置する。

札導3

42600m込

151SK

l 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土

154P

l 黒褐色土
2 黒褐色土

ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒・ロームBL中、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒少、ロームBL中、炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり

ローム粒・ロームBL・ 炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒・ロームBL中、炭化物微・鹿沼パミス少量含む。締まりあり
/粘性あり

第 90図 151SK・ 154P平面図・ 断面図
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重複関係 153SKの南西壁、186Pの上部、188SKの東壁を切る。底面からは 154Pを検出し、現地では別遺

構としたが、検出状況などから同一遺構と推定される。

規模と平面形 開口部は長径 220m、 短径 :208mの円形、底面は長径 1,60m、 短径 146mの円形で、深さ
は 085mで ある。

壁 ほぼ垂直に立上がる。
底 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
ピット 1基を検出した。径 0.55m、 深さは 025mである。

覆± 3層に分層された。第 1～ 2層はほぼ水平に堆積する。第 3層 と 154Pの第 1層は他の層に比べ炭化物

を多く含む。堆積状況などから人為堆積と考えられる。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、国縁無文帯が外反して立ち上がる。012SK出土遺物 1と 器形、文様などが類似する。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第 91図  151SK出土遺物

204SK (鋳手92・ 93E]、  碁こ48)

位置 A2区 南東部、AG 31グ リッドに位置する。
重複関係 032SIに 北東壁を切られる。201SKに南東壁を切られる。遺構底面から210Pを検出し、当初別遺

構と捉えていたが、覆土が他の底面から検出されたピットの覆土と同一である点などから本遺構に伴うピットと

した。

規模と平面形 開口部は径 2.35～ 237mの円形、底面は径 2.19mの円形で、深さは 036mである。
壁 壁面はほぼ垂直に立ち上がる。北側は、032SIに 切られ、壁面の立ち上がりは確認できない。
底 底面はほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。
ピット 4基を検出した。Pl～ 3、 210Pは、径 0.53～ 037mの 円形で、深さは 057～ 0,61mである。

表 47 151SK出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層 位 器種 径

ｍｊ
日
６ 綿
くｍｍ，

径

ｍう

底

くｍ

最大ぞ
(mfI)

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係 )

1 覆土 深鉢 く92〉 齢
・脚

口縁部無文帯。国縁部無文帯下は沈線を沿わせた隆帯で渦

巻、楕円形区画が施される。地文縄文 (単節RL縦位 )。
加曾利E

Ⅱ式
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覆土 ピットを含めて 6層に分層された。第 1・ 2層はほぼ水平に堆積する。P3の第 1層 と210Pの第 5層は

同一である。堆積状況などから人為堆積と考えられる。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、国縁部に沈線を沿わせた隆帯により渦巻、楕円形区画が施される。胴部は 2本一組の沈線により懸垂文

が施される。懸垂文間には磨り消しは行なわれない。

時期 1や出土遺物から縄文時代中期後棄と考えられる。

204SK

l 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒・炭化物微、黒ボク土中量含む。
締まりあり/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒多、ロームBL少、炭化物・鹿沼パミス微量含む。
締まり強/粘性あり

Pl

3 褐色土 ローム粒多、ロームBL中量含む。締まりあり/粘性あり
P2

4 黒褐色土 ローム粒量含む。締まり弱/粘性強
210P

5 黒褐色土 ローム粒多量含む。締まり弱/粘性強
6 黒褐色土 ローム粒中、鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性強

P3

1 褐色土 ローム粒多量含む。締まり弱/粘性強
2 黒褐色土 ローム粒多量含む。締まり弱/粘性強
3 黒褐色土 ローム粒中、鹿沼パミス微量含む。締まりあり/粘性強

42 400m tt  r

第 92図 204SK平面図・ 断面図

表 48 204SK出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 径

ｍう
口
くｍ

器高
(側)

底径
(m0
最大ぞ
(mm)

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係)

1 深鉢 230 (220)
瞼
”肺
口縁部は沈線を沿わせた隆帯で渦巻、精円形区画が施され
る。胴部は2組の沈線による懸垂文が施される。 脚

賦

-96‐



10cn

第 93図 204SK出 土遺物

290SK (舞子94・ 95図、 豆監49)

位置 A2区 北西部、AB 26、 AB 27グリッドに位置する。
重複関係 284SIに南東壁を切られる。北東壁に攪乱を受ける。

規模と平面形 開口部は長径 1,96m、 短径 1.63mの楕円形、底面は長径 1.81m、 短径 146mの楕円形で、
深さは 0.13mである。

壁 壁面は緩やかに立ち上がる。

の 端タ

290SK

l 暗褐色土 ローム粒。ロームBL少、焼土粒・炭化物微量含む。
締まり強/粘性あり

第 94図  290SK平面図・断面図
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底 底面はほぼ平坦である。
ピット 1基を検出した。Plは、径 0.30～ 031mの円形で、深さは 084mで ある。

覆土 単層である。検出した覆土が僅かなため、自然堆積か人為堆積かは不明である。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、日縁部に隆帯による渦巻、楕円形区画が施される。区画内は縄文が施文されるが残存する 3区画の内、

1区画が縦位に、2区画が横位に施文されている。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

0               10cm
(1/働

第 95図 290SK出土遺物

325SK (雰手96・ 97:コ、 碁三50)

位置 A2区 】ヒ西部、A}26グ リッドに位置する。
重複関係 291SKの 北東壁を切る。284SIに 南東壁上部を切られる。

規模と平面形 残存する開田部は長径 189m、 短径 1.61mの楕円形、底面は長径 171m、 短径 139mの楕

円径で、深さは 0.45mである。

壁 底面から緩やかに立ち上がる。
底 一部分のみしか検出しなかつたため詳細は不明である。
覆土 単層である。検出した覆土が僅かなため、自然堆積か人為堆積かは不明である。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、口縁部直下に断面三角状の隆帯が横位に貼付けられる。胴部も同様な隆帯により区画が施される。区画

外には磨り消しが施される。

時期 遺構の切合、出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

表 49 290SK出土 土器観察表
番

号
違構
N0
層位 器種 径

ｍ，
日
６
器高
(mm)

底径
(mm)
簿
ｍｍｊ
最

＜
部位 文様・器面調整

期
式
時
形

備考 (接合関係 )

1 覆土 深鉢 113
瞼
・躙

波状口縁 (4頂 )。 日縁部は沈線を沿わせた隆帯で、渦巻、

惰円形区画が施される。胴部は2本一組の沈線による懸垂文

が施され、懸垂文間は磨 り消 し。地文縄文 (単節RL縦位)。
劇
ば

口縁部区画内の縄文 (単節RL)は

横位、縦位両方ある。
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鴇 -26
ローム粒多、ロームBL中、焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

(1/60)

第 96図 325SK平面図・ 断面図

第 97図 325SK出土遺物
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表 50 325SK出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 醒
鰤
器高
(mmJ

底径
(mm) (mm)

部位 文様・器面調整
期

式

時

形
備考 (接合関係 )

I 覆土 深 鉢 く430〉 (312) 酪
”脚

口縁部直下に断面三角状の隆帯が貼 り付けられる。体部は断

面三角状の隆帯により区画され、区画内は縄文 (単節RL縦

位)が施され、区画外は磨 り消 しが施される。
脚
哺

332SK (算子98・ 99図、 碁:51)

位置 A2区 南東部北西寄り、AF-29、 AF-30グ リッドに位置する。

重複関係 302SKの北壁を切る。

規模と平面形 残存する開口部は長径 0.93m、 短径 0.82mの楕円形、底面は長径 031m、 短径 0.19mの楕

円形で、深さは 1.60mである。

壁 底面から緩やかに立ち上がり、壁面中程で括れ、再び開口部に向かい立ち上がる。断面形は不定形を呈する。

覆± 3層に分層された。第 1～ 3層はほぼ水平に堆積する。第 1層は遺物を多く含む。堆積状況、ローム・

炭化物の含有状況から人為堆積と考えられる。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は、 1層中吉卜から下部にかけて出土した。器形は、頸部が張り出し、日縁部に向かい内側に傾斜する。

2は、把手が 2箇所に施され、隆帯による突起が 2箇所施される。把手の文様構成は対称である。

時期 遺構の切合、 1・ 2や出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

332SK

l 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、炭化物中、
鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり

2 褐色土 ローム粒・ロームBL多、炭化物微量含む。
締まり強/粘性あり

3 暗褐色土 ローム粒多、ロームBL・ 炭化物少、
鹿沼パミス中量含む。締まりあり/粘性あり

42400m▲

第 98図  332SK平面図 。断面図

鵠 -30
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0 10cm
(1/31

第 99図 332SK出土遺物

表 51 332SK出 土 土器観察表
番

号

構

∈

遺

Ｎ
層位 器種 醒
師
編
ｍ

径

ｍう

底

てｍ (mm)

部位 文様・器面調整
時期

(形式)
備考 (接合関係)

I 深鉢 (265)

口縁

胴部

国縁上端部は隆帯貼付け。隆帯上に縄文 (単節RL縦位)が胸
文される。日縁部は沈線による横位文、波文等が描かれる。
地文縄文。肩部は隆帯貼付による把手が施される。

2 深鉢 200
口縁

胴部

国縁部は把手が2箇所に付けられる。日縁は隆帯貼付による

区画が施され区画内は刺突文が押される。隆帯上には縄文が

施文される (単節LR)。 地文縄文 (単節LR)。

加曾利E

I式
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第 3節 その他の遺構の遺物 (第 100・ 101図、表52)

ここでは本調査によって出土した石器のうち、各器種において特徴的な遺物を掲載する。なお、観察表に示す

ように後世の遺構覆土内や攪乱からの出土遺物も含まれるが、 13以外は縄文時代の遺物として扱う。

1はチャート製の石鏃である。平面形は木棄形を呈する。基部はわずかに突き出し、茎を有するように整形さ

れている。

2、 3はチヤー ト製の石鏃未製品である。2は原礫面を残す素材を用いて、縁辺全周に調整が施されている。

調整剥離はほぼ器面全体に及んでいる。3は両側の長辺に沿つて連続的な調整剥離が認められ、二等辺三角形状

に整形されている。器面に素材剥片の打瘤部を一部残している。

4はメノウ製の石錐である。小形の製品で木葉形を呈する。石器両面に微細な調整が施されている。先端部に

擦痕と思われる器面の荒れが認められる。

5はチャート製の石核である。一部に原礫面を有する。剥離によって形成された平坦面を打面として最終剥離

作業を行なつている。

6はホルンフェルス製の打製石斧である。平面形は撥形を呈する。両側縁は調整剥離によって整形されている。

刃部は両刃で、研磨によって作出され、刃部には擦痕が認められる。また、両側縁の中央部やや基部寄りには剥

離のつぶれが認められる。

7は変質ドレライト製の磨製石斧である。定角式とされる規格性が認められる製品である。表裏面と両側面の

間に入念な面取り加工が施され、断面は隅丸長方形を呈する。刃部は蛤刃である。器面に不規則な擦痕、刃縁に

微細な刃こばれが認められる。

8は角閃岩製の磨製石斧である。河ヽ形で器厚は薄い。刃部は両刃で、平面形は弧状を呈する。刃部裏面には調

整痕と思われる 2面の磨痕が残る。刃縁に微細な刃こぼれが認められる。

9はホルンフェルス製の磨製石斧である。平面形は楕円形を呈する。素材である扁平な楕円礫の形状を生かす

ような加工が施され、基部および胴部中央は未調整である。側縁には調整剥離と部分的な研磨加工、刃部には片

刃を作り出すよう片面に顕著な研磨加工が施されている。刃縁は丸ノミ状に屈曲する。左側面に微細なつぶれが

認められる。

10は粘板岩製の磨製石斧である。平面形は短冊形を呈する。右側面に擦り切り技法による製作の痕跡を残す。

刃部は片刃で、刃縁には微細な刃こばれが確認できる。表面には石器長軸に平行する多数の擦痕、裏面には斜行

する擦痕と器面の剥落が認められる。

11は安山岩製の磨石・敲石である。平面形は楕円形を呈する。表裏面の大部分に磨痕が残る。敲打痕は表裏

面の中央部、右側面および下端部に認められる。

12は砂岩製の敲石である。表面の中央部に敲打痕、その周辺の突端部には微細なつぶれが認められる。下端

部と右側面上部には敲打痕が認められ、下端部は器面が剥落している。重量は約 2000gを測り、裏面が平坦で

安定することから、台石として使用された可能性も考えられる。被熱により赤色変化している。

13は砂岩製の石製品である。器種、帰属時期は不明である。表面、左右側面に磨痕を残す。裏面は器面が剥

落している。右側面には石器長軸に平行する擦痕が認められる。表裏面の各 1箇所に凹み部を有し、位置関係

から穿孔を意図した加工であると考えられる。
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表 52 石器観察表

番

号

構

α

遠
選

Ｎ
層 位 器種

さ

ｍ，

長

くⅢ

幅

くｍｍ
隧
くｍｍ，
襲
くｇぅ

石材 鑑定 量存著 特徴 備考

1 205SK 覆 土 石鏃 13 5 1 チャート 100% 凸基有茎

2 覆 土 石鏃未製品 8 6 チャート 縁辺に粗い調整

3 覆土 石鏃未製品 6 3 チャート 100% 剥片素材

4
Al区

確認面
石 錐 14 7 3 <1> メノウ 10011 木葉形

5 攪乱 石核 31 17 9 チャート 10000 原礫面あり 不規則な打面転移

6 327SK 覆土 打製石斧 (160) ホルンフェルス 95% 膝形 両刃 刃部磨製

7 018SK 覆土 磨裂石斧 77 変質 ドレライ ト ○ 100% 定角菰 蛤刃 刃縁に微小剥離

8 208SK 覆土 磨製石斧 17 角閃岩 ○ 定角式 両刃 刃縁に微小剥離

235SK 覆土 磨製石斧 11 ホルンフェルス 100%
楕円形 刃部磨製 片刃
側面に調整剥離とつぶれ

10 Al区 磨製石斧 6 粘板岩 70% 短冊形 擦 り切 り技法 片刃 器面に擦痕
刃縁に微小剥離 基部欠損

11 092SK 覆土 磨石・敲石 61 安山岩 10000 両面磨痕 両面中央・片側面・下端部に敲打疫

12 068SK 覆土 敲石 100 77 2050 砂岩 100% 片面・下端部・片側面に敲打痕 台石か 被熱

13 A2区 不明 42 71 砂岩 器面に磨痕 と擦痕 凹み部2 穿孔加工か 時期不明

表 53 石器観察表 (写真掲載の羽
選構NO 層位 器種 旧

価 (RIm) (只 )
百蒻 遺存率 特徴 備考

① 12t苦し 石鏃 凹基無茎 左右非対称

② 覆 ■ 石鏃 凹基無茎

◎ 覆 土 石鏃未製品 チャート 不整三角形 両面に調整剥離

④ 投乱 石鏃未製品 チャート 台形 表裏面に縁辺から調整剥離

⑤ 投 乱 打製石斧 O 楕円形 刃部と基部に調整剥離

⑥ 覆土 蜃器 半円形 縁辺に微小剥離

@ X4乱 削器 両側縁に調整剥離

◎ 概 士 打製石斧 (126) 分銅形か 上半部欠損

⑩ ,製石斧 (117) 粘板岩 後形 片刃 右側縁 基部欠損

⑥ 打製石斧 珪質頁岩 O 権円形 右側縁に調整剥離

② 打製石斧 O 綴形 刃部欠損

⑮ 蔑土 膚製石斧 砂岩

⑭ 攪乱 唐製石斧 (100) (256) 砂岩 定角式 刃部欠損 片面 片側面に彼細なつボれ

⑮ 覆土 磨製石斧 定角式 刃部欠損 基部に微細なつぶね

⑥ A2区表土 磨製石斧 ○ 定角式 両刃 両側面に微細なつボれ 刃縁に彼小剥離

〇 盟上 磨製石斧 角閃岩 O 不整権円形 両刃

⑩ 親方 磨製石斧 角関岩 楕日形 両刃 刃縁に微小則離 表面風化

⑩ 覆 土 砂 岩 三角柱状を呈する 三面に磨痕と口み部6 '需部に肢打
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表 54 石器観察表 (非掲載 1)
番 号 層位 器 種

(ma)

偏
価

厚
Ｑ 石材 鑑定 遺存率 特徴 備考

7ti 礫岩 上下端部 片側面に敲打痕

1層 打製石斧 (152) O 分師形か 上部欠損

裂土 剥片 (38) O 上部欠損

櫂土 不 明 下端部 片側面に磨痕

種土 剥片 左半部欠損

覆主 下半部欠損

掘方 砕片

掘方 二次加工を有する剥片 チャート 上部に腹面から調整剥離 右側線に微小剥離

掘方

掘 方 黒照石

編方 ll片 チャート 大部分欠rrl

観 ■ 敲百 (205) 砂岩 片面に蔽打痕 磨製石斧から転用か

磨製石斧未製品 蛇紋岩 両側縁 基部に調整剥離 刃部未調整

紙 土 剥片 石英

覆 土 掻器 チャート 上下端部に徹小剥離

覆 土 剥片? 石英 O

覆 土 二次加工を有する則片 チャート 上半部析断 折断面を打面とする調整剥離

覆 土 剥片

騒 土 砕片

盟土 彼小則離を有する剥片 右側縁に彼小剥離

覆土 上部欠損

覆 土 (3) 上部欠損

獲 土 磨製石製品 流紋岩 百方体を呈する 両面と片側面に磨痕 砥石か

掘方 (7) チャート 大部分欠憬

覆 土 則片 (2) 左半部欠損

硬化面 敲石 砂岩 片面中央・下瑞部に敲打痕

覆 土 砕片

微4ヽ剥VLを有する剥片 (1) チャート 上部欠損 縁辺に微小剥離

硬化面 磨石 安山岩 O 両面中央に磨痕 上下端部・片側面に微細なつぶれ 被黙

掘 カ

石鏃来製品 不整形 両面に粗い調整

硬化面 剥片 ?

硬化面 ○

硬化面 (15) (3) 石英 下部欠損

剥片 (1) 下部 右側縁欠預

概土 店製石斧 定角式か 大部分欠損

覆土 磨製石製品 砂岩 不 明 直方体を呈する 両側緑と上下端部に磨痕

掘方 原篠面あり 単一打面から剥離

磨石 ○ 下端部に磨痕

掘方 二玖加工を有する則片 チヤート 下部欠損 右側緑に粗い調整剥離 石鏃未製品か

覆土 黒曜石

覆 土 黒昭石

綴 土 石核 不規則な打面転移

覆 上 微小剥離を有する劇片 両側緑に微小剥雛

覆 土 二玖加工を有する剥片 右側縁に背面から調整剥離

覆 ■ 石鍬 (1) チャート 凹基無茎 基部の狭りは浅い 先端部欠損

覆 土 石鏃未製品 不整円形 両面に調整剥離

剥片

覆土 剥片 (24) 大部分欠損

覆土 剥 片 大部分欠損

覆土 (19) 黒曜石
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表 55 石器観察表 (非掲載 2)
題構NO 層位 器種

幅
ぐｎｍ

厚
６ (宮 )

石材 鑑定 遺存事 特徴 備考

瓢 土 石英 0

覆 土 剥片

覆 土 剥片 (30) 上下瑞部欠損

覆土 大部分欠損

覆士 二次加工を有する剥片 右半部折断 折断面を打面とする調整剥離

覆土 微小剥離を有する剥片 と半部欠狽 右側縁に彼打Nvl離

獲土 剥 片 右半部欠損

石核 石英 不規則な打面転移

覆上 剥片 (<1>)

覆土 剥片 上部欠損

覆土 石英

彼小剥離を有する剥片 上下端部に微小剥Pr

蔑土 微小剥離を有する剥片 上下端部欠損 左側縁に彼小剥離

覆土 拘製石斧 O 分銅形 刃部欠預 表面風化

覆土 殻 石 安山岩 O 片面中央 下端部に敲打痕 被熟 赤色顔料付着

覆 土 剥片 ?

覆土 剥片

覆土 剥片 下部欠損

覆土 磨製石斧 (19) 砂岩 定角式 蛤刃 刃縁に彼小剥離 上半部欠損 欠損部に二次加工

観 主 (327) 関緑岩 O 両面磨痕 上下端部・片側面に微細なつぶれ

覆 土 剥片 (16) 原礫面あり 右pl縁 欠損

覆 土 剥片 ? 石 英

穫 土 微小剥離を有する剥片 下半部欠損 右側縁に微小剥離

掘 方 徽小剥離を有する剥片 上部欠狽 左側縁に微小剥離

覆 土 剥片 ?

協方 微小剥離を有する剥片 両側縁に微小則離

覆 土 打製石斧 粘板岩 ○ 楕円形 右側縁に腹面側がら調整剥離

チャート 上下端部に微小剥離

移士 剥片 チャート

不明 台形を呈する 表面風化

覆土 剥片

覆土 チャート

覆 土 黒躍rH

覆土 石鏃来製品 両面に粗い調整剥離

覆土 麿石 赦石 家山岩 012SK出 ■と接合

蒻土 石英 上下IP部 に擦痕

覆土 微小剥離を有する剥片 (12) メノウ 原礫面あり 下部欠損 右側縁に徽小剥雛

夜土 剥片 ?

覆 土 則片 上部欠損

躍土 磨石・敲石 砂岩 O 両面磨痕 両側面に微細なつぶれ 被熱

整 土 表面風化

剥片 ? O

覆土 則片 背面は原礫面

lpl土 磨石 敲石 ○ 両面磨痕 下瑞部に敲打痕 被黙

材土 (3) 珪質頁岩 右側縁欠損 左側縁に微小剥離

覆 主 剥片 (3) チャート 下部欠損

覆土 微小剥離を有する剥片 下部欠損 両側縁に微小剥離

覆土 二次加工を有する剥片 両面に粗い調整剥離 石91A未製品か

覆土 微小剥離を有する剥片 粘板岩 左側縁に微小剥離

磨製石製品 チャート 直方体を星する 上下端部と両側面に磨痕 砥石か
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表 56 石器観察表 (非掲載 3)
番号 週構NO 層位 器 種

長
く■ (mII) 聾く８＞

石材 鑑定 遼存率 備考

覆 土 原礫面あり 不規則な打面転移

覆土 諄片

覆 ■ 敲 石 安山岩 両面中央に微細なつポれ 赤色顔料付着

概 土 (231) 砂岩 定角式 刃部欠損 片面 ‐基部に微細なつぶれ

顕 土 磨製石斧 (■ 6) 砂岩 定角式 刃部 基部欠損

覆土 剥片タ ○

掘方 磨製石斧 (22) (86) 砂岩 定角式か 始刃 上半部欠損

雹土 二次加工を有する剥片 O 両面に調整剥離 打製石斧か

覆 土 石英

覆土 剥片

覆土 チャート 上部欠損

稜土 石英

敲石 安山岩 両面中央 片側面に敲打痕

覆土 剥片 上下端部欠損

蔑土 石核 ? チャート 原礫面あり

覆土 (38) (20)

覆 土 石爽

覆土 両面に粗い.R整剥離 石鏃未製品か

種土 剥片 (13) チャート 上部欠損

霞土 (<1>) 凹基無≡ 先端部 脚部欠損

覆土 剥片 (17) 大部分欠損

磨石 蔽石 片側面に磨痕 両面 上下端部 片側面にfit打痕

覆土 剥岩 粘板岩

覆土 (65) (251) 石英斑岩 O

覆 土 不 明 (34) (37) (11) 大部分欠損 器面に磨痕

覆土 磨石 O 片面の一部に磨痕 赤色顔料付着 被黙

底面 蜂の巣石 O 国み部 (表4裏 6)10 被熱

覆 土 微小剥離を有する剥片 細粒安山岩 ○ 両側縁に彼小剥離

覆 土 (54) (56) (251) 砂岩 両面磨痕 片側面に破打痕

覆 土 唐製石斧 (20) 定角式 下半部欠損 側面 基部に微小剥離

稜 土 百杉 下規則な打面転移

整土 微小剥離を有する剥片 右半部欠損 左IFl緑に徽小剥離

盟 土 合石 砂岩 扁平な作業面に部分的な磨痕と微細なつぷれ

櫂 ■ 二次加工を有する副片 原礫面あり 両面に粗い.B整剥離 石鏃末製品か

整 土 百核? 原礫面あり rT業 面不明瞭

預 土 不明 両面に調整剥離 打製石斧か

獲 土 石英

覆 土 剥片 珪質貢岩 大部分欠損

覆 土 石核 原礫面あり 不規則な打面転移

騒土 磨石 賊石 (77) (303) 砂岩 片面磨痕 端部に敲打痕

預土 多子し質安山岩 O 両面瘤痕 両面中央・片側面に敲打痕 被熟

剥片 上部欠損

微小剥離を有する剥片 両側縁に彼小剥離

AI区 確認面 剥片 チャート

Al区 確認面 (31) 老質貢岩

Al区 確認面 剥片? O

磨石 縁辺部の大部分に擦痕

A2区 剥片 (3) 上部欠損

A2区 二次加工を有する剥片 粘板岩 両面に調整剥離

唐石 識石 砂岩 両面磨痕 両jf部に微細なつぶれ

二次加工を有する剥片 左側縁に両面から調整剥離
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表 57 石器観察表 (非掲載 4)
番号 週構NO 層位 器種

(m狙 ) (mm) 6m) (8) 石材 鑑定 遺存率 特徴 備考

打製石斧 O 絡形 両側縁と基部に調整剥離

敲石 砂 岩 片画・ 片側面に敲打漁

(1013) テプライト O

蜂の巣石 花筒岩 O 凹み部1 被熟

敲 石 (66) (145) 流紋岩 O 両側面に敲打痕 被熱

A2区 磨石・賊石 片側面に擦痕 両端部に微細なつぶれ

原礫面あり 作業面不明瞭

A2区確認面 石鏃未製品 二等辺三角形 側緑に表裏面から調整剥離

A2区確認面 微小剥離を有する剥片 縁辺に微小剥離

A2区確認面

石英

D区表土 剥片 ? O

調査区 剥片 ?

調査区

調査区 級小剥離を有する剥片 黒曜石 右側緑に彼小剥離

投乱 4/1ヽ剥離を有する剥片 縁辺に微小剥縦

税乱 敲石 凹石 礫岩 下端部に絞打痕 両面中央に凹み部

投乱 (3)

投乱 石鏃 (1) 黒色貢岩 ○ 凹基無茎 先端部 脚部欠損 被熱

攪乱 打製石斧 (2つ 砂岩 ○ 分銅形 刃部欠損

投乱 石鏃来製品 不整楕円形 右側縁に粗い調整 左側縁に腹面側から急角度調整

投乱 lll片 石英 上下端部欠損

攪 乱 砕片 石英

攪乱 剥片 ? 石英

投乱 剥片 ? 珪質頁岩

捜乱 砂 岩 不 明 端部 と側緑の屈曲部に磨痕 時期不明

攪 乱 二次加工を有する剥片 上部折断 折断面を打面とする調整剥雛 石鏃未製品か

Ill乱 磨製石斧 蛇絞岩 定角式 刃部欠損

投乱 剥 片 石英 上下端部欠損

表孫 微小剥離を有する剥片 原瞭面あ り 両側縁に微小剥離

磨石 敲石 ○ 両面中央に磨痕 上下端部 両側面に微細なつぶれ

表採 剥 片 チャート 大部分欠損

表採 剥片 (27) (13) チャート 大部分欠損

表採 剥片 ? 粘板岩
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第 4節 理化学的分析

笠間市橋爪遺跡における放射性炭素年代

(AMS沢J定)

(株)加速器分析研究所

1 測定対象試料
茨城県笠間市橋爪遺跡の測定対象試料は、土坑より出土した土器内の土の中から水洗選別によって採取された

クルミ核片で、001SK出土の No.001(IAAA 100437)、 065SK出土の No.123(IAAA-100438)の合計 2点で

ある (表 58)。

2 沢1定の意義
クルミ核片を検出した土坑の廃絶年代および共伴遺物の年代を推定する。

3 化学処理工程
(1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

(2)酸 ―アルカリー酸 (AAA:Acid Alkali Acid)処 理により不純物を化学的に取り除く。その後、超純水で中

性に/A‐ るまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常 l m01/ゼ (lM)の塩酸 (HCl)

を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム (NaOH)水溶液を用い、0001Mか ら lMま で徐々に濃

度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が lMに達した時には「AAA」、lM未満の場合は「AaA」 と表

58に記載する。

(3)試料を燃焼させ、二酸化炭素 (C02)を発生させる。

(4)真空ラインで二酸化炭素を精製する。

(5)精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラフアイ ト (C)を生成させる。

(6)グラフアイトを内径 lmmのカソー ドにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定装置に

装着する。

4 測定方法
3MVタ ンデム加速器 (NEC PenetrOn 9SDH 2)をベースとした 14c AMS専用装置を使用し、14cの計数、13c

濃度 (13c/12c)、
14c濃
度 (14c/12c)の 測定を行う。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ

酸 (HOx Ⅱ)を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5 算出方法
(1)δ
13cは
、試料炭素の

13c濃
度 (13c/12c)を 測定し、基準試料からのずれを千分偏差 (%。)で表した値である (表

58)。 AMS装置による預!定値を用い、表中に「AMS」 と注記する。

(2)14c年代 (Libby Age:yrBP)は 、過去の大気中
14c濃
度が一定であったと仮定して測定され、1950年を

基準年 (OrBP)と して遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年 )を使用する(Stu�er

and Polach 1977)。
14c年
代はδ
13cに
よって同位体効果を補正する必要がある。ネ甫正した値を表 58に、

補正していない値を参考値として表 59に示した。
14c年
代と誤差は、下 1桁を丸めて 10年単位で表示

される。また、
14c年
代の誤差 (± lσ )は、試料の

14c年
代がその誤差範囲に入る確率が 68.2%である

ことを意味する。

(3)pMC(percent Modern Carbonlは、標準現代炭素に対する試料炭素の
14c濃
度の割合である。pMCが小さ
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ぃ (14cが少ない)ほ ど古い年代を示し、pMCが 100以上 (14cの量が標準現代炭素と同等以上)の場合

Modernとする。この値もδ13cに よって補正する必要があるため、補正した値を表 58に、補正してい

ない値を参考値として表 59に示した。

(4)暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14c濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の 14c濃

度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、
14c年
代に対応する較正曲線上の暦

年代範囲であり、1標準偏差 (lσ =682%)あ るいは 2標準偏差 (2σ =95,4%)で表示される。グ
ラフの縦軸が

14c年
代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値は、δ

13c補
正

を行い、下一桁を丸めない
14c年
代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積に

よって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはそ

の種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCa109デ ータベース

(Reimer et al.2009)を 用い、OxCa�4 1較正プログラム (Bronk Ramsey 2009)を使用した。暦年較正

年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値と

ともに参考値として表 59に示した。暦年較正年代は、14c年代に基づいて較正 (calibrate)さ れた年代

値であることを明示するために「cal Bc/AD」 (または「cal BP」 )という単位で表される。

6 測定結果
14c年
代は、 001SK:当 ことの No.001が 4440ア 30yrBP、  065SK:当 ELの No 123が 4450ヌ 30yrBPと 、 1よ イぎ

同じ年代を示した。暦年較正年代 (lσ 、2σ )では、2点 とも3100～ 3000cal BC頃の確率が最も高いが、

3300～ 3200cal BC頃 の確率も低くない。縄文時代中期前棄から中棄頃に相当する年代値である。

炭素含有率はいずれも 70%前後の十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

表 58

測定番号 鵡 採取場所
謝

形態

煙

方法

δ13c(%の

cAMS)

δ BC補正あり

LibbyAge (yrBP) pMC(ウ|

AAA-100431 No.001 遺構:001SK クルミわ翔十 弾 ・25.32± 0.59 4440上 30 57.55± 0。20

郎 10043こ No.123 遺構:065SK層位 :4層 クルミ核片 弾 26.57圭 0.59 4450± 30 57.49± 0.20

[#3658」

表 59

測定番号
δ
“
C純 なし

暦年較IEAcyrBPJ IA燿詢可埓範囲 2Å燿詢討埓範囲
Age DttP) pMC(%)

IAAAn100437 4450± 30 57.46生 019 4井37± 27

3309caBC-3302calBC(19均

3282caBC-3279calBC(0,9均

3265calBC‐ 3241caBC(11.8ツ|

3105caBC-3019caBC(536ツ |

3328caBC‐ 3218caIBCo7.6ツ|

3179caBC-3158caBC(30ツ ●

3123caBC‐ 3007∽BC o8.2%)

2986cttBC-2932calBC(66均

IAAA‐100488 4470± 30 57.31■ 019 4μ46± 27

3312caBC-3295caBC(62ワ ●

3286caBC-3275caBC(41%)

3265caBC‐ 3239岨C(14,7め

3106caBC-3078caBC(150ツ |

3072caBC‐ 3024caBC o8.1均

3332caBC-3214caBC o7.8%)

3188caBC-3155calBC(58ツ の

3132caBC‐ 3012caIBCoO.5%)

2978caBC-2965calBC(10ツ ●

2%8caBC-2924caBC(0.3狩

惨 制
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【補註】065SK第 4層から出土した土器 No.123よ り検出したクルミ核片中から無作為に抽出した資料 2点を、

異なる遺構から出土した資料として測定を委託した。その結果、ほぼ同様の測定結果を得たことから、測

定精度については一定の信頼性を認めることができよう (岡安光彦)。
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第 5節 縄文時代まとめ

今回の調査では、縄文時代に該当する遺構が、Al区から41基、A2区から 191基、D区から 3基、総計

235基を検出した。遺構の内訳は、住居 3軒、土坑 153基、ピット79基である。土坑では、袋状土坑 (註 1)

46基を検出した。

出土遺物は、阿玉台 Ib式、Ⅲ式、Ⅳ式、加曾利 EI～Ⅳ式の土器などで縄文時代中期前葉から後葉の土器が

中心である。その中でも加曾利 EI式土器、加曾利 EⅡ・Ⅲ式土器が多く出土している。

袋状土坑は、阿玉台Ⅳ式や加曾利 EI式の上器を出土するものが多く、土坑の形状も袋状を呈するもの、フ

ラスコ状 (註 2)を呈するもの、ピットを伴うものなど様々であった。

1。 本調査地点における遺構時期の設定

本調査地点検出の遺構を出土遺物の検出状況などから、同時期 (一括)と捉えることのできる遺物を多く含む

遺構を指標とし、遺物の様相などから I期～Ⅶ期に区分した。

本調査地点の土器の分類に関して以下の参考文献を参照した。本調査地点における遺物、遺構の時期を以下

のように捉えた (註 3)。 また、遺構の形状も時期区分の判断基準とした。

I期 (第 102図 ):指標遺構は 006SIである。阿玉台 Ib式上器がみられる。遺構は、006S11基 しか確認され

ていない。住居床面から口縁部から頸部にかけ逆 S字状に隆帯が伸びる深鉢が出土した。 (註 4)

Ⅱ期 (第 103図 ):指標遺構は 230SK。 302SKで ある。阿玉台Ⅳ式土器、大木 8a～ 8b式の土器がみられる。

阿玉台Ⅳ 式土器の中でも、国縁部が波状口縁となるものを多く含む遺構をⅡ期とした。

Ⅲ期 (第 104図):指標遺構は 156SK・ 190SKである。阿玉台Ⅳ式土器を主体とする。中峠式土器を共伴する。

阿玉台Ⅳ 式土器の回縁が波状ではなく隆帯貼付けによる装飾、把手などが施されるものを多く含む遺構をⅢ期

とした。

Ⅳ期 (第 105図):指標遺構は 064SK。 065SKで ある。加曾利 EI式の土器が主体的に見られる。中峠式土器、

大木 8b式の土器を共伴する。加曾利 EI式の上器は、日縁部に隆帯による、クランク文・横位波文などが描か

れるものが多く見られる。また、胴部には、単節の縄文を地文に沈線による懸垂文や渦巻などが描かれる土器が

見られる。沈線は半載竹管状工具による。

V期 (第 106図 ):指標遺構は 012SK・ 054SKで ある。加曾利 EⅡ 式、加曾利 EⅢ式の土器が見られる。加曾

利 EⅡ 式の土器を伴い、加曾利 EⅢ式の上器の胴部の沈線間の幅が狭く磨り消しがはっきりとしているものが

少ないものを含む遺構をV期とした。

Ⅵ期 (第 106図 ):指標遺構は 134SKである。加曾利 EⅢ式の土器の胴部の沈線間の幅が広く、加曾利 EⅢ式

土器が主体的に見られる遺構をⅥ期とした。

Ⅶ期 (第 107図):指標遺構は 325SKで ある。加曾利 EⅣ式の土器が見られる。日縁部から胴部にかけ頸部の

括れが緩やかで、磨り消し文の幅が広く、胴部は断面三角状の隆帯による区画が行なわれている。調査区内で検

出された遺構数は 2基である。

2.各時期の遺構の分布状況 (第 102～ 107図 )

I期 :Al区の南壁際より住居跡 1軒 (006SI)のみを検出した。しかし、138SK(袋状土坑)な どからも同

時期の遺物を出土しており、周囲に同時期の遺構が存在する可能性は高い。

Ⅱ期 :遺物をやや多く含む袋状土坑 203SK、 230SK、 302SKが、A2区中央北から南東にかけて 10～ 13m
の間隔 (註 5)で弧を描いて並ぶ。

Ⅲ期 :底面からほぼ完形の遺物を多く含み断面形はフラスコ状を呈する 156SK、 159SK、 190SKが A2区東
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側に 4～ 6m程の間隔で北西から南東にかけて並ぶ。また Al区の東側、 156SKよ り20m程南東に 138SKが

位置する。 138SKも 、同様にフラスコ状を呈し遺構底面よりほぼ完形の遺物が出土している。

Ⅳ期:A2区西側から南東にかけ袋状土坑が確認された。袋状土坑の中でも065SKか らは多量の遺物が出土し、

良好な一括資料を得た。住居跡は 275SIがⅢ～Ⅳ期に該当し、Ⅲ期では、大規模な袋状土坑は住居跡の南東側

に位置するが、Ⅳ期では、住居跡の西側と東側に 3～ 12m程の間隔で袋状土坑が位置する。

V期 :調査区内で最も多くの遺構が確認された時期である。A2区東側からAl区西側にかけて遺構が集中する。

大型の袋状土坑は特に A2区東側の南北方向に集中する。住居跡は 149SIが該当し、袋状土坑の東側に位置する。

Ⅵ期 :V期 とほぼ同じ位置に遺構が配置されるが、壁面がオーバーハングするいわゆる袋状を呈する遺構は

確認されなかった。遺構数もV期より少ない。

Ⅶ期 :A2区西の北側から 2基土坑が確認されたのみである。土坑の規模は底径 1.50～ 170m程である。

本調査地点は、Al区からA2区にかけて南西方向に緩やかに傾斜し、各時期を通して住居跡は 3軒のみしか

検出されず、本調査地点は集落内において、主に土坑が構築される場所にあたると推測される。

3.本調査地点検出の袋状土坑について (第 108図 (註 6)、 表 60)

調査区内より検出した土坑の傾向としては、Ⅱ期からV期にかけて、土坑のなかでもいわゆる袋状土坑 (註 1)

が数多く構築される傾向が看取できた。全時期を通じて検出された袋状土坑は 46基であり、Ⅱ～Ⅳ基に該当す

るものが多く、Ⅱ～Ⅳ期で検出した袋状土坑は 28基である。その中でもⅡ～Ⅳ期では、いわゆるフラスコ状「フ

ラスコ a」、「フラスコ b」 を呈するものが多く、21基みられる。V期では、フラスコ状を呈するものは 1基の

みである。

各時期のいわゆる袋状土坑に関して詳細を述べる。Ⅱ・Ⅲ期においては、いわゆる袋状土坑の中では、「フラ

スコ a」、「フラスコ b」、「袋状 b」 とこ該当するものだけがみられる。袋状土坑の法量は、Ⅱ・Ⅲ期においては底

径 189～ 356m、 基底部の標高は 4095～ 41.81mを測る。袋状土坑の底径の平均は 2.60mである。遺構底

面は鹿沼パミス層直上を遺構底面とするものが多い。しかし、Ⅲ期に該当する袋状土坑の中で 156SK、 159SK、

190SKは 、形状は「フラスコ a」 を呈し、底径は 320～ 356m、 基底部の標高は 4095～ 4133mを測り他

の袋状土坑と比べ規模が大きい。

Ⅳ期においては、Ⅱ・Ⅲ期では確認されなかった袋状を呈しピットを伴わない「袋状 a」 が見られる。いわゆ

る袋状土坑の法量は底径は 158～ 321m、 基底部の標高は 40.47～ 4149mを 測る。袋状土坑の底径の平均

は 229mである。フラスコ状を呈する「フラスコ a」 において H・Ⅲ期に
'ヒ

ベやや小さい法量のものも見られる。

065SKは底径 3.21mを測り、他の袋状土坑に比べ規模が大きい。

V期においては、いわゆる袋状土坑の中で括れ部分を持たない「袋状 c」 の形状を呈するものが見られる。また、

フラスコ状を呈する袋状土坑は、「フラスコ a」 乃` 1基見られるのみである。検出した遺構の 6割は壁面がオー

バーハングしない土坑である。袋状土坑の法量は、底径 1.32～ 3.44m、 基底部の標高は4081～ 41.73mを測る。

袋状土坑の底径の平均は 217mである。
Ⅵ期においては、いわゆる袋状土坑は確認されず、壁面がオーバーハングしない、平面形が円形や楕円形を呈

する土坑のみが確認された。遺構の法量の幅も広くばらつきが見られる。

本調査地点では、Ⅱ oⅢ期おいては、ピットを伴わないフラスコ状を呈する「フラスコ a」 が主体を成し、袋

状を呈する袋状土坑ではピットを伴うもの「袋状 b」 が主である。Ⅳ期においては、ピットを伴わないフラス

コ状を呈する「フラスコ a」 が土坑の多くを占めるが、フラスコ状を呈するものでピットを伴う「フラスコ b」、

袋状を呈しピットを伴わないもの「袋状 a」 なども見られる。V期以降では、Ⅳ期まで主体を成していたフラス

コ状を呈する袋状土坑が減少し、壁面がオーバーハングしない土坑が主体となる。

検出したいわゆる袋状土坑は、時期、断面形、法量による差異が見られ、土坑の形状に偏りがみられることな

どから、各時期において一定の制約が働き、形状などが類似する袋状土坑が本調査地点では、構築されたと推測
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される。

また、本調査地点から検出した袋状土坑には、覆土、遺物の出土状況などにいくつかの特徴が見られたので

以下に記述する。

A遺構底面に硬化面が形成される袋状土坑
遺構底面に硬化面が形成される袋状土坑は 4基 (065SK:Ⅳ期。156SK:Ⅲ期。230SK:Ⅱ期・274SK:Ⅱ ～Ⅲ期)

検出した。硬化面はいずれも開口部直下に形成され、円形や不定形を呈する。065SK、 156SK、 230SK、 274SK

は底面の規模が 2,70～ 3.20mでフラスコ状を呈し、底面にはピットを伴わない。230SKか らは、多量の焼土・

礫を検出していることなどから、出入りの際や、遺構内での作業時に硬化面が形成されたと推測される。

065SKか らは、上部、下部の 2枚の硬化面を検出した。上部の硬化面からは復元して器形のわかる加曾利 E

I式を中心とした土器が 18イ固体出土した。

B覆土に焼土を多く含む層を持つ袋状土坑

覆土に、焼土を多く含む層を検出した袋状土坑は 8基 (058SK:Ⅳ ～Ⅵ期・065SK:Ⅳ 期 。105SK:Ⅳ期・

159SK:Ⅲ 期・ 190SK:Ⅲ期 。230SK:Ⅱ 期 。274SK:Ⅱ ～Ⅲ期 。293SK:Ⅳ期)である。覆土下層に焼土層
を含む袋状土坑は 4基 (105SK。 159SK。 190SK・ 230SK)である。230SK(Ⅱ 期)は、遺構底部に焼土と径 1

～ 5cmの被熱した礫を集中して検出した。礫は磨耗した円礫が殆どであり、河原などから採取されたものと推

測される。円礫の中にはチャー トなど石器の材料となるものも含まれている。焼土集中箇所の下部は被熱による

硬化などは確認されず、焼土及び礫は外部から持ち込まれたと推定される。

065SK(Ⅳ期)からも上部硬化面の直上から遺物を多く含んだ焼土層を検出した。

C遺物を多く伴う袋状土坑

袋状土坑のなかには、復元して器形のわかる遺物、日縁部から顕部を水平に欠いた深鉢 (註 7)を多く含む土

坑が多く見られた。その中でも、a,遺構底面から遺物を多く出土するもの、b遺構底面及び袋状土坑の括れの部

分より遺物を多く出土するものが見られた。

a遺構底面から遺物を多く出土するものは、8基 (064SK:Ⅳ期・065SK:Ⅳ期 。102SK:Ⅲ 期・ 190SK:Ⅲ

期 。256SK:Ⅳ期・274SK:Ⅱ ～Ⅲ期・306SK:Ⅲ期 。323SK:Ⅲ期)確認された。遺物は、平均すると復元し

て器形のわかるもの約 3個体、日縁部から頸部を水平に欠いた深鉢約 1個体が出土している。

b.遺構の底面及び括れの部分より遺物を多く出土するものは、6基 (138SK:Ⅲ 期 。156SK:Ⅲ 期 。203SK:

Ⅱ期・230SK:Ⅱ 期・302SK:Ⅱ 期 。304SK:Ⅱ期)確認された。遺構内の括れ部分より出土した遺物は平均
すると、復元して器形のわかるもの約 2個体、口縁部から頸部を水平に欠いた深鉢約 1個体である。底面から

出土したものは合わせて、復元して器形のわかるもの 1個体、口縁部から頸部を水平に欠いた深鉢 2個体であ

り、括れ分部の方からより多くの完形に近い土器が出土した。 156SK、 230SK、 304SKは底面より礫を検出した。

304SKは、白色粘土を遺構底面より検出した。遺構の時期はⅡ期が多い。

D粘土を検出した袋状土坑

遺構底面、出土遺物内から粘土を検出した遺構は 2基 (190SK:Ⅲ期。304SK:Ⅱ 期)確認された。304SKは、

遺構底面より白色粘土塊を 2点合計 210g(乾燥重量)検出した。190SKは、遺構底面より出土した土器の器
内の上を水洗選別した際に黄白色粘± 145g(乾燥重量)を検出した。どちらの粘土も白～黄白色を呈し砂や
礫などの混入物は見られない。両者とも外部から搬入された可能性が高い。

本調査地点から検出したいわゆる袋状土坑は、時期・形態による差異が認められた。本調査地点から南西へ
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1 3km程離れた、新善光寺跡 (註 8)か らも縄文中期に位置づけられる袋状土坑 17基を検出している。新善光

寺跡から検出した袋状土坑の法量を分析すると (註 9)、 底径は 160～ 270mの範囲を示す。袋状土坑の底径

の平均は 222mである。新善光寺跡検出の袋状土坑の断面形はフラスコ状を呈しピットは伴わない「フラスコ a」

に分類される。新善光寺跡の袋状土坑より出土している遺物は、阿玉台Ⅲ式土器が主体であり、本調査地点の I

期とⅡ期の間に置づけられると推定され、遺構の法量は本調査地点の「フラスコ a」 やⅡ・Ⅲ期の袋状土坑と類

似した範囲を示す。

本調査地点から検出した袋状土坑の底面は、鹿沼パミス層直上もしくは直下に位置するものが多く、ほぼ同

様な自然堆積層を持つ新善光寺跡から検出した袋状土坑も遺構底面は鹿沼パミス層の直上に位置し、鹿沼パミス

層を意識して掘削が行われたと考えられる (註 10)。 その目的については、土壌の回収のため、鹿沼パミス層に

含まれる水分による土坑内の調湿のため、掘削深度の一つの目安としたためなど、複数の理由が考えられるが、

現時点では判断が難しい。いずれにしても鹿沼パミス層を意識して掘削が行われた可能性が高い。

また、新善光寺跡第 22号土坑からは覆土中層より石棒が出上しており、「集落内において祭祀的な行為が行

なわれていたことをうかがわせるものである。」(2006財団法人茨城県教育財団 :註 8)と指摘されている。本

調査地点の袋状土坑 138SK(Ⅲ期 。フラスコ a)か らも石棒が覆土の中層より正位で出土しており、集落内での

祭祀的な行為との関連が考えられる。

本調査地点からは、同時期と推定される袋状土坑を多く検出し、集落内での袋状土坑を構築する位置がある

程度決まっていたのではないかと推測される。また、袋状土坑の断面形や法量などから、時期的な特色も看取

された。さらに、袋状土坑には、覆土、遺物の出土状況などから様々な用途が想定しうる。065SKに 関しては、

硬化面を 2枚検出し、硬化面直上に遺物を多く含む同様な袋状土坑は、調査区内では他に確認されず、本調査

地点内でも特殊な用途を持っていた可能性が高い (石井)。

註 11塚本師也氏は、袋状土坑・フラスコ状土坑について「平面形が円形もしくは楕円形を呈し、開田部径より底径の方が大きい土坑を広く「袋状土坑」と呼ぶことにする。袋状土

坑のなかでも、頸部が円筒状もしくは漏斗状を呈してしつかりと括れ、全体の形状が「三角フラスコ」状のものを「フラスコ状土坑Jと呼ぶ。 (中略)「フラスコ状土坑」は「袋

状土坑」の一種となる。J(塚本 2007)と しており本報告書も以上の解釈に拠る。さらにここでは、壁面がオーバーハングする袋状土坑を、形状から袋状
・ フラスコ状の 2つに

分類し、括れ、ピットの有無からさらに分類した。

註 2:フラスコ状を呈する袋状土坑 (フラスコ a、 フラスコ b)は断面形で壁面の底面からの立ち上がりが 20～ 60度以内で、開口部の手前で括れ、また壁面が概ね平坦であるものを、

上部が掘削されている場合は前述のことが想定される遺構をフラスコ状と判断した。

註 3:D区から検出した縄文時代の遺構は、出土遺物が小片のため遺構年代の詳細が不明のため今回の検討からは外した。

註 4:阿玉台 H式土器、が 160SKよ り 1点出土しているが、出土遺構の遺存状況も悪く詳細が不明のため、と期とH期の間に時期区分としては入れなかった。

註 5:遺構間の距離は。遺構の開田部中央における距離を測る。

註 6:本調査地点から検出した袋状土坑は上部を削平されているものが多いため、底径を用いて図 108を作成した。

註 7:胴部から底部にかけては、ほぼ残存しているが、日縁から頸部をほぼ水平に欠いているものを数えた。

註 8:財団法人 茨城県教育財団 2006「新善光寺跡 宍戸城跡―主要地方道大洗友部線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書―J茨城県教育財団文化財調査報告 第 256集

註 9:遺構の底径については、報告書の事実記載に拠った。

註 10:註 8では袋状土坑に関して「いずれもソフトローム層を開日部、ハー ドローム層を括れ部、鹿沼パミス層を底面としている点で共通している。硬いロー ム層で屈曲し、もろ

い鹿沼パミス層で平坦面を作ることは、地山の性質を上手く利用した結果Jと 指摘している。
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H期

4

3

2

1

0

IV期

4

3

2

1

0
0,00 051 101 151 201 251 301 351 401～
-0 50 -1 00 -1 50 ～200 -250 -3 00 -3 50 ～400

VI期

5

4

3

2

000 051  101  151 201 251 301 351 401～
-0 50 -1 00 -1 50 -2 00 -2 50 -3 00 -3 50 -4 00

H～Ⅵ期 遺構底面法量

-123-

匠三]袋状a

EI袋状b

E袋 状c
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ロ
フラスコa
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■ 土坑・ピット

袋状c袋状b

△ 金

||1期

3

2

1

0

00 051 101 151 201 251 301 351 401～
～0 50 ～1 00 ～1 50 -2 00 ～2 50 -3 00 -3 50 -400
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表 60 袋状上坑一覧表
開口部 底面

深き 断面 焼土層有無 出土違物 選物 備考

長 短 長 短

袋状 c 無 直上 加曾利E巨式・ Ⅱ式 底面 多きい破片 出土遺物が054SKと接合

袋状d 直上 加會利EЦ式 正式 底面 破片〕

袋状c 中層焼土 無 直上 加曾利EⅡ 式 焼土層 破片

袋状b 直下 加曾利EⅡ式・Ⅲ式 覆土 破片

袋状a 稲
働
最

炭
直上 加曾利EI式・中峠式 底面 完形2・ 胴部以下完形2

上部硬化面
直上焼土

有2枚 直下 下 力H曾利EI式・中峠式 底面 完形13・ 胴部以下完形5

加曾利EI式 覆土 完形

フラスコ 無 阿玉台Ⅳ式 ,加曾利EI式 覆土 破片

(137) 袋状 a 無 上 加曾利EI式 底面 破片 1

袋状b 無 直上 阿玉台Ⅳ式・力H曾利EI式 底面 ピット
'

胴部以下完形

袋状a 無 直上 加曾利E式 覆土 破 片

無 中 阿玉台W式・加曾利EI式 底面 完形 1

フラスコa 下層焼土 直上 加曾利EI式 。中峠式 覆土 破片

フラスコa 無 直下 阿玉合Ⅳ式
①括れ
②底面

フラスコa 中 阿玉台W式 中峠式
れ

面

括

底

①

② 勁銀
底面からは円礫 1点が出土

フラスコa 下層焼土 直 下 阿玉台Ⅳ式 加曾利EI式 覆土 底面 破片

袋状 c 無 直上 加曾利EⅡ式 覆土 破片

袋状a 預土 破片

下層焼土 直下 阿玉台Ⅳ式 力H會不」EI式 底面
宅形 1・ 胴部以下完形〕

礫数点

フラスコa 無 直上 阿玉台Ⅳ式 ,加曾利EI式
れ

面

括

底

①

②
①完形Ⅲ胴部以下完形〕
倒同部以下ほぼ完形1

無 中 覆土 破片

フラスコa 無 直上 覆土 破片

袋状 c 無 中 加曾利E式 コ式 Ⅲ式 底面 礫1点

230SK 下層焼土 有 直下 阿玉台Ⅳ式
れ

面

括

底

①

②
①胴部以下完形1
②礫数点

適構底面より
焼土 礫集中部分検出

袋状c 無 直下 加曾利EH式 覆土 破 片

フラスコa 直下 加曾利EI式 。中峠式 覆土 破片

フラスコa 無 直上 力H曾利EI式 底面 完形 1

無 直下 加曾利EH式・ Ⅱ式 覇土 破片

(177) 袋状b 征
＾

直下 覆土 破片

袋状b 無 直上 加曾利E式Ⅱ式・Ⅲ式 覆土

(125) 無 直上 覆土 破片

フラスコa 中肩焼土 有 直下 阿玉台Ⅳ式 '中峠式 底面 胴部以下完形Ⅲ 破片 1

フラスコa 無 中 阿玉台「v式・加曾利EI式 移士 破片

袋状b 熊 加曾利EⅡ式・ Ⅱ式 擁土 破片

袋状b 範
小

上 阿玉台Ⅳ式 覇土 破片

(071) 中層焼士 無 直上 加曾利EI式 覆土 破片

袋状b 無 直下
阿玉台W式 中峠式・
大木8a～8b式

れ

面

括

底

①

②

フラスコa 無 直上 阿玉台Ⅳ式・加曾利EI式
れ

面

括

底

①

②

①完形1
②粘±2・ 礫1・ 破片4

袋状b 無 直上 阿玉台Ⅳ式・中峠式 底 面 完形 2

(119) 袋状a 加曾利EⅡ 式 Ш式 覆土 破片

フラスコb 無 直下 阿玉台Ⅳ式 底面 完形 J

袋状b 無 直上 加曾利EI式 覆土 破片

(111) フラスコa 無 直 上 阿玉台Ⅳ式 覆土 破片 不明

フラスコa 無 直上 加曾利EI式 霜土 破片

袋状a 加曾利EI式 覆土 破片

(073) フラスコa 無 阿玉台W式 覆土 破片
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橋爪遺跡 出上の石器 につ いて

(1)概要

本調査において石器は 292点出上した。この内、縄文時代の遺構から出土したものは 150点である。後世の

遺構内や確認面などから出土したものは 142点を数えるが、使用石材や器種などから判断すると、ほぼすべて

が縄文時代に帰属する石器であると考えられる (註 1)。 器種の内訳は (表 61)、 石材の内訳は (表 62)に示した。

(表 61)に示すように、剥片の出土数が最も多く、磨石・敲石類と磨製石斧がそれに続く。石材として数量が最

も多いのはチャー トで、石鏃や掻器、剥片などの剥片石器に多用されている。次いで砂岩、ホルンフェルスが多

く、磨石・敲石類や磨製石斧に供されている。

表 61 石器 器種別出土表 表 62 石器 石材別出土表

本遺跡の縄文時代の遺構は、土器型式から阿玉台～加曾利 E式期に位置づけられる。これを踏まえた上で、石

器についての時期的位置づけを試みるため、石鏃と磨製石斧に着目したい。本調査において縄文時代の遺構から

出上した石鏃は 3点、磨製石斧は 10点である。石鏃はこのうち 2点が凹基の無茎鏃であり、磨製石斧は 6点

が定角式である。点数は少なく資料的制約が大きいものの、これらの遺物の特徴を積極的に解釈するなら縄文時

代中期後葉の特徴として捉えられ、土器型式の時期的位置づけとの矛盾はない。

次に石器と出土遺構との関連について述べたい。本遺跡では一遺構内からの石器の出土量は多いとは言えず、

遺構内への石器の埋納あるいは一括廃棄などが推察されるような資料は確認できなかった。

出土量が最も多いのは 065SKで 13点である。主に粘板岩製の剥片や安山岩製の磨石・敲石類が出土している。

一遺構内の石器組成に傾向が認められるのは 138SK、 147SKである。138SKか らは石棒、石皿、台石、蜂の巣

石など比較的に大形で重量のある石器がまとまって出土しており、石器ではないが重量 75008の花聞岩の角礫
も出土している。また、熱を受けた痕跡が認められる石器が多い。147SKか らはチャー ト製の剥片が 6点出土し、

大きさ・重量にやや斉一性が看取される。ただし、それぞれがやや色調の異 /h― るチャー トを用いたものであり、

接合関係はない。

(2)器種概観

本調査において出土した石器については、資料的制約から石器群としての解釈を行なうことは不適であるため、

以下では出土石器において特徴的な器種を個別にとりあげ、橋爪遺跡の石器について概観したい。なお、前述の

とおり出土石器の約半数は縄文時代の遺構に伴わない資料であるが、以下便宜的に一括で扱う。

器 種 点 数 器 種 点教

石鏃 打製石斧

石鏃未製品 磨製石斧

石錐 磨製石斧未製品 !

楔形石器 1 磨製石製品

スクレイァミー 磨石

石核 讀 石 7

石核 ?

剥片

二次拘口Tみ右する剥片 石 皿 1

微小薄利を有する剥片 台 石

諸片 ? 蜂の巣石 4

砕片 石棒

不明

計 計

器 繕 占新 器 種 点数

アプライト 石真軒舞

審山岩 閃緑岩 2

花向岩 4 多¶管窪山岩

ガラス管黒缶箸山岩 1 チャート
珪質頁老 5 角開宿

百岩 デイサイト 1

黒色頁岩 1 粘板岩

黒 躍石 変質 ドレライ ト 1

細粒安山岩 1 ホルンフェルヌ
砂岩 メノウ 7

蛇紋岩 6 lA級岩

石革 礫岩 2
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・石鏃 石鏃は総数で 8点出土した。基部が内湾し、茎を持たないものが主体である。器長 24～ 19 mm、 幅
16～ 13 mmに 収束する。石材は攪乱から出土した黒色頁岩製を除くと、すべてチャー ト製である。また、石

鏃未製品は 9点出土しており、石材はチャー ト製で占められる。未製品の中には粗調整段階と考えられる資料

も含まれる。それらの剥離面の観察から、石鏃の製作に剥片素材を用いたと考えられる。周縁部全体あるいは長

軸辺から連続的に調整剥離を施し、素材剥片の厚みを減じつつ製品の形状に近づけていく製作工程が推察される。

本遺跡においてはチヤート製の石核、剥片、砕片が一定量出土しており、石鏃製作が行われていた可能性を充分

に示しているが、石器製作跡などの遺構は認められないため、本遺跡内で石器製作が行なわれたのか、持ち込ま

れて廃棄されたのかは不明である。

・磨石・敲石類 出土点数は 50点を数える。磨痕、敲打痕については、両者を共に有する資料が最も多く、本

文中 (第 44図 22、 第 101図 11)が典型例として挙げられる。概ね扁平な楕円礫の形状を呈し、主に面積の広

い面に磨痕が認められ、その面の中央部に敲打による器面のつぶれや剥落を有するものである。これらの共通し

た特徴は、使用法や加工対象に関係すると考えられるが、大きさや重量には斉一性がうかがえなかった。また、

その他の特徴としては、磨石 。敲石類の約半数において破損や被熱が認められ、使用や廃棄に関連した痕跡であ

る可能性を指摘できる。植物質食料加工具において対の関係と考えられる石皿については、 1点のみ出土してい

る (第 18図 5)。

・磨製石斧 本遺跡の磨製石斧は定角式磨製石斧が主体である。これらは胴部の断面形が隅丸長方形、もしくは

四辺が外湾する長方形を呈し、刃部は両刃である。石材は砂岩、ホルンフェルス、蛇紋岩などが供される。総数

20点中、石器の一部を破損するものは 14点を数え、刃部の欠損もしくは刃縁に微小剥離が認められる資料が

多い。これらは使用に伴う欠損によって著しく機能を損なったために廃棄された可能性も考えられるが、対象資

料数が少なく判然としない。

特記事項として 018SK出土の磨製石斧が挙げられる。変質 ドレライト製で、基部から胴部にかけて石器側面

に丁寧な面取り加工が施された製品である。本調査出土の石器においてはこの 1点のみが変質ドレライ ト製で

あり、入念な加工による整形が他の製品と比較して異質であることから搬入品の可台静陛が考えられる。その供給

地としては、新潟県北部の奥三面遺跡周辺地域が候補として挙げられる (註 2)(望月)。

註 1:縄文時代の大形上坑などの遺構内から河原礫のような円礫や、被熱した礫が一定量出上しており、人為的に遺跡内に持ち込まれたと考えられるが、石器も

しくは石製品として認められないため、本報告においては扱わない。

註 2:柴田徹氏の御教示による。変質ドレライトは従来、輝緑岩として報告されている例が多い資料である。松戸市子和清水貝塚出土資料などを対象に岩相観察

と比重測定による産地推定が試みられている。茨城県域における類例の増加を期待したい。

参考文献

柴田徹 2010「岩種から見た松戸市内の磨製石斧について」『松戸市立博物館紀要』第 17号 松戸市立博物館

西野元ほか 1996『笠間市西田遺跡の研究―縄文時代における石鏃の製作と流通に関する研究―』筑波大学歴史 。人類学系
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第 109図 弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代 Al区全体図
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第 110図 弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代 A2区全体図 1
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第 5章 弥生時代の遺構と遺物
第 1節 D区
049SI(男ヨ114・ 115図、 三受63)

位置 D区北部、D5、 }5、 E6グリッドに位置する。住居西端部は削平を受けており、住居北東隅は試掘坑に

よって失われている。

規模と平面形 残存部で長軸 370m、 短軸 320m、 平面形は隅丸方形を呈する。

主軸方向 N23° 一Eである。

壁 残存する壁高は 019mで、壁は外傾して立ち上がる。住居北西側の立ち上がりは削平を受け、不明確である。

床 平坦で、住居中央部および炉の周囲に硬化が認められる。

ビット 5基検出された。Pl～ P4は、長径 0.28～ 0.46m、 短径 0.21～ 039mで概ね円形を呈し、深さ

026～ 040mで、それぞれの位置から主柱穴と考えられる。P5は南東壁付近から検出し、長径 0.58m、 短径

037mの楕円形、深さ 0.32mを測る。炉と南東壁との位置関係から出入回施設に伴うピットと考えられる。

炉 中央部西寄りに位置し、長径 112m、 短径 074mの不整楕円形を呈する。炉床は赤変・硬化が認められる。

被熱角礫 1点を炉面から検出した。

覆± 6層からなり、第 1層がレンズ状に堆積し、第 3・ 5層に初期流入上が認められることから、自然堆積と

推察される。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は住居覆土から出土した、弥生土器の甕である。試掘坑出土遺物と接合した。外面の胴部は附加条二種 (附

加 1条)の縄文が羽状に施文されている。頚部は横走波状文がなされ、7本の櫛状施工具で施文がなされている。

また頚部と胴部の境目にボタン状の突起が 2つを 1セ ットにして 6セ ット廻つている。十王台式土器に比定で

きる。

時期 出土遺物などから弥生時代終末期と考えられる。

第114図 049SI出土遺物

表 63 049SI出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別

径

ｍう
国
くｍ

器高
(mm)

径

ｍぅ

衰

くｍ
部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 )49SI 覆土 甕 十衛石要 鄭
・肺

不 明

外面胴部附加条二種 (附加1条 )、
内面ヘラナデ、横走波状文(7本 )、
ボタン状突起 (2個セットが6単位)。

雲母 褐色 普通
弥生時代

終末期
十三台式。試掘坑出土遺物と接合。
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{∞

31000m旦

刊

雷
３
０
高

31000mニ

31000m⊇

31 000rn

30700m二 F'

黒褐色土 ローム粒微、ロームBL少、焼土粒・炭化物微量含む。
締まり弱/粘性弱
黒褐色土 ローム粒・ロームBL微量含む。締まり弱/粘性弱
黒褐色土 焼土粒・焼土塊・炭化物少量含む。締まり弱/粘性弱
黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒少量含む。締まり弱/粘性あり
黒褐色土 ロームBL多量含む。締まりやや強/粘性やや強
炉 1層 と同じ。
炉 2層 と同じ。

(1/30)

炉
1 赤褐色土 被熱ロームBL微、焼土粒多量含む。
締まりやや強/粘性強
2 黒褐色土 被熱ロームBL多量含む。締まりやや強/粘性強

Pl

l 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL微量含む。締まり弱/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒多、ロームBL中量含む。締まりあり/粘性強
P2

l Pl l層 と同じ。
2 P1 2層 と同じ。
P3

1 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 焼土粒微量含む。締まりあり/粘性弱
2 P1 2層 と同じ。
P4

1 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少量含む。締まりあり/粘性あり
2 P1 2層 と同じ。
PS

l 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まり弱/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒・ ロームBL中量含む。締まり弱/粘性弱

(1/60)

６
△

あ

第 115図 049SI平面図・断面図
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236SI(第 116-118図、 表 64)

位置 D区東部、F6、 卜7、 G6、 G7グ リッドに位置する。遺構の北半部は試掘坑によって、西半部は削平に

よって失われている。

規模と平面形 残存部で長軸 496m、 短軸 436mを測り、平面形は隅丸正方形を呈する。

主軸方向 N30°  Eである。

壁 残存する壁高は 010～ 028mで、緩やかに外傾して立ち上がる。

床 平坦で、住居中央部を中心に硬化が認められる。
ピット 6基検出された。289Pは 、236SIに 帰属するピットとして扱った。Pl～ 3は、長軸 0.30～ 0.39m、

短軸 0.34～ 037mで、概ね円形を呈し、深さ 0.37～ 044mである。289Pは長軸 038m、 短軸 0.28mで不

整形である。上部を試掘坑に切られているが、残存する深さは 057mである。それぞれの位置からPl～ 3、

289Pは主柱穴と考えられる。P4は長軸 031m、 短軸 022mで、円形を呈し、深さ 0.34mを測る。炉と南東

壁との位置関係から出入口施設に伴うピットと考えられる。P5は長軸 0.28m、 短軸 0.27mで、円形を呈し、

深さ037mを測る。炉を切っており、住居覆土が P5の上に堆積していることから、236SIに 原属すると考えた。

炉 住居中央部西寄りに位置し、長径 1.30m、 短径 050mの不整楕円形を呈する。炉床は赤変・硬化が認め

られる。被熱角礫 1点を炉面から検出した。

覆± 8層からなり、第 1・ 2層がレンズ状に堆積し、第 4層に初期流入土が認められることから、自然堆積で

あると推察される。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は住居覆土から出土した、弥生土器の甕である。外面胴部は附加条 1種 (附加 1条)に縄文が施文され、

被熱している。内面の調整は無い。底部には布目痕がある。胎土に雲母を含んでおり、色調は灰白色である。十

王台式土器に比定できる。

2は炉から出土した、弥生土器の甕である。外面頚部に縦にスリット施文がなされ、横走波状文は 5本の櫛状

施工具でなされている。口唇部も施文があり、内面はナデを施す。十王台式土器に比定できる。

時期 出土遺物などから弥生時代終末期と考えられる。

第 116図 236SI出土遺物

表 64 236SI出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別

回径

(mm)

一局

ｍ，

器

＜ｍ

径

ｍぅ

ま

て
ｍ

】
め
〉
＜ｍ
部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 覆土 甕 〈77〉 (122 脚
”螂
不明
外面胴部附加条一種 (附加1条 )、
内面調整なし、外面被熱、底部布目痕I

雲母 (自宅
や
良
や

不 卿翻
十王台式。

2 戸一猾 甕 〈69〉 醐
”肺

不明
外面、横走波状文(5本 )、
スリット施文、内面ヘラナデ、
日唇部施文。

ガヽ石 旨褐セ普通卿翻
十王台式。
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236SI

l 黒褐色上 ra―ム粒微量含む。離まり弱/粘性調

:轟畿:茎談EE錐犠畿縫雙靴露教遜浮
ケ鵬

:密ξ阜憲描竪二こヨ幾繁轡鱒郎
まり醜あり

!麗錘工鑽多墾諄雄】縁艶詐攣議躙
粘膨う

第 117図 236SI平面図・ 断面図
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3:600m丘 全 '

炉
１
２
３
４
　
　
Ｐ５
‐

黒褐色土 ローム粒少(ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性弱
黒褐色土 ローム粒中、口‐ム]と ,焼土粒少量含む。締まり強/粘性あり
赤褐色土 被熱ロームBL微、焼土粒多、炭化物微量含む。締まり強/粘性あり
褐色土  ロームBL夕量含む。締まりあり/粘性強

黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まり弱/粘性弱

289P

(1/6119

「

PS引

(1/30)

81600れ 旦

31600m二

33.000呻 生

Ｄ
一

Ｐ‐
１
２
３
　
　
Ｐ２
‐
２
３
　
　
Ｐ３
‐
２
　
　
脇
１
２

暗褐色土 ローム粒多、ロームB[少量含む。締まり弱/粘性あり
暗褐色土 ローム粒多、ロームBL中量含む。締まりあり7粘性あり
暗褐色土 ロームBL多量含む。締まりあり/賭性強

1層に同じ。

劉雷に同じ。

創詈に同じ。

露糧琶圭 E三ム揺省F言望払雛ゑ量暮急濃 温 り施 性強

暗褐色土 ローム粒微、ロームBL少量含む。締まりあり/粘性あり
P1 3層 に同じ。

第 118図  236SI平面図・断面図
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第 2節 弥生時代まとめ

台地の下部に相当するD区で弥生時代後期十王台式に位置付けられる住居跡を 2軒検出した。住居間の距離

は 3mほ どあり、それぞれ住居西側に地床炉を設け、赤色硬化面の直上から炉石が出土している。

出土遺物は、十王台式土器の甕であり、049SI出土遺物と236SI出土遺物は接合することなどから、同一時

期に廃絶された可能性が高い (清水)。

引用・参考文献

飯島一生 2003「十王台式期における異系土器文化圏との交流―涸沼前川流域における十二台式上器と樽式土器の出土例から一」『領域の研究 ―阿久津久先生違

暦記念論集―』阿久津久先生還暦記念事業実行委員会

財団法人茨城県教育財団 弥生時代研究班 1991「 茨城後期弥生式土器編年の検討 (1)十王台式土器についてJ弥生時代研究班『研究ノート 創刊号』財団法

人茨城県教育財団

財団法人茨城県教育財団 弥生時代研究班 1992「茨城後期弥生式上器編年の検討 (II)十二台式上器について」弥生時代研究班『研究ノート 2号』財団法人

茨城県教育財団

財回法人茨城県教育財団 弥生時代研究班 1993「茨城後期弥生式土器編年の検討 (III)十二台式上器について」弥生時代研究班『研究ノート 3号』財団法

人茨城県教育財団

G
θ

′奮
本

r。鑑ギ

お  |  ′を

。首実な&づ
弔   ｀

第 119図 弥生時代 D区 遺構分布図
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第 6章 古墳時代の遺構と遺物

第 1節 Al区

015SI(舅毒120。 121、  募己65)

位置 Al区中央西部、A137、 AJ 37グリッドに位置する。

重複関係 012SK南西壁、016SK北壁、135P上部を切る。

規模と平面形 長軸 341m、 短軸 3.33m、 平面形は隅丸方形を呈する。
主軸方向 N17° Eである。

壁 残存する壁高は OHmで 、壁はほぼ直立している。

床 平坦で住居中央部に硬化が認められる。周溝は確認されなかった。
ピット 3基検出された。Pl～ 3は長径 0.43～ 065m、 短径 034～ 0.56mの楕円形を呈し、深さは 010

～ 034mで ある。性格は不明である。

炉 確認されなかった。
覆± 8層からなり、覆土全層にロームブロック・炭化粒子 。焼土粒子が含まれ、不規則に堆積し、また、第 8

層が水平堆積としていることから、人為堆積と考えられる。硬化面を住居中央から西側にかけ検出した。

遺物 実測遺物は土師器 7点である。
1は、住居南側の床面から出土した、土師器高郵の郷部である。脚部が粘土接合部で欠損している。外面及び

口唇部の内面が赤彩されている。外面調整はヘラミガキがなされ、一部被熱している。また内面調整は横方向に

ヘラナデされている。3(甕 )の底部の下に被さる状態で出土した。古墳時代前期に位置付けられる。

2は、住居西側の床面から出土した、土師器の器台である。内外面ともに赤彩されている。外面及び器受部

の調整は横方向に丁寧なヘラミガキである。脚部内部の調整は刷毛目がなされており、円形透孔は 3箇所ある。

外面横方向のミガキは、一般に畿内系の精製土器にみられる特徴である。日縁部を丁寧に打ち欠き、その後打ち

欠いた部分を研磨している。古墳時代前期に属すと判断できる。

3は、住居南側の床面から出土した、土師器の甕である。口縁部を欠損している。残存部の形状は球状を呈す。

外面調整は、胴部上位は刷毛目が、胴部下位は縦方向にヘラケズリがなされている。内・外面にはススが付着し

ている。内面調整は、頚部は刷毛日、胴部は横方向にヘラナデがなされている。形状から古墳時代前期中葉以降

に位置づけられる。

4は、住居東側の床面から出土した、土師器の台付甕である。外面調整は、日縁部から脚台部にかけて縦方向

にヘラナデを行い、ススが付着している。内面調整は、胴部に横方向にヘラナデを行い、一部ススが付着している。

脚台部の内面は縦方向にヘラケズリ、底部底面はヘラケズリで調整している。古墳時代前期に位置づけられる。

5は、住居南側の床面から出土した増である。胴部は算盤状を呈し完存している。橋爪遺跡で出土した増のな

かで最大である。外面及び残存している頚部内面まで赤彩がなされていることから、口縁部も赤彩がなされてい

たと考えられる。外面調整は、胴部上位はヘラミガキ、胴部下位は横方向にヘラナデがなされている。頚部がか

なりすばまっている。日縁部を丁寧に打ち欠き、部分的に摩耗が認められる。古墳時代前期に位置づけられる。

6は、住居南側の床面から出土した、小型精製器種の小型増である。外面及び頚部内面も赤彩がなされている。

外面調整は全面にヘラミガキを行っている。内面調整は、胴部上半部に横方向にヘラナデが、胴部下半部にはヘ

ラミガキがなされ、ススが付着している。半円状の胴部で頚部が広がっていることから、口縁部はかなり大きか

ったと推測される。日縁部を丁寧に打ち欠き、その後研磨している。古墳時代前期中葉以降に位置づけられる。

7は、住居南側の覆土から出土した、小型精製器種の増である。外面及び頚部内面は赤彩されている。外面調

整は、全面にヘラミガキがなされている。胴部内面は横方向にヘラナデがなされている。国縁部を丁寧に打ち欠

き、その後研磨している。古墳時代前期中葉以降に位置づけられる。
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ミ

∞３
ヨ

陣

42 800m A

No 002

42800m皇

「

Pl到  辟P2引
015SI No 008

黒褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり
黒褐色土 ローム粒少、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒・ロームBL微、焼土粒少、炭化物微量含む。締まりあり/粘性ややあり
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒少、炭化物微量含む。締まりやや弱/粘性あり
黒褐色土 ローム粒微、焼土粒・焼土塊少、炭化物微量含む。締まりやや強/粘性ややあり
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性ややあり
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL中、焼土粒・炭化物微量含む。締まり強/粘性あり
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL中、炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり

Pl

l 黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。14ま りあり/粘性あり
P2

1 黒褐色土 ローム粒。ロームBL中、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
P3

1 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

第 120図  015SI平面図・断面図

(1/60)

C '

42 300m tt    P3

表 65 015SI出上 土器観察表
番

号

構

∈

遺

Ｎ
層位 器種 種別

径

ｍ，
口
くｍ
編
鰤

径

ｍぅ

蔓

６
薄
耐
部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎 土 色調 発成 時期 偏 考

ユ 0001 高邪 と師碁 不部

外面赤彩、日唇内部赤彩、
外面ヘラミガキ、内面ヘラナデ(横 )、
外面一部被熱。 醐柘

掲色 普通
古墳時代
前期

不部分のみ。脚部が粘土接合部で欠損。

2 0001 器 台 上自碩碁 〈77〉
器受罰

脚部

外面・内面赤彩、外面ヘラミガキ(横 )
器受部ヘラミガキ、裾部ヘラミガキ、
脚部内部刷毛目。

母
粒
雲
色
自

白
褐色 普通

古墳時代

前期中棄
(損部に敲打痕あり。

3 000 甕 と師基 1245〉

頚部

底部

胴罰
`上
位肘」毛日、

胴部下位ヘラケズリ(縦 )、

日縁内部刷毛目、内面ヘラナデ (横 )、 螂螂柘
褐色 普通

古墳時代

前期 中葉
Iヽ′降率

麦存部の形状は球状を呈す。

4 0001 台付整 土師器
口縁訂

嘲合部

外面口辺部～脚台部ヘラナデ(縦 )、
内面胴部ヘラナデ(横 )、 脚台部内部
ヘラケズリ(縦 )、 底部底面ヘラケズリ
外面スス付着、内面一部スス付着^

黒雲母

小石 褐色 普通
古墳時代

前期か

5 15SI 0001 増 土師器 11
頚部

底部

外面赤彩、内面頚部赤彩、
外面胴部上位ヘラミガキ、
外面胴部下位ヘラナデ(横 )。

自色粒 褐色 普通
古墳時代

前期か
欠損部に敲打痕あり。

胴部は算盤状を呈す。

6 000 土師器 40
頚部

底部

50% 外面
ヘラミガキ、内面胴部上半部
ヘラナデ(横 )、 内面胴下半部スス付着 軸柘

褐色 普通
古墳時代

前期中葉
欠損部に敲打痕あり。

小型精製機種としてのlt。

7 0001 卜型蛯 土師器
頚部

底部

50%
外面赤彩、内面頚部内部赤彩、
外面ヘラミガキ、内部ヘラナデ(横 )。

黒雲母
小石
褐色 普通

古墳時代

前期中葉

欠損部に敲打痕あ り。

小型精製機種 としての増。
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器台、増、小型壺は、口縁部を意図的かつ丁寧に叩いて欠損させられていた。また器台は脚部を欠損していた。

この行為に伴う土器片は住居内から発見されていないことから、住居の外で打ち欠き、その後住居に廃棄された

と考えられる。遺物はすべて床面直上より出土している。 1、 3、 4、 6、 7は住居南側からまとまって出土しており、

2は住居西側、4は住居東側から出土しているが、住居上部は削平されているため、台付甕など大型の土器は部

分的に欠損していた。

時期 出土遺物から、『新善光寺跡・宍戸城跡』においてのⅡ期目に相当する。古墳時代前期中葉に比定される。

0                      10cm
(1/3)

第 121図  015SI出上遺物
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第 2節 A2区

040SI(第 122図 )

位置 A2区北西部、AB 23、 AB-24、 AC-24グリッドに位置する。

規模と平面形 住居上部は全体的に削平されており、残存する規模は長軸 5,70m、 短軸 5.00mを測り、平面形
は隅丸方形と推測される。

主軸方向 N-13° ―Wである。
壁 残存する壁高は 0,10～ 0.20mで、壁は床面から緩やかに立ち上がる。南西部は削平を受けているため、立
ち上がりは不明瞭である。

床 ほぼ平坦で、硬化面、周溝は確認されなかった。
ピット 4基検出した。Pl～ 4は径 0.56～ 0.80mで、平面形は円形を呈し、深さは 0.52～ 0.66mを測る。
カマ ド 確認されなかった。
覆土 明確な覆土は確認されなかった。
遺物 図示してはいないが、甕の底部付近と思われる破片が出土している。外面調整は縦方向にヘラケズリを行
い、被熱している。内面は横方向にヘラナデで調整している。胎土に白色粒、極微量の雲母を含んでいる。

時期 出土遺物が少なく詳細は不明である。古墳時代以降の住居跡と考えられる。

鶏 -24

＼ ._ィ .イ

イ

イ

第 122図  040SI平面図 。断面図
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第 3節 古墳時代まとめ

Al区で住居 1軒が検出された。床面から焼土を検出し、炉またはカマ ドがあったと推測されるが、攪乱を受

けており、住居主軸は不明である。住居床面から検出した器台は器受部を、小型増は口縁部を丁寧に打ち欠き、

研磨されているのが特徴である。古墳時代前期中葉、『新善光寺跡・宍戸城跡』のⅡ期に相当する (註 1)(清水)。

註 1:稲田義弘氏 。内山敏行氏御教示による。

引用・参考文献

浅井哲也 2003「茨城県における古墳時代前期の上器」『領域の研究 一阿久津久先生還暦記念論集=』 阿久津久先生還暦記念事業実行委員会

樫村宣行 1992「 茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート2号』財団法人茨城県教育財団

樫村宣行・土生朗治・白石真里 1995「茨城における 5世紀の動向J『東国土器研究第 4号』東国土器研究会

茨城県教育財団文化財調査報告第 256集『新善光寺跡・宍戸城跡 主要地方道大洗友部線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書』茨城県水戸土木事務所 財

団法人茨城県教育財団2006

第 123図 古墳時代 Al区 遺構分布図

1(1/6)
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第 7章 奈良・平安時代の遺構と遺物

第 1節 Al区

003SI(第 124・ 125図、表 66)

位置 Al区東部、AJ-41、 AK-41グ リッドに位置する。

規模と平面形 北部は調査区外に延伸しているため、全長は不明であるが、検出した規模は長軸 1,08m、 短軸
0.81mを測り、平面形は隅丸方形を呈する。

主軸方向 N-14° 一Wである。
壁 残存する壁高は 032～ 0,18mで、壁はほぼ直立している。
床 平坦で住居中央部に硬化が認められる。周溝は住居西半部壁際に沿って巡り、0.06mの深さを測る。
ピット 1基検出した。Plは長軸 0.58m、 短軸 0.40mの楕円形を呈し、深さは 0.26mである。

炉 住居中央より炉を検出した。検出した規模は、長軸 0.51m、 短軸 0.16mで ある。火床面は被熱による硬
化が認められる。

覆± 6層からなり、第 1・ 2層はローム土が混入する黒褐色土を主体とし人為堆積と考えられる。第 3～ 6層

が掘り方の埋上である。

引

日
８
●
守

２
ｍ

ｉ

司
囲

４　
繭

，

ｒ
火

00351

1 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
3 赤褐色土 被ロームBL微、焼土粒多量含む。締まり強/粘性強
4 黄褐色土 ローム粒・ロームBL多量含む。締まり強/粘性強
5 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少量含む。締まり弱/粘性強
6 褐色土  ローム粒多量含む。締まり強/粘性強

第 124図  003SI平面図・ 断面図

Pl

l 黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり
2 黒褐色上 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性あり
3 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物微量含む。
締まりやや弱/粘性あり
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遺物 実測遺物は 2点である。
1は、土師器の高台付邪である。外面調整は回転ヘラケズリがなされ、国縁の外面一部にススが付着している。

内面調整は黒色処理がなされヘラミガキされている。体部は外反しており、薄手である。貼り付け高台であり、

体部立ち上がりよりも内側に高台が付いている。外面胴部に横位で墨書され「神刀自」と読める。9世紀第 3四

半期に比定できる。

2は、須恵器の甑である。外面調整は平行タタキをしたのち、横に向かってナデがなされているため、胴部上

半ではタタキの痕跡がほぼ消えている。9世紀前棄以降に比定できる。

時期 出土遺物から、9世紀前葉から9世紀中葉頃と考えられる。

L五百五百五百五百L西西西五百五百』  (1/3)

第 125図  003SI出土遺物

表 66 003SI出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別 醒

ｍ
器高
am)
鎗
ｍ (mmj

部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 )03SI 攪乱
一括

台

不

高
付
土師器 く68〉 蜘

・論
50%
外面胴部横位墨書「神刀自」、

外面胴部下位回転ヘラケズリ、
内面ヘラミガキ、内面黒色処理。

白雲母 橙色 普通
〕世紀

貼 り付け高台。

2 )03SI 覆土 甑 須恵器 醐
・脚
20% 外面平行タタキ、
外面ナデ(横 )。 螂稲

争褐て 普通蜘綱雖
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第 2節 A2区

031 SI(傷き126。 127[コ、 碁三67)

位置 A2区南東部、AH 31、 AH 32グリッドに位置する。

規模と平面 長軸 331m、 短軸 2.89mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 N20° 一Eである。

壁 残存する壁高は 0.20～ 0 25rnで、壁は床面から緩やかに立ち上がり、断面形は箱形を呈す。
床 ほぼ平坦で、カマド南西部から住居中央部を中心に硬化が認められる。周溝は確認されなかった。
ピッ ト 4基検出した。Pl～ 2、 4は、長径 0,46～ 0.75m、 短径 0.42～ 040mの楕円形を呈し、深さは
015～ 028mである。P3は長径 0,34m、 短径 0.28mの楕円形を呈し、深さは 0.23mで ある。Pl～ P4は

その位置から主柱穴と考えられる。

カマ ド 北壁中央部やや西側に付設されている。遺存状態は悪く、袖部と火床は確認されなかった。規模は煙道
部から焚口部まで 1.Hm、 壁外への掘り込みは 0.47mである。カマ ド部分は住居主体部より先行して埋めら

れている。

覆± 5層からなり、第 1・ 2層が水平堆積を呈しており、人為堆積と考えられる。第 5層上部が硬化する。
〇

|

hl   )《ギ
SZ

bl          い

倒

ｇ
３
）
鮮

42400m⊇

42400m二

0                   1m
L百五百五百五百己�五五五五五五百ヨ (1/30)

カマ ド

1 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒・焼土塊多、
炭化物少、灰を全体的にしみ状に中量含む。締まりやや弱/粘性弱
2 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼上粒・焼土塊・炭化物少量含む。
締まりあり/粘性あり
3 にぶい黄褐色土 ローム粒 。ロームBL中、焼土粒少、
炭化物・灰を全体的に微量含む。締まりあり/粘性やや弱

031SI

黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性やや弱
黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
にぶい黄褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒 。焼土塊・炭化物・灰を微量含む。
締まりあり/粘性やや強
黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。締まり強/粘性あり
,1

1 黒褐色土 ローム粒・ ロームBL中、焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒・ロームBL中、炭化物微量含む。締まりやや強/粘性あり
P2

1

2

P3

1

2

P4
1

黒褐色土 ローム粒少、
黒褐色土 ローム粒中、

黒褐色土 ローム粒中、
締まりあり/粘性あり

黒褐色土 ローム粒少、

黒褐色土 ローム粒中、

ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

ロームBL少量含む。焼土粒・炭化物微量含む。

ロームBL。 炭化物微量含む。締まり強/粘性あり

ロームBL少、焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

第 126図  031SI平面図・断面図

＼α
談
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遺物 実測遺物は 1点である。
1は、住居覆土から出土した、須恵器の邪である。外面調整は、胴部下位に回転ヘラケズリがなされる。底部

は回転ヘラケズリがなされ、若干ススが付着している。断面は箱型を呈し、器壁は外反気味に開く。底部の大き

さと比べ、日縁の大きさはそれほど大きくない。内面にススが付着している。8世紀第 3～ 4四半期に比定できる。

時期 出土遺物から 8世紀中葉から8世紀後棄と考えられる。

第 127図  031SI出 土遺物

表 67 031SI出 土 上器観察表
番

号

構

ι

遺

Ｎ
層位 器種 種別

ぞ

０

国

くｍ

器高
(mm)
哺
ｍ
邑大4
(II m)

部位

還
存

率
手法 。文様の特徴 胎土 色調 焼 成 時期 備考

1 覆土 j17N 醐
・齢

半面胴部下位回転ヘラケズリ、
主部回転ヘラケズリ、
村面・底部に若千スス付着。

灰色 普通
8世紀

再3四半持

032SI(舅善128。 129[コ、 碁電68)

位置 A2区南東部、AF 31、 AG 31、 AG 32グリッドに位置する。

規模と平面形 長軸 3.92m、 短軸 3.61mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 N-30°  Eである。

壁 残存する壁高は 022～ 0.38mで、壁は床面から緩やかに立ち上がり、断面形は箱形を呈す。

床 ほぼ平坦である。南西部から北部、北東部に周溝を確認した。
ピット 4基検出した。Pl～ 4は、径 044～ 060mで概ね円形を呈す。深さは 0.42～ 055mである。Pl～

4はその位置から主柱穴と考えられる。

カマ ド 北壁中央部に付設されており、明確な火床は確認されなかった。規模は煙道部から焚口部まで 1.16m、

壁外への掘り込みは 032mで あるc

覆± 9層からなり、レンズ状堆積と初期流入土の堆積状況から、自然堆積と考えられる。第 8層は掘り方の埋

土である。

遺物 実測遺物は 2点である。 1、 2は隣接して出土した。
1は、カマ ド西側の住居覆土から出上した、土師器の邪または碗と見られる。ほぼ完形に近い。3段の輪積み

痕があり、外面調整はナデを行っている。胴部下端は手持ちで横方向にヘラケズリ調整されている。内面調整は、

横方向に丁寧なヘラナデがされており、黒色処理がされている。底部には木棄痕があり、外面には若千ススが付

着している。外面の調整具合から粗製土器とも考えられる。内面は丁寧に調整されて黒色処理されていることか

ら、内面を重視していたようである。形状から9世紀第 1四半期以降と判断した。
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・
＜

・
ｎ

32SI覆上

黒褐色土 ローム粒微量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、赤色焼土微量含む。
締まりあり/粘性強
にぶい黄褐色土 ローム粒多、橙色焼土微量含む。
締まりあり/粘性強

暗褐色土 ローム粒中量含む。締まりあり/粘性強
暗褐色土 ローム粒中量含む。締まりあり/粘性強
暗褐色土 ローム粒少、炭化物微、白色粘土BL中、
橙色焼土・赤色焼土微量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、焼土粒・炭化物微量含む。
締まりあり/粘性やや弱
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL中、
焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
褐色土  ローム粒・ロームBL多量含む。
締まりあり/粘性あり

暗褐色土 ローム粒中量含む。締まりあり/粘性強
Pl

1

P2

42400m全

42400m⊇

第 128図  032SI平面図・断面図

10cm
(1/3)

図 032SI出 土遺物
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引

ｇ
８

ぐ

聟

　
　
メ
・

1 暗褐色土 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性強

P3

1 にぶい黄褐色土 ローム粒 。ロームBL中量含む。
締まりあり/粘性強

P4

1 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、
焼土粒・炭化物微量含む。締まり強/粘性あり

カマ ド

1 暗褐色土 粘土BL少、小礫微、橙色焼土・赤色焼土
中量含む。締まりあり/粘性弱
2 にぶい黄褐色土 橙色焼土中、赤色焼土微量含む。
締まりあり/粘性あり
3 明赤褐色土 小礫少量含む。締まりあり/粘性弱
4 灰褐色土 粘土粒少、赤色焼土中量含む。
締まりあり/粘性弱
5 暗赤褐色土 小礫微、橙色焼土 。赤色焼土中量含む。
締まり弱/粘性あり
6 赤褐色土 橙色焼土少量含む。締まり弱/粘性あり
7 にぶい黄褐色土 赤色焼土微、粘土多量に含む
締まりあり/粘性あり

42400m二

C'

Ｆ
一

42 400m C

Ｐ‐７
Ｐ ４

〉

２ｍ
(1/60)

蝉,

0                     1m

昇子129



表 68 03251出 土 土器観察表

番

号
遺構
N0
層位 器種 種別

径

め
日
てｍ

器高
(mm)
醒
てｍｍぅ

部位

遺

存

率
手法 。文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備 考

1

邪

た

碗

ま と師t■ 醐
”帥

輪積み痕、外面ナテ、
外面体部下端ヘラケズリ(手持ち 横)、
内面ヘラナデ(横 )、 底面木葉痕、
内面黒色処理、外面若千スス付着。

騨柘
曽褐ど 普通

9世紀

言1四半射
以降

粗製土器 外面指ナデの可能性あり。

被熱

2 小型甕 と師3 〈70〉 醐
”鰤

外面上部ナデ、
外面下部ヘラケズリ(手持ち・横)、
内面ヘラナデ(横 )、 底部木葉痕、
ヘラナデ、内面黒色処理。

自雲母
小石
褐色 普通

9世紀

以降

2は、カマド西側の住居覆土から出土した、土師器の小型甕である。外面調整は、胴部上半部に横方向にナデ

がなされ、胴部下半部は横方向に手持ちでヘラケズリがなされている。内面調整は、横方向にヘラナデされ、黒

色処理されている。底部は木棄痕があり、木棄痕の上部にヘラナデがされている。頚部と口縁部までの距離が短

く、国唇部の摘み出しはない。また胴部の張りも弱い。形状から、 9世紀第 1四半期以降のものである。

時期 出土遺物から9世紀前葉と考えられる。

033SI(第 130～ 132図、表 69・ 70)

位置 A2区南東部、AG 29、 AG 30、 AH 29、 AH 30グ リッドに位置する。

重複関係 H4SIの 南西角を切る。

規模と平面形 長軸 540m、 短軸 5.15mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 酢5° ―Wである。
壁 残存する壁高は 010～ 020mで、壁は床面から緩やかに立ち上がり、断面形は箱形を呈す。

床 硬化面を 2枚検出した。第 3層上部より黒褐色土を主体とする硬化面を、その下部の第 5。 6層上部よリロ

ームを主体とする硬化面を検出した。床面の貼り直し等が行なわれた可能性がある。上部の硬化面はカマド西側

から南壁にかけて確認されほぼ平坦である。下部の硬化面は住居内に全体的に拡がるように検出されほぼ平坦で

ある。周溝は上部の硬化面検出時には確認されなかったが、下部の硬化面検出時に西壁から南壁にかけて確認さ

れた (第 4層 )。

ピット 8基検出した。Pl・ 2・ 4・ 6は径 0.26～ 053mで、平面形は円形を呈し、深さは 018～ 0.64mである。

P3・ 5。 7・ 8は長径 0.25～ 0.43mで、短径 0.16～ 036mで、楕円形を呈し、深さは 013～ 0.36mである。

ピットは上下の硬化面検出時に検出したが、上部の硬化面は黒色土を主体としており下部の硬化面で検出したピ

ットが上部の硬化面に属する可能性もある。P2・ 4・ 5・ 8はその位置から主柱穴と考えられる。P3は、カマド

と南壁との位置関係から出入口施設に伴うピットと考えられる。上部の硬化面に伴うピット/A‐のか、上下両方の

硬化面に伴うピットなのかは不明である。

カマ ド 上部の硬化面に伴うと推定されるカマドを廃絶した際の埋め土を検出した。下部の硬化面に属するカマ

ドは確認されなかった。明確な火床範囲は確認されなかったが、支脚を検出した。支脚はカマドの掘り込みのほ

ぼ中央から出土し、No 075出土遺物として取り上げた。カマドは北壁中央部に付設されており、煙道部が調査

区範囲外へ延仲すると推定される。検出した規模は、壁外への掘り込み 033mである。

覆± 6層からなり、第 3層上部、第 5・ 6層上部に硬化面が形成される。第 5・ 6層が掘り方の埋土である。

覆土が薄く自然堆積か人為堆積かは不明である。

遺物 実測遺物は 5点である。
1は、カマド東側の住居覆土から出土している、土師器の郷で、ほぼ完形に近い。全面に赤彩がなされている。

外面調整は横方向にヘラミガキがなされ、丁寧に細かく磨かれている。底部は手持ちのヘラケズリで調整され、

底部の器厚がかなり薄く、丸底気味である。口縁部と体部の境に稜がある。内面はナデが行なわれ、胎土に金雲

母が含まれている。
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033SI覆 土

黒褐色土 ロームBL微、焼土粒微量含む。締まりあり/粘性あり
にぶい黄色砂質土 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性やや弱
黒褐色土 ローム粒・焼土粒・焼上塊・炭化物少量含む。締まり強/粘性強
褐色土 ローム粒多、ロームBL中、焼土粒・焼土塊少、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒中量含む。締まりあり/粘性弱

カマド

1'

支脚

r

浅黄色土 焼土粒少、炭化物、灰白色砂多量含む。締まり強/粘性弱
浅黄色土 焼土粒・炭化物中量含む。締まり強/粘性弱
黒褐色土 焼土粒・焼土塊・炭化物中、灰白色砂少量含む。
締まりあり/粘性やや弱

暗赤褐色土 ローム粒少、焼土粒・焼土塊中、炭化物少、灰白色砂中量含む。
締まりやや強/粘性やや弱

黒褐色土 ローム粒・焼土粒・焼土塊微、炭化物少、灰白色砂少量含む。
締まりあり/粘性やや弱

黒褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物・灰白色砂少量含む。
締まりあり/粘性やや弱

暗赤褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒・焼土塊多、灰白色砂中、
灰少量含む。締まりやや強/粘性あり

黄褐色土 焼土粒少、炭化物微、灰白色砂多量含む。締まり強/粘性弱
黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒微、炭化物少量含む。
締まり強/粘性やや弱

(1/30)

第 130図 033SI上部硬化面平面図・断面図
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黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微、黒ボク上少量含む。締まり強/粘性あり
黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物微、黒ボク土少量含む。締まり強/粘性あり

黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 黒ボク土少量含む。締まりあり/粘性あり

黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微、黒ポク土少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色上 ローム粒中、ローム肌少、炭化物微、黒ボク土少量含む。締まり強/粘性あり

暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物微、黒ボク土少量含む。締まり弱/粘性あり
暗褐色土 ローム粒多、ロームBL少、焼土微量含む。締まりあり/粘性あり

暗褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。締まり弱/粘性あり

黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒・焼土塊多、炭化物中、白色砂少量含む。締まりあり/粘性やや弱
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。締まりあり/粘性やや弱

暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒・焼土塊微量含む。締まりあり/粘性あり

第 131図 033SI下部硬化面平面図
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表 69 033SI出 土 土器観察表

蕗

¶フ 5

第 132図  033SI出土遺物

番

号 離配
層位 器種 種別

径

め
口
くｍ
縞
ｍ
筆
くｍｍ，
薙
ｍｍぅ
割引立

還
存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 )33Si 0 03 必 土師彗
国縁部

底部

95%
銭面赤彩、外面ヘラミガキ(横 )、
勺面ナデ、底部ヘラケズリ
:手持ち)。

黒雲母 褐色 普通
7世紀

第3～第4

四半期

須恵器流通前 古 くても6世紀後半。

外面ヘラミガキ丁寧。

2 )33SI 覆 土 罫 土師彗
口縁部

底部

50%
雲部一部赤彩、外面胴部から底部
ラヽケズリ、(手持ち・横)、
勺面ナデ、内外面若干スス付着。

/」 石ヽ 普通

7世紀

第3～第 4

四半期

須恵器流通前

古 くても6世紀後半。丸底気味。

3 )33SI 10 07( 土師掛 1581
日縁部

底部

50%

Ⅲ面上半部ナデ、
Ⅲ面下半部ヘラケズリ(縦 )、
付面口縁部ヘラナデ(横 )、
付面胴部ヘラナデ(縦 )、
そ部ヘラナエ 外面スス付着^

自雲母 普通 1世紀前を
外面ススは胴の一番張つている所の下

まで付着。

4 )33SI
「
0 071 支脚 土製五

誰
騨 50% 面ヽにくばみなどが見られるが

風化が著しく人為的なものかは不明。
橙色 カマ ドから出土。素地に黒雲母を含む。

表 70 033SI出 土 石製品観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別 郵径

ｍ
厚さ

(mm)

榊
径
ｍ
子L径

mm)
部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 完成 時期 備考

5 )33SI 10 03( 傍錘草 石製聞 175
F位から穿孔 している、
冊かいミガキ、

F位 と側面の境に清。

泥岩 形状は厚台形。
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2は、住居覆土から出土した、土師器の不である。外面調整は、胴部から底部にかけて手持ちで横方向にヘラ

ケズリがなされており、丸底気味である。また国縁部と体部の境に稜が残っている。内面はナデが施される。内

外面に若干ススが付着している。

1及び2は、丸底気味であること、口縁に稜を持つことから、須恵器流通以前のものと見られ、古くても6世紀後半、

6世紀第 3四半期から第 4四半期と考えられる。

3は、カマドの焼土上位の砂を多く含む灰白色の層から出土した、土師器の小型甕である。橋爪遺跡で出土し

た小型甕の中でも大型の部類になる。外面は、胴部上半部を横方向にナデ、胴部下半部を縦方向にヘラケズリを

している。調整の順番は上半部のヘラナデを行ってから、下半部のヘラケズリを行っているものとみられる。内

面調整は、口縁部を横方向にヘラナデされ、内面胴部を縦にヘラナデがなされる。底部はヘラナデがなされてい

る。外面のススは胴部の最張部分より下に付着している。国唇部の摘み出しはなく、胴部はやや張っている。胎

土に白雲母を含んでいる。9世紀前後に比定される。

4は、カマドから出土した支脚である。外面の風化が著しく調整等は不明である。素地に黒雲母を含んでいる。

5は、住居北西角から出土した紡錘車で、泥岩製である。横位で出土した。形状は厚台形で、下面から穿孔し

ている。側面には細かいミガキがあり、下面と側面の境に溝がある。

時期 1・ 2は流れ込みと見られ、年代を推定するものは小型甕しかない。また、H4SIを切っていることから、

8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる。

034SI

l 黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、炭化物微量含む。
締まり強/粘性あり

2 黒褐色土 ローム粒・ ロームBL中 、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

3 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり
4 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL中、炭化物少量含む。
締まり強/粘性あり

5 赤褐色土 ローム粒・焼土粒・焼土塊中、炭化物微、
浅黄色砂をしみ状に中量含む。締まりあり/粘性やや弱

6 赤褐色土 ローム粒・焼土粒・焼土塊少、炭化物微、
浅黄色砂をしみ状に少量含む。締まり強/粘性やや弱

7 赤褐色土 ローム粒微、焼土粒・焼土塊多量に含む。
締まりやや弱/粘性あり

8 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL多、炭化物微量含む。
締まり強/粘性あり

0                      2m
(1/60)

第 133図 034SI平面図 。断面図
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表 71 034SI出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別

径

ｍ，
口
てｍ

高

∂

器

６
底径
(mm)

部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 完成 時期 備考

1 しマト 高台
付不

脚
”諮
20%
外面ヘラナデ(横 )、 内面ヘラミガキ、
底部回転ヘラケズリ、高台「ハJの
字状、内面スス付着。

小石 httt 普通 10世紀代か 貼 り付
け高台

内面ヘラミガキ細かい。

1 9                   101Cm(1/3)

第 134図 034SI出土遺物

034SI(安 3133・ 134図、 ラ監71)

位置 A2区南東部やや中央寄り、AF-28、 AF-29、 AG 29グ リッドに位置する。

重複関係 住居西側は撹乱により切られている。
規模と平面形 長勒 3.94m、 短軸 3.08mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 N95°  Eである。

壁 残存する壁高は 024mで、壁は床面から緩やかに立ち上がり、断面形は箱形を呈する。
床 ほぼ平坦で住居中央部に硬化面が認められる。住居南西部に一部周溝が認められたが、明確には確認できな
かった。

ピット 1基検出した。Plは長径 038m、 短径 026mで、概ね楕円形を呈し、深さは 0.38mである。

カマ ド 東壁やや南側に付設されており、火床面を検出した。火床面は床面とほぼ同じ高さで、平坦である。火

床面は被熱による硬化が認められる。規模は煙道部から焚田部まで 068m、 壁外への掘り込みは 0.44mである。

覆± 8層からなり、第 1層がレンズ状に堆積し、第 2・ 5・ 6層に初期流入土が認められることから自然堆積

と考えられる。第 8層が掘り方の埋土である。

遺物 実預1遺物は 1点である。
1はカマ ドから出土した土師器の高台付界である。外面調整は横方向にヘラナデが/1‐ され、内面調整は細かい

ヘラミガキがされている。底部は回転ヘラケズリがなされ、高台は「ハ」の字状に大きく開く。高台が大きいこ

とから9世紀末より新しいと考えられ、10世紀代に比定される。

時期 出土遺物から 10世紀以降と考えられる。

035SI(第 135・ 136図、表 72)

位置 A2区中央部、AE 26、 AE 27、 AF 26、 AF-27グリッドに位置する。

重複関係 281SK西壁を切る。北東壁を攪乱に切られる。

規模と平面形 長軸 642m、 短軸 635mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 N20° ―Eである。

壁 残存する壁高は OH～ 028mで、壁は床面からほぼ直角に立ち上がり、断面形は箱形を呈す。
床 ほぼ平坦で、硬化面は住居中央部に確認された。周溝は確認されなかった。
ピット 7基検出した。Plは撹舌L内から検出したが、位置などから035SIに 伴うピットと判断した。P2、 5～

7は径 026～ 0.38mで、平面形は概ね円形を呈し、深さは 036～ 062mである。P3は長径 062m、 短径
026m、 深さ 05mの楕円形で、底面は 2段になる。Pl・ 5。 6・ 3・ 4は その位置から主柱穴と考えられる。
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ｍ

ローム粒少、ロームBL微、焼土粒・炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒・ロームBL少、焼土粒・焼土塊・炭化物中、淡貢色砂少量含む。締まりあり/粘性やや弱
ローム粒少、娩土粒・焼土塊多、炭化物少量含む。締まり弱/粘性弱
ローム粒。ロームBL多、焼土粒・焼土塊少、炭化物微、淡黄色砂中量含む。締まり強/粘性弱
ローム粒中、ロームBL・ 炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒多、ロームBを中、炭化物微量含む。締まり強/粘性あり

P5

ローム粒中、ロームBL・ 炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり  1 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 黒ボク土少量含む。締まり強/粘性弱

P6

ローム粒中、ロームBL・ 炭化物少量含む。締まりあり/粘性強   1 暗褐負十 ローム粒・ロームBL中・黒ボク上少量含む。締まり強/粘性あり
ローム粒。ロームBL・ 黒ボク土少量含む。締まりあり/粘性あり  2 暗褐角十 ローム粒多、ロームBL中、鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり

P7

ローム粒少、ロームBL中量含む。縮まりあり/粘性あり      1 暗褐色土 ローム粒・ロームBL中、黒ボク上少量含む。締まりあり/粘性強

第 135図  035SI平面図・ 断面図
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l 黒褐色土
2 暗褐色土
3 赤褐色土
4 褐色土
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6 暗褐色土
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第 136図

Pl・ 3・ 4は、底面が複数存在し、P5・ 6も近接することなどから住居が複数回の建替えが行なわれたと推測さ

れる。

カマ ド 北壁やや東側に付設されており、上部を攪乱に切られるが、火床面を検出した。火床面は北壁ラインよ

りやや南に位置し、床面とほぼ同じ高さである。袖部の内壁及び火床面は被熱による硬化が認められる。検出し

た規模は煙道部から焚口部まで 0.82m、 壁外への掘り込みは 0.26mである。

覆± 6層からなるが、覆土が薄く自然堆積か人為堆積かは不明である。第 5層以下が掘り方の埋土である。

遺物 実測遺物は 4点である。
1は、住居掘り方の埋土から出土した、須恵器の雰である。底部は回転ヘラケズリされ、扁平である。断面は

箱型であり、器壁は外反している。器厚は薄い。底径は小さいが器高が高いことから、8世紀代 3四半期に比定

される。

035SI出上遺物

表 72 035SI出 土 土器観察表
番

号 離
配
層位 器種 種別 醒

鮎
締
でｍｍｊ

径

０

氏

く
ｍ

部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 え成 時期 備考

1 )35Si 不 須恵器 醐
・邸

箕部回転ヘラケズリ、底部痛平。 ガヽ石 普通
8世紀

2 覆土 邪 須恵器 鞠
・邸

米面体部下端回転ヘラケズリ、内面
ナデ、底部回転ヘラケズリ、
二次底面あり。

ガヽ石 灰黄
褐色
普通 軸韓

漆を内面に薄 く塗っている。

8世紀第2四半期の頃 (佐々木氏御教示)

3 覆 土
台

邪

高

付
頻恵番 鞠

”論
宝部回転ヘラケズリ。 小石 普通 靭韓

貼 り付け高台

高台低い。

4 )35SI 支脚 十期 澤
ヒ部径
65
高さ
147

901j
ヨ筒状(鼓形)、
ミ部は上面よりも径が大きい。

ガヽ石
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2は、住居覆土から出土した、須恵器の邪である。外面体部下端に回転ヘラケズリを行っている。内面にナデ

を行っている。内面に薄く黒漆が塗ってある。底部は回転ヘラケズリである。断面は箱型を呈し、器壁は外反気

味で、日縁部でさらに外反している。形状から8世紀中棄 (8世紀第 2四半期)に比定される。

3は、住居覆土から出土した、高台付郷である。底部は回転ヘラケズリがなされて、扁平である。高台は低く、

邪部の体部立ち上がりのところについている。8世紀中棄 (8世紀第 2四半期から第 3四半期)に比定される。

4は、住居北西壁付近の床面から出土した、支脚である。形状は円筒状だが、底部が広がるため鼓形である。

底面は上面よりも径が大きい。

時期 出土遺物から8世紀中葉頃と考えられる。

036SI(男ヨ137・ 138Eコ、 表 73・ 74)

位置 A2区中央部北側、AB 27、 AC-27、 AC 28グリッドに位置する。

規模と平面形 残存する規模は長軸 3.58m、 短軸 354mを測り、平面形は隅丸方形である。

主軸方向 畔20°  Eである。
壁 残存する壁高は 016～ 0.22mで 、壁は床面から緩やかに立ち上がり、断面形は箱形を呈す。

床 ほぼ平坦で、硬化面はカマ ド南側から住居中央部にかけて確認された。周溝は確認されなかった。
ピット 住居南西側から 1基検出した。Plは長径 1.06m、 短径 076mで、平面形は楕円形を呈し、深さは

036SI

l 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒 。焼土塊少、
炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

2 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL少、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

3 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

4 黒褐色土 ローム粒少、焼土粒中、炭化物少量含む。
締まりあり/粘性やや弱
5 黒褐色土 ローム粒中、焼土粒・焼土塊中、炭化物中量
含む。締まりやや弱/粘性やや弱

6 黒褐色土 ローム粒少、焼土粒少、炭化物少量含む。
締まりあり/粘性やや弱
7 黒褐色土 ローム粒少、焼土粒少、炭化物中量含む。
締まりあり/粘性やや弱
8 暗褐色土 ローム粒・ ロームBL少、炭化物微量含む。
締まり強/粘性あり

9 暗褐色土 ローム粒・ロームBL中、炭化物微量含む。
締まり強/粘性あり

10 褐色土  ローム粒・ロームBL多、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

42 200mtt   Pl       二'

暗褐色土 ローム粒・ロームBL少炭化物微景含む。
締まりあり/粘性あり

暗褐色土 ローム粒・ロームBL中、焼上粒・炭化物
微量含む。締まりあり/粘性あり

カマド
1 黒褐色土 ローム粒少、焼土粒中、炭化物少量含む。締まりあり/粘性やや弱
2 黒褐色土 ローム粒中、焼土粒・焼土塊中、炭化物中量含む。締まりやや弱/粘性やや弱
3 黒褐色土 ローム粒少、焼土粒少、炭化物中量含む。締まりあり/粘性やや弱
4 暗褐色土 焼土粒・焼土塊中、炭化物微、減黄色砂をしみ状に多量含む。締まり強/粘性弱

0                   1m
(1/30)

第 137図 036SI平面図・断面図
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0                 5cm
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0               10cm
(1/4)
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第 138図  036SI出土遺物

0.66mである。

カマ ドゴヒ壁中央部に付設されており、煙道部は調査区範囲外へ延伸する。検出した規模は焚口部の 054mであ

る。カマド部 1層は、カマド廃棄の際に堆積した層と推定されるが、平面的にみると西側へ流れて堆積しており、

その中より杯が 1つ出土した (No 082:第 138図 2)。

覆±  10層からなり、第 1層がレンズ状に堆積し、第 2層に初期流入土が認められることから自然堆積と考え

られる。第 4・ 5層がカマドの廃棄に伴う堆積で、第 6・ 7層がカマドの掘り方である。

遺物 実測遺物は 6点である。
1は、住居西側覆土から逆位で出土した、土師器の郭である。外面休部下端にヘラケズリがなされている。底
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表 73 036SI出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層 位 器種 種別

俗

ｍ
＞

口

てｍ

器高
(mm)

径

ｍぅ

罠

てｍ

罠大名
(mm)
部位

遺

存
率

手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 1007( 郷 醐
”酎

Ⅲ面体部下端ヘラケズリ
(部回転ヘラケズリ。 継

柘
褐色 普通 9世紀代 底部回転ヘラケズリ粗ヽ

2 )36SI 邪 と師暑 醐
”螂

ミ部回転ヘラケズリ、
■面被熱。

ヨ雲月
小石

黄
色
明
褐 普通 9世紀代 底部回転ヘラケズリ粗し

3 )36SI 甕 上師3 17 86 醐
・螂

外面下半ヘラミガキ(縦 )、 内面ヘラ
ナデ、底部木葉痕、底部外縁部ヘラ
ナデ(手持ち)、 外面付着物 スス付

ミ雲月
小石
トネロt
や
良
や
不
9世紀代

4 不

口 縁部

底部

外面体部下端ヘラケズリ、
底部回転ヘラケズリ、
内面スス付着、日縁歪みあり。

小石 充黄て
や
良
や
不

8世紀

第3～第4

四半期

黒い焼きムラ。木葉下窯

5 N0081 支脚
二部名
58
誰
‐４‐

100引
円筒形だが鼓形をしている、

底部は上面より径が大きい。

表 74 036SI出土 鉄製品観察表
番

号 麟
配
層位 器種 種別 隧

くｍｍ，
幅

くｍｍ，

さ

０

長

６ 部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

6 不 明 50 1 不げ 断面長方形。 鑑の折る前のもの、開 。

部は回転ヘラケズリが行われているが、調整は粗い。胎土に黒雲母が混入している。形状から9世紀代と思われる。

2は、カマド西側住居覆土の、焼土・砂を周囲よりやや多く検出した場所から正位で出土した、土師器の不で

ある。外面が被熱しており、断面まで炭化している。底部は粗い回転ヘラケズリがなされ、底部は大きい。器壁

は、底部から体部中央までは内湾し、体部中央から口縁までは外反している。そのため、日縁部がかなり開いて

いる印象を受ける。胎土に白雲母を混入している。形状から9世紀代と見られる。

3は、住居南西隅から出土した、土師器の甕である。外面には付着物があり、被熱しススが付着しているため、

表面を確認できる部分が少ない。外面下半は縦方向にヘラミガキを行っている。内面はヘラナデで調整されてい

る。底部は木棄痕が残存している。丁寧な調整により器厚はやや薄手で、頚部クビレから回縁までの反りが強い。

□唇部に摘み出しがある。焼成はやや不良で、胎土に黒雲母を含んでいる。形状から9世紀代と見られる。

4は、住居西側覆土から正位で出土した、須恵器のFThで、完形である。ロクロナデの際の調整が粗く、口縁に

歪みがある。外面体部下端にヘラケズリがなされている。内面にススが付着している。底部は回転ヘラケズリで

調整されている。焼成はやや悪く、黒い焼きムラがある。器壁は口縁まで直線的に立ち上がる。8世紀第 3四半

期から第 4四半期の木葉下窯跡群の製品と比定できる。

5は、カマド南側床面から出土した、支脚である。円筒形だが、底面は上面より径が大きいため鼓形をしている。

6は、住居西側壁付近から出土している。器種は不明である。付近からは第 138図 1、 2が出土している。断

面は長方形で、中央部が一番太く、両先端になるほど細くなっている。外面には鉄錆が付着しており、木材など

の付着物は見られ/A‐い。鑑の折る前のもの、もしくは門と考えられる。

時期 出土遺物から8世紀後葉から9世紀前葉頃と考えられる。
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037SI(舅語139。 140Eコ、 碁己75)

位置 A2区中央部、AD-26、 AD-27グリッドに位置する。

規模と平面形 長軸 6.97m、 短軸 6.47mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 N-1° Wで ある。

烏
ヽ
８
ヨ
障

P後ぐ
イ＼
＼

ｑ
ｇ
。
Ｒ

怒

42200m⊇

２ｍ

‐
(1/60)

黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 焼土粒・炭化物少量含む。締まり強/粘性強
暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、炭化物少量含む。締まり弱/粘性強
暗褐色土 ローム粒少・ロームBL微量含む。締まりあり/粘性強
黒褐色上 粘土粒・焼土粒・炭化物少量含む。締まり弱/粘性弱
暗褐色土 焼土粒多量含む。締まり弱/粘性中
黒褐色土 ローム粒微・焼土粒微量含む。締まりあり/粘性中
にぶい黄橙色土 ローム粒微、粘上多量に含む。締まり強/粘性強
暗褐色 焼土粒中、炭化物・粘土粒少量含む。締まりあり/粘性強
暗褐色土 ローム粒・ロームBL中量含む。締まりあり/粘性強
黒褐色上 ローム粒・焼土粒・焼土塊中、炭化物少、鹿沼パミス中量含む。
締まりあり/粘性強
にぶい黄褐色土 ローム粒・ロームBL中、焼土粒・焼土塊中・炭化物少、
鹿沼パミス中量含む。締まりあり/粘性強
褐色土 ローム粒中。ロームBL多量含む。締まりあり/粘性強

Pl

l 黒褐色土 ローム粒・鹿沼パミス少量含む。締まり弱/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物・鹿沼パミス少量含む。
締まり弱/粘性あり

第 139図  037SI平面図・断面図

黒褐色上 ローム粒・鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あり
暗褐色土 ローム粒・ ロームBL少、炭化物・鹿沼パミス微量含む。
締まり弱/粘性あり

黒褐色土 ローム粒 。ロームBL少、鹿沼パミス微量含む。
締まりあり/粘性あり

黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物・鹿沼パミス少量含む。
締まり弱/粘性あり

晴褐色土 ローム粒少、ロームBL中、炭化物微、鹿沼パミス少量含む。
締まりあり/粘性あ り

暗褐色土 ローム粒少、ロームBL中、炭化物微、鹿沼パミス少量含む。
締まりあり/粘性あ り

黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 炭化物・鹿沼パミス少量含む。
締まり弱/粘性あり

P2

1

2

P3

1

P4

1

P5

1

P6
1

2

42200m二
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壁 残存する壁高は 0.35～ 048mで、壁は床面からほぼ直立し、断面形は箱形を呈す。
床 ほぼ平坦で、硬化面は住居中央部から南東部にかけて確認された。周溝は確認されなかった。
ピット 掘方検出時に 6基検出した。Pl～ 6は径 0.22～ 0.48mで 、平面形は概ね円形を呈し、深さは 0.24
～ 058mである。底面の断面形は箱形を呈す。Pl・ 2・ 5。 6はその位置から主柱穴と考えられる。P4はその

位置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

カマ ド 北壁中央部に付設されている。規模は煙道部から焚口部まで 0.86m、壁外への掘り込みは0,44mで ある。

覆± 12層からなり、第 1層がレンズ状に堆積し、第 2～ 6層が初期流入土と認められることから自然堆積と

考えられる。カマ ド部分は、均―に焼土粒・炭化物などが混入する点などから人為堆積と考えられる。

0                     10cm
(1/3)

第 140図  037SI出土違物

表 75 037SI出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別

口径
(mm)

器高
(mm)

径

０

氏

６
衰大名
(mm)
部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 斃成 時期 備考

037SI カマド 霊 土師器 胴部
外面ヘラミガキ(縦 )、
内面ナ式 螂柘

【褐で 普通 8世紀中棄

小型甕 土師器 帥
・脚

外面胴部中央部～下半部ヘラケズリ
(手持ち 横)、 内面口縁付近ヘラナデ
(横 )、 内面胴部ヘラナデ (縦 )、
底部木棄痕、底部夕H則  中心部に向か
ってナデ(手持ち)、 外面若干スス付着
丙面スス付着ハ

螂柘
赤
色
明
褐 普通 8世紀中棄

内黒意識。掘り方(口縁部から頸部の一部)
と接合。内面調整丁寧(口縁付近ナデ・ 内部
ミガキに近いナう 。

3 037SI 覆土 必 須恵器 醐
”帥

ミ部回転ヘラケズリ、
ヨ縁に歪みあり、底部扁平。

/」 石ヽ 普通
8世紀
第3四半期

4 037SI 覆土 イ 須恵器 帥
・帥

外面胴部下端回転ヘラケズリ、
底部ヘラケズリ(手持ち)。

小石 普通 8世紀後葉
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遺物 実測遺物は 4点である。
1は、カマド覆土から出土した、土師器甕の胴部破片である。外面は縦方向にヘラミガキで調整され、内面は

ナデ調整されている。胎土に白雲母が混入している。破片のため、時期は不明である。

2は、P2西側より出土した、土師器の小型甕で、ほぼ完形に近い。外面調整は、胴部上半部から中央部にか

けて縦方向にヘラナデが、中央部から下半部にかけては手持ちで横方向にヘラケズリがなされる。しかし中央部

から下半部のヘラケズリの際に引きずられた小石の跡が、明確に残存する。外面には若千ススが付着している。

内面調整は、国縁付近は横方向にヘラナデ、胴部は縦方向にヘラミガキのように丁寧なヘラナデがなされ、内部

全体にススが付着している。内面の調整が丁寧なこと、内部全体にススが付着していることから、黒色処理を意

識しているものと思われる。底部は木葉痕がある。外縁部から中心部に向かって手持ちヘラナデがなされている。

国唇部の摘み出しは無く、器厚は厚い。胎土に白雲母を含む。

3は、住居覆土から出土した、須恵器の野である。内外面の調整はなく、底部の調整は回転ヘラケズリで扁平

である。国縁に歪みがある。器壁は外反気味で、器壁は薄い。 8世紀第 3四半期に比定できる。

4は、住居覆土から出土した、須恵器の界である。外面胴部下端に回転ヘラケズリがなされている。底部は手

持ちのヘラケズリで調整している。器壁は外反気味であり、器厚は薄い。8世紀後葉に比定できる。

時期 出土遺物から8世紀中葉から8世紀後棄と考えられる。

038SI(笏雪141・  142区]、  ラ彙76)

位置 A2区中央部、AC 25、 AC 26、 AD 25、 AD 26グ リッドに位置する。

規模と平面形 長軸 546m、 短軸 470mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 N21° ―Wである。
壁 残存する壁高は 030～ 0,40mで、壁は床面から緩やかに立ち上がり、断面形は箱形を呈す。
床 ほぼ平坦で、硬化面はカマド南部から住居中央部にかけて確認された。周溝は確認されなかった。
ピット 掘り方検出時に 3基検出した。Pl～ 3は径 028～ 056mで、平面形は概ね円形を呈し、深さは 015
～ 0.38mである。

カマ ド 北西壁中央に付設されているが、北東壁中央部からも掘り込みが検出され、粘土や焼土を集中して検出
したことなどからカマドが存在したと推定される。北東壁中央部のカマドは、遺構の表土に切られており、カマ

ドのつくり替えの前段階のものと考えられる。北西壁中央の新しいカマドは、上部を撹乱に切られており、明確

な堆積は確認できなかったが、火床面と思われる範囲を検出した。規模は煙道部から焚口部まで 070m、 壁外

への掘り込みは 0.40mである。

覆± 15層からなり、第 1・ 2層がレンズ状に堆積し、第 3・ 5～ 9層に初期流入土が認められることから自

然堆積と考えられる。カマド部分は、焼土粒・炭化物が均―に混入する点などから人為堆積と考えられる。第 7

～ 10層、第 14層が掘り方の埋土である。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は、カマドのソデの焼土が集中する部分から出土した、土師器の甕である。外面調整は、中央部は縦方向に

ヘラミガキがなされている。外面は若干被熱している。内面調整は横方向にヘラナデがなされている。常陸型甕

表 76 038SI出 土 土器観察表
番

号

構

０

遺

Ｎ
層位 器種 種別 口宿 器高 底径 部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 甕
口縁部
40%
外面中央部ヘラミガキ(縦 )、
日唇部つまみだし、
内面ヘラナデ(横 )、 外面若千被熱。

普通 〕世紀後芽
'マ

ドのそでの焼上が集中する部分かを

担土。
小 石

2
台

不

高

付

ヨ縁部 甍部回転ヘラケズリ、
甍部ヘラ書き「plJ。 小石 普通

期

　

　

期

靭郷・聞製

佑り付け高台。

高台 こつけるようにして出土。
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Ｓ
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ヨ
ト

038SI

l 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒・
炭化物少量含む。締まり強/粘性あり

2

3

4

5

No l14 6

暗褐色土 ローム粒中、ロームBL微、焼土粒・
炭化物微量含む。締まり強/粘性あり
暗褐色土 ローム粒少、ロームBL多、焼上粒・
炭化物少量含む。締まり強/粘性あり
暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、炭化物
微量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL多、院土粒・
焼土塊・炭化物中、淡黄色砂中量含む。
締まりあり/粘性弱
黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、焼土粒・
焼土塊多、炭化物中、淡黄色砂少量含む。
締まりあり/粘性弱
黒褐色土 ローム粒少、ローム肌多、焼土粒・
焼土塊・炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒。ロームBL・ 焼土粒・
焼土塊・炭化物少量含む。締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物
微量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 焼土粒・
焼土塊・炭化物少量含む。締まり弱/粘性弱
黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒・
焼土塊多、炭化物少、淡黄色砂中量含む。
締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ローム粒・ロームBL少、焼土粒少、
炭化物中、淡黄色砂BL状に中量含む。
締まり強/粘性弱
黒褐色土 ローム粒。ロームBL少、焼土粒・
焼土塊多、炭化物少、淡黄色砂中量含む。
締まり弱/粘性弱
黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、鹿沼パミス
中量含む。締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ローム粒・ロームBL中、鹿沼パミス
少量含む。締まりあり/粘性あり

7

8

9

10
ユ'

11

12

13

42000m五

42000m丘

Ｂ
一

カマド
1 黒褐色土 ローム粒・ロームBL少、焼土粒・
焼土塊多、炭化物中、淡黄色砂少量含む。
締まりあり/粘性弱
2 黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 焼土粒・
炭化物少、淡黄色砂多量含む。
締まり強/粘性あり
3 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL多、焼土粒・
焼土塊・炭化物少量含む。締まりあり/粘性あり

Pl

l 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、炭化物
微量含む。締まりあり/粘性ありC'

蛹
1士

ゴ

第 141図 038SI平面図・ 断面図

2m
(1/60)

0                10cm
(1/4)

(1)

第 142図 038SI出土遺物

ケィー/令
ジ`
フ

＼ ひ01＼もて0ド建「ツ
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の特徴である国唇部の摘み出しがある。頸部のクビレは弱めで胴部の張りは弱く、器厚は薄い。胎土に白雲母が

含まれている。8世紀後葉に比定できる。

2は、住居北東壁の床面付近から、高台を壁につけるようにして出土した、須恵器の高台付郷である。ほぼ完

形に近い。不部は箱形に近い。底部は回転ヘラケズリで調整されている。高台は高めで体部立ち上がりよりも内

側についており、「ハ」の字についている。また底部に「利 がヘラ書きされている。 8世紀第 4四半期から9

世紀第 1四半期に比定できる。

時期 出土遺物から8世紀後葉から9世紀前棄と考えられる。

039SI(雰 3143・ 144区]、  碁三77)

位置 A2区中央部やや北西寄り、AC-24、 AC-25、 AD-24、 AD-25グ リッドに位置する。

重複関係 住居中央は攪乱に切られる。095SKの南壁を切る。
規模と平面形 長軸 428m、 短軸 3.85mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 N-35°  Eである。
壁 残存する壁高は 015～ 030mで、壁は床面からやや緩やかに立ち上がり、断面形は箱形を呈す。
床 ほぼ平坦で、硬化面はカマド南部から住居中央部にかけて確認された。周溝は確認されなかった。
ピット 硬化面上からは検出しなかったが、掘り方から 1基検出した。
カマ ド 北壁中央部やや東側に付設されている。カマド袖部が東西カマド脇に僅かに残るのみであった。カマド
中央部からは甕の底部が伏せた状態で出土した。伏せた甕の内部からは 2cm～ 3cm程の被熱した円礫が出土し

03951

1 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物
微量含む。締まり強/粘性あり
2 暗褐色土 ローム粒・ロームBL中、
焼土粒・  炭化物・淡黄色砂少量含む。
締まりあ り/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微、
焼土粒・焼土塊中、炭化物少量含む。

締まりあり/粘性あり
4 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微、
焼土粒・焼土塊中、炭化物・淡黄色砂

少量含む。締まりあり/粘性あり
5 褐色土  ローム粒多、ロームBL中、
炭化物微、黒ボク多、鹿沼パミス少量含む。

締まりあり/粘性あり

暗褐色土 ローム粒 。ロームBL少、炭化物微、
鹿沼パミス少量含む。締まりあり/粘性あ り

0                    2m
(1/60)

く
ε

・ 断面図第 143図  039SI平面図

承
い
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第 144図 039SI出土遺物

表 77 039SI出 土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別

口径
(mm)

器高
(mm)

径

ｍ，

底

ぐｍ

受大名
(mm)
部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

J しマト
台

好

高

付

口 縁部

高台

90VO 頁部回転ヘラケズリ 小石 筆灰控 普通 貼り付け高台。

た。カマドの規模は煙道部から焚口部まで 044m、 壁外への掘り込みは 032mで ある。

覆± 5層からなるが、確認された覆土は薄く人為堆積層か自然堆積層かは不明である。第 5層は掘り方の埋土

である。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、カマ ドから出土した、須恵器の高台付郷である。完形に近い。底部は回転ヘラケズリで調整されている。

貼り付け高台である。高台は「ハ」の字状を呈し、体部立ち上がりよりも内側に接着している。器壁は外反し、

器厚は薄い。8世紀中棄以降に比定される。

時期 出土遺物から 8世紀中葉から8世紀後葉と考えられる。

11 4SI(第 145・ 146図、表 78)

位置 A2区東部中央、AG-30グ リッドに位置する。

重複関係 209SK北西壁、315SK上部、320SK北壁を切る。南西角を 033SIに切られる。

規模と平面形 長軸 3,76m、 短軸 370mを測り、平面形は隅丸方形である。

主軸方向 N-7°  Eである。

壁 残存する壁高は 048～ 068mで、壁は床面からほぼ直立し、断面形は箱形を呈す。

床 ほぼ平坦で、硬化面は住居北西部から住居中央部にかけて確認された。周溝は確認されなかった。

ピット 4基検出した。Pl～ 4は径 034～ 064m、 平面形は概ね円形を呈し、深さは 0,18～ 0.22mである。

断面形は U字形を呈す。Pl・ 4はその位置から主柱穴と考えられる。P2・ 3は性格不明である。

カマ ド 北壁中央部やや西よりに付設されている。規模は煙道部から焚口部まで 097m、 最大幅 0.87m、 壁外
への掘り込みは 059mである。火床面は北壁ライン上に位置し、床面からやや下がる皿状である。火床面は火

熱を受け硬化している。

覆± 6層からなり、上部はほとんど削平されており、遺存状態は不良であった。第 5・ 6層は掘り方の埋土である。

遺物 実測遺物は 2点である。
1は、住居覆土から出土した、土師器甕の胴部の破片である。外面調整は平行タタキを施す。内面調整はヘラ

ナデを施している。また内面にススが付着している。焼成はやや不良である。外面正位に墨書が認められ「那賀

井□」と読める。嘲[賀」と古代那賀郡の関係は不明である。破片のため、時期は比定できない。

2は、カマドから逆位で出上した、土師器の小型甕である。完形に近い。外面は、口縁部から胴部中央部まで

の範囲を、横方向にナデが見られる。胴部下半部は、横方向に手持ちでヘラケズリ調整している。内面調整は横
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第 145図 114SI平 面図

ヽゝ

146図  114SI出土遺物

114SI

l 暗褐色土 ローム粒微、焼土粒中量含む。締まり強/粘性あり
2 暗褐色土 焼土粒中、焼土BL微量含む。締まりあり/粘性あり
3 褐色土 ローム粒微、焼土粒多、粘土粒微量含む。締まりあり/粘性強
4 暗褐色土 ローム粒微量含む。締まりあり/粘性強
5 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少量含む。締まり強/粘性あり
6 にぶい黄褐色土 ローム粒多、ロームBL中量含む。締まりあり/粘性強

Pl

l 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まりあり/粘性強
P2
1 暗褐色土 ローム粒・ロームBL少量含む。締まりあり/粘性強
P3
1 にぶい黄褐色土 ローム粒中量含む。締まり弱/粘性強
P4
1 褐色土 ローム粒・ロームBL中量含む。締まり弱/粘性強

。断面図

(1/3)

(1/60)
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表 78 114SI出土 土器観察表
番

号
離
配
層位 器種 種別

密

ｍぅ

口

ぐｍ

器高
(jlm)

底径
(mm)

部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 覆土 甕 胴部 10%
外面胴部墨書「那賀井□」、
タト面平行タタキ、
内面ヘラナデ、内面スス付着。

小 石
や
良
や

不

2 」ヽ型警 116 鞘
・齢

輪積み痕、外面口縁部～胴部中央部
ナデ、胴部下半部ヘラケズリ(手持ち

横)、 日唇部者千つまみ出しあり、
内面ナデ、底部木棄痕、外面被熱。

やや
悪い 鰤第２．第］

カマ ドから逆位で出土。

披熱の為か外面は脆い。

方向にヘラナデを行っており、所々に輪積み痕が確認できる。口唇部の摘み出しは丁寧な作りをしている。底部

は木葉痕がある。胎土に白雲母を含んでいる。調整を丁寧に行っており、薄手である。また外面は被熱している

ため、脆くなっている。形状から8世紀第 2四半期から第 3四半期と比定した。

時期 出土遺物から8世紀中葉から8世紀後葉と考えられる。

1 98SI(舅吾147・  148区]、  三箕79)

位置 A2区中央部東寄り、AF 30グ リッドに位置する。

規模と平面形 確認された規模は長軸 472m、 短軸 4.09mを測り、平面形は隅丸方形である。

主軸方向 N-10°  Eである。

壁 残存する壁高は 0.72mで、壁は床面から緩やかに立ち上がり、断面形は箱型を呈す。

床 硬化面は住居中央部に広範囲にわたって確認された。硬化面北東端は硬化範囲が盛り上がっており、その下

位からは縄文時代のピットを検出した。縄文のピットにより床面が軟弱な箇所を強化したと推測される。周溝は

ほぼ全周するが、北壁カマドの東側は確認されなかった。

ピット 5基検出した。Pl、 3～ 5は径 030～ 040m、 平面形はおおむね楕円形を呈し、深さは 0.1～ 0.2m

である。P2は径 068mである。Pl～ 4はその位置から主柱穴と考えられる。

カマ ド 北壁やや東側に付設されている。規模は煙道部から焚口部まで 0,92 rn、 最大幅 047m、 壁外への掘

り込みは 074mである。火床面は確認されなかった。

覆± 9層からなる。第 5。 6層は P5の覆土である。第 1層はほぼ水平に堆積する。第 2～ 4層は南側へ重な

るように堆積し、北側から埋土が入れられたと考えられる。第 6・ 7層は掘り方の埋土である。堆積状況から人

為堆積と考えられる。

遺物 実測遺物は 7点である。
1は、カマド西の床面から出土した、土師器甕である。国縁部分は壁面に張り付くようにして出土した。外面

調整は、胴部下部は縦方向にヘラミガキを行っている。外面にはススが付着している。内面は横方向にヘラナデ

を行っており、薄手である。形状は胴部の張りがやや弱く、頚部のくびれも緩やかである。また国唇部の摘み出

し部分は天を向き、立ち上がっている。胎土に白雲母を含んでいる。8世紀後半に比定できる。

2は、カマド西の床面から出土した、土師器甕である。回縁部分は壁面に張り付くようにして出土した。外面

調整は、胴部下部に縦方向にヘラミガキを行なっている。内面はナデが行なわれる。器厚は薄手である。外面、

内面ともにススが付着している。日唇部の摘み出しがある。胴部の張りは弱いが、一番張っている箇所から下に

ススが付着していることから、カマドに設置し使用されていた可能性がある。頸部のくびれはやや弱い。 8世紀

後半に比定できる。なお、1と 2は重なり合って出土している。

3は、住居中央部付近の床面から出土した、土師器甕である。外面調整は、胴部下端は手持ちで縦方向にヘラ

ケズリを行っている。被熱している。内面は横方向にヘラナデで調整している。底部は手持ちヘラナデ調整であ

る。胎土に白雲母を含んでいる。
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4は、住居北東壁面近くから逆位で出土した、須恵器の邪で、完形に近い。体部下端に回転ヘラケズリを行っ

ている。内面全面にススが付着していることから、黒色処理が剥落した可能性がある。底部は回転ヘラナデで調

整している。断面は箱型を呈し、体部が直線的に立ち上がって、器高が高い。形状から8世紀第 4四半期から9

世紀第 1四半期のものと思われる。

報 4o 198SI

l 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微、黒ボク上少量含む。
締まりあり/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微、白色砂粒微量含む。(1/60)
締まりあり/粘性弱

暗褐色土 ローム粒多、ロームBL少、炭化物微、灰色砂粒少、
黒ボク土少量含む。締まりあり/粘性あり

暗褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

暗褐色土 ローム粒・ロームBL多、黒ボク土中量含む。締まりあり/粘性強
褐色土 ローム粒・ロームBL多、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

42400m全

P5

△ 暗褐色土 ローム粒。ロームBL多量含む。締まりやや弱/粘性あり
あ 暗褐色土 ローム粒・ロームBL中量含む。締まりあり/粘性あり

カマド

1 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微、灰白色砂粒少量含む。
締まりあり/粘性弱
2 暗褐色土 ローム粒。ロームBL少、焼土粒微、炭化物少、
灰白色砂粒中量含む。締まりあり/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒微、焼土粒少、炭化物中、灰白色砂粒多量含む。
締まりあり/粘性弱
4 暗褐色土 ローム粒少、焼土粒・焼土塊・炭化物中、灰白色砂粒少量含む。
締まりあり/粘性弱
5 灰白色土 焼土粒中、炭化物微、灰白色砂粒多量含む。締まりやや弱/粘性翡
6 暗褐色土 ローム粒・焼土粒微、炭化物少、灰白色砂粒微量含む。

ミ

ぶ８
ヨ

障

烏

ヽ
８

ヨ

ーロ

判

雷
８
ぐ
懲

C'

Ｐｌ

‐

Ｐ２

‐

Ｐ３

‐

Ｐ４

‐

締まりあり/粘性あり
7 黒褐色土 ローム粒微、焼土粒微、
締まりあり/粘性弱

暗褐色土 ローム粒・ロームBL中、焼土粒

黒褐色土 ローム粒少、ロームBL。 焼土粒

暗褐色土 ローム粒・ロームBL中、焼上粒

暗褐色土 ローム粒・ロームBL中、焼土粒

炭化物・灰白色砂粒少量含む。

・炭化物微量含む。締まりあり/粘性やや弱

・炭化物微量含む。締まりあり/粘性やや弱

・炭化物微景含む。締まりあり/粘性やや弱

・炭化物微量含む。締まりあり/粘性やや弱

198SI平面図・ 断面図
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5は、カマ ド内から出土した、須恵器の邪である。外面体部下端はヘラケズリを行っている。底部の調整は回

転ヘラケズリである。器壁は外反し、器厚は薄い。8世紀中葉と比定できる。

6は、住居南側の床面直上より出土した、須恵器の高台付邪である。完形に近い。外面上位の調整はなく、外

面体部下端をヘラケズリで調整を行っている。内面の調整はなく、底部は回転ヘラケズリで調整し、平坦気味で

ある。高合はやや「ハ」の字状に開き、体部立ち上がりよりも内側に高台が付く。8世紀中葉から後葉と判断した。

7は、住居西側の床面から正位で出土した、須恵器の高台付盤である。完形に近い。底部は回転ヘラナデで調

整している。日縁部に自然釉がかかつている。高台は「ハ」の字状についている。形状から8世紀第 3四半期以

／／　
　
　
＼
ヽヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

こ つ
■Ⅲ 6

0               10Cm
(1/4)

(1・ 2)

10cm

第 148図  198SI出上遺物

ノ
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表 79 198SI出 土 上器観察表
番

号 離
配
層位 器種 種別

口径
(auI)
絲
てｍコ＞
爺
ｍ

剖

ｍ＞
部位

還
存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 発成 時期 備考

1 甕 く90〉 〈272〉醐
”邸

卜面下部ヘラミガキ(縦 )、
勺面ヘラナデ(横 )、
Ⅲ面スス付着。

普通
カマ ド西の床面直上から出土。
カマ ドの手前から拡がるように

検出された。

2 98SI 甕 醐
”螂

卜面下部ヘラミガキ (縦 )、 内面ナス

ト面スス付着、内面スス付着、
ミ部木棄痕。

普通

カマ ド西の床面直上から出土。
カマ ドの手前から拡がるように

検出された。

3 甕 締
・螂

Ⅲ面胴部下端ヘラケズリ(手持ち・縦)、
勺面ヘラナデ(横 )、
藍部ヘラナデ(手持ち)、 底部木葉痕。

魯
柘

普通

4 雰 醐
・帥

卜面体部下端回転ヘラケズリ
璧部回転ヘラナデ、
勺面全面にスス付着。

小石 普通
“叫

瞭ヽ

カマ ドに向かい東側の壁面近 くより

逆位で出土。

5 郷 頁恵3 脚
”帥

卜面体部下端ヘラケズリ、
ミ部回転ヘラケズリ。

小石 普通 8世紀中葉

6
高台

付郭 醐
”論

卜面体部下端ヘラケズリ、
重部回転ヘラケズリ。

小 石 普通 8世紀中葉 貼り付け高台。

住居南側の床面直上から正位で出土。

7
台

盤

高

付 醐
”論

90% ミ部回転
ヘラナデ、

ヨ縁部自然釉?。
小石 普通

3世紀
第3四半期
以降

貼 り付け高台。

住居西側の床面直上から正位で出土。

降と比定できる。

1・ 2・ 5はカマド付近から出土している。

時期 出土遺物から8世紀中葉から8世紀後葉と考えられる。

284SI(第 149・ 150図、表 80)

位置 A2区中央部、】ヒ側調査区壁面近くにある。AB 26、 AB 27グリッドに位置する。
重複関係 290SK南壁を切る。

規模と平面形 確認された規模は、長軸 3.68m、 短軸 3.59mを測り、平面形は隅丸方形である。
主軸方向 N-3° ―Eである。

壁 残存する壁高は 0.30mで、壁は床面からやや緩やかに立ち上がり、断面形は箱形を呈す。
床 硬化面はほぼ床面全体に確認された。周清は東壁から南壁にかけて確認され、西壁にも確認できたが途切れ
がちである。

ピット 2基検出した。Plは径 028m、 平面形は円形を呈し、深さは 0.09mである。P2は掘り方から検出し
たピットで、径 022m、 平面形は円形を呈し、深さは 0.20mである。

カマ ド 北壁やや東寄りに付設されている。規模は煙道部から焚口部まで 0.55m、 最大幅 034m、 壁外への
掘り込みは 0.38mである。火床面は確認されなかった。

覆± 9層からなり、第 1層がレンズ状に堆積し、第 4層に初期流入土が認められることから自然堆積と考え
られる。第 5。 6層がカマドの廃棄に伴う堆積で、第 7～ 9層が (カマド部分の)掘 り方の埋土である。

遺物 実測遺物は 1点である。
1は、カマドから出土した、須恵器の邪である。底部を手持ちのヘラケズリで調整していて、中央がやや窪ん

でおり、ケズリの残滓があるため、粗雑な印象を与える。底部と体部の境がはっきりせずに緩やかに立ち上がる。

器壁はやや外反気味で、器厚は薄めである。9世紀前葉と思われる。

時期 出土遺物から9世紀前葉と考えられる。
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塩 …27

ローム粒少、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
ローム粒少、ロームBL中、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

第 149図  284SI平面図 。断面図

第 150図  284SI出土遺物

284SI

l 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物
微量含む。締まりあり/粘性あり

2 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 炭化物微量含む。
締まり強/粘性あり

3 黒褐色土 ローム粒 。ロームBL中、焼土粒・炭化物
微量含む。締まりあり/粘性あり

4 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり

5 黒褐色土 ローム粒少、焼土粒・焼土塊微、炭化物
少量含む。締まりあり/粘性やや弱
6 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・焼土塊・炭化物・
淡貢色砂をBL状に少量含む。締まり強/粘性弱
7 暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少、炭他物微量含む。
締まりあり/粘性あり

8 暗褐色土 ローム粒・ ロームBL少、炭化物微量含む。
締まりあり/粘性あり
9 褐色土  ローム粒・ロームBL多、炭化物微量含む。
締まり強/粘性あり

暗褐色土 ローム粒 。ロームBL・ 鹿沼パミス少量含む。
締まりやや弱/粘性あり

褐色土  ローム粒・ ロームBL多、鹿沼パミス少量含む。
締まり強/粘性あり

42200m全

(1/30)

カマド
1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・焼上塊・炭化物・
淡黄色砂をBL状に少量含む。締まり強/粘性弱
2 暗褐色上 ローム粒・焼上粒・焼土塊少、
淡黄色砂をBL状に中量含む。締まりやや弱/粘性あり

(1/3)

Ｃ
一

42200m旦

42200m⊇

(1/60)

土

土

色

色

褐

褐

暗

暗

表 80 284SI出土 上器観察表
番

号

構

α

遺

Ｎ
層位 器種 種別 綿

術
径

ｍぅ

底

６ 価
部位

還
存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 リマ l 郷
ヨ縁罰

底部

80% 底部ヘラケズリ(手持ち)。 小石 普通 】世 紳 箭 蓋
底部の調整粗雑。底部と体部の境が

はっきりせず緩やかに立ち上がる。
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第 3節 D区

042SI(舅 3151・ 152区 ]、 表 81)

位置 D区南部、」-6グ リッドに位置する。遺構南半部は試掘坑により失われている。

規模と平面形 規模は残存部で長軸 272m、 短軸 2.18mを測り、平面形は正方形を呈すると推定される。
主軸方向 N-10° Eである。
壁 残存する壁高は 0.08～ 0.28mで、壁はほぼ直立する。
床 床面は平坦で、カマド南側を中心に硬化が認められる。周溝は住居東壁に沿って、0.09～ 0.03mの深さを

測る。

ピット 検出しなかつた。
カマ ド 北壁中央部に付設されており、袖部と火床は検出しなかった。煙道部の壁外への掘り込みは 0.61mで
ある。

寺ぶ

N

黒褐色土 ローム粒 。ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ローム粒少、焼土粒微、砂少量含む。締まり弱/粘性弱
にぶい黄褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒・炭化物・砂微量含む。締まりあり/粘性弱
にぶい黄褐色土 ローム粒・ ロームBL中、焼土粒・炭化物・砂微量含む。締まり弱/粘性弱
褐色土 ローム粒中、ロームBL少量含む。締まり強/粘性あり
にぶい黄褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性弱
褐色土 ローム粒。ロームBL多量含む。締まりあり/粘性あり
黄褐色土 ロームBL多、砂微量含む。締まりやや強/粘性強
灰黄褐色土 ローム粒・ロームBL微、焼土粒少量含む。締まりあり/粘性弱
にぶい責褐色土 ローム粒。ロームBL中量含む。締まりやや強/粘性強
灰黄褐色土 ローム粒少、ロームBL中、焼土粒微、砂しみ状に少量含む。締まりあり/粘性あり
灰黄褐色土 被熱ローム粒・被熱ロームBL中量含む。締まりやや強/粘性あり

第 151図 042SI平面図・ 断面図

２ｍ

ｉ
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覆± 12層からなり、ローム土が混入する黒 。暗褐色土が主体である。レンズ状に堆積していることから自然

堆積と考えられる。第 10。 11・ 12層は掘り方の埋土である。

遺物 実測遺物は 5点である。
1は、カマ ドから出土した、土師器の邪である。ススが付着している。また、被熱しており、断面も炭化して

いる。器壁はやや薄手で、内面はヘラミガキがなされ、黒色処理されている。底部は回転ヘラケズリで調整され

ている。胎土に黒雲母を含んでいる。形状から 10世紀前半と考えられる。

´|'ti干
=、
                   ^挙 ▼イ・

遭

第 152図  04251出土遺物

0                     10cm
(1/3)

表 81 042SI出土 土器観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別

口径
(mm)

器高
(mm)

径

０

ミ

て
ｍ

滸大ね
(mm)
部位

遺

存

率
手法 。文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 んマト 郷 醐・邸

蒋面ヘラミガキ、底部回転
ラヽケズリ、外面スス付着、内面黒色
処理、被無

黒雲母 褐色 普通 9世紀末 被熱部分は断面まで炭化する。

2 )42Si ,マ ト 邪 醸
｝螂

本面体部下端ヘラナデ(横 )、
勺函ヘラミガキ、
震部ヘラナデ(手持ち)、 内面黒色処理。

黒雲覆 普通 9世紀末 逆位で出土。

3 リマト
台

郷

高

付
〈54〉 帥
や論

70%
勺面ヘラミガキ、
ま部回転ヘラケズリ、外面口唇部～
同部スス付着、内面黒色処理。

褐色 普通
)世紀後封
～末期

須恵器模倣か。邪部は大型。

高台は人為的に欠 く。逆位で出土。

4 |マ ト 甕 醐
”脚

20%
外面調整粗雑、
回唇部刷毛目、内面ヘラナデ(横 )、
外面スス付着、外面に砂付着。

ヨ雲彊 雪褐て 不良 9世紀代

5 )42SI +0 07 」ヽ型畜 と師暑 醐
”螂

80%

被熱、外血ljFl罰
`卜
半部ヘラケスリ

(手持ち・横)、
内面ヘラナデ(横 )、
底部ヘラケズリ(手持ち)、
内部口縁スス付着。

ヨ雲彊 褐色 普通 9世紀代
底部はミガキに近いくらいナデている。

カマドから逆位出土。
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2は、カマドから逆位で出土した、土師器の邪である。ほぼ完形に近い。外面体部下端を横方向にヘラナデで

調整している。内面はヘラミガキがなされ、器厚は薄手で、黒色処理されている。また、見込みがへこんでいる。

底部は手持ちでヘラナデを行っている。器高は高めで、器壁は内湾している。胎土に黒雲母を含んでいる。形状

から 10世紀前半と見られる。

3は、カマドから逆位で出土した、土師器の高台付郷である。器厚は薄い。外面胴部には調整が無く、国唇部

から胴部にかけてススが付着している。内面はヘラミガキがなされ、黒色処理されている。また内面見込みはヘ

こんでいる。底部は回転ヘラケズリで調整されて、扁平である。郵部は大型で、器壁は内湾気味である。人為的

に高台部を欠損している。形状から9世紀後半から末期のものである。

4は、カマドから出土した、土師器の甕である。外面の調整は粗雑である。回唇部は刷毛日で調整されて、国

唇の摘み出しはなく、また外面にススが付着している。内面は横方向にヘラナデ調整されている。胴部の張りは

無く、寸胴型をしている。頸部のくびれはやや弱い。胎土に白雲母を含んでいる。形状から9世紀代と判断した。

5は、カマドから出土した、土師器の小型甕である。外面には、吹き零れの痕跡がある。全体的に被熱してお

り、破損している頚部の断面内部まで被熱して黒く変色している。国縁部の摘み出しは無く、胴部の張りも弱い。

内面は横方向にヘラナデを行っており、内部の回縁にススが付着している。底面は手持ちでヘラケズリがなされ

ており、ミガキに近いほどナデている。9世紀代と判断した。

1・ 2・ 3・ 5はカマド祭祀に使用されたものであり、すべて逆位で出土した。1は 3の上から正位で出土したが、

破片が狭い範囲で散在しており原位置は保っていない。2は 3の下から逆位で出土しており、原位置を保ってい

る。3は 1の下から逆位で出土しており、原位置を保っている。5は一番下から逆位で出土しており、原位置を

保っている。以上をまとめると、5を伏せた上に 3、 2があり、1がその上から出土したということになる。

時期 出土遺物から、9世紀後葉から 10世紀前葉と考えられる。

043SI(第 153-155図、 表 82)

位置 D区南東部、G7、 G8、 H7、 H8グリッドに位置する。
規模と平面形 長軸 480m、 短軸 4.42mを 測り、平面形は正方形を呈する。
主軸方向 N24°  Eである。
壁 残存する壁高は 0,28～ 036mで、壁はほぼ直立する。
床 平坦で、住居中央部とカマドの南側を中心に硬化が認められる。周溝は住居南半部壁際に沿って、007～
0.03mの深さを測る。

ピット 6基検出した。Pl～ P4、 P6は、径 050～ 040mの 円形を呈し、深さは 038～ 058mで ある。Pl
～ P4はその位置から主柱穴と考えられ、P6は P2に付随する副柱穴の可能性がある。P5は径 034mの 円形を
呈し、深さは 0.14mである。P5は、カマドと南壁との位置関係から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

カマ ド 北壁中央部に付設されており、東側袖部は遺存しているが、住居北西部の攪乱によって西側袖部の大
部分は失われている。袖部は砂混じりの粘上で構築されている。規模は煙道部から焚口部まで 0,94m、 最大幅

0.64m、 壁外への掘り込みは 060mである。火床面は北壁ラインよりもやや南に位置し、床面とほぼ同じ高さ
で、皿状である。袖部の内壁及び火床面は被熱による硬化が認められる。

覆± 8層からなり、第 2層がレンズ状に堆積し、第 3～ 5層に初期流入土が認められることから自然堆積と

考えられる。6層は周溝の覆土である。カマド付近の覆土には散漫に砂や粘土が含まれることから、住居廃棄後

から埋没の過程において、カマドの一部が崩壊したと推察される。第 8層が掘り方の埋土である。

遺物 実測遺物は 3点ある。
1は住居北東部の床面から正位で出土した土師器甕で、ほぼ完形に近い。外面の調整は、日縁部から上半部に

かけて縦方向にヘラナデをし、胴部下位を横方向にヘラケズリをした後、中央部から下位にかけてヘラミガキを

縦方向に行っている。表面には付着物がある。内面は横方向にヘラナデを行っている。底部は本葉痕があるが、
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32200m旦

(1/60)

043SI

l 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒微量含む。締まり弱/粘性弱
2 黒褐色土 ローム粒中、ロームBL・ 焼土粒微量含む。締まりあり/粘性弱
3 黒褐色土 ローム糧中、ロームBL少、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
4 黒褐色土 ローム粒・ロームBL中量含む。締まり弱/踏性あり
5 褐色土  ローム粒多、ロームBL中量含む。締まりやや強/粘性あり
6 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL中量含む。締まりやや強/粘性あり
7 褐色土  ローム粒少、ロームBL多量含む。締まり弱/粘性あり
8 暗褐色土 ローム粒。ロームBL多量含む。締まりやや強/粘性強

第 153図  043SI平面図・断面図

底部外縁部で回転ヘラナデを行っているため、中央部にのみ木棄痕が確認できる。頸部から口縁部までが強く外

反し、胴部の張りは強い。日縁部の摘み出しがある。外面のススは、胴部の一番張った部分の下のみで、上半部

から口縁部にはススは付着していない。このことからカマドに設置して使用されていた可能性がある。胎土に白

雲母を含んでいる。8世紀代と比定される。

2は、住居覆土から出土した、土師器甕である。外面調整は、胴部上半部は横方向にヘラナデ、胴部中央部は
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32200m全

32200m⊇ Ｄ
一

(1/30)
カマド
1 暗褐色土 ローム粒・ロームBL・ 焼土粒・炭化物微、砂BL少量含む。締まり弱/粘性弱
2 晴褐色土 ローム粒・焼土粒・焼土塊少、炭化物・粘土微、砂BL状に多量含む。締まりあり/粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・焼土塊・炭化物微、砂少量含む。締まりあり/粘性あり
4 暗赤褐色土 ローム粒少、焼土粒・焼土塊中、炭化物・砂微量含む。締まり弱/粘性弱
5 にぶい黄褐色土 ローム粒中、ロームBL少、焼土粒・砂微量含む。締まりやや強/粘性強
6 褐色上 被熱ロームBL少量含む。締まりやや強/粘性強
7 灰黄褐色土 ローム粒少、焼土粒微、砂BL状に少量含む。締まり弱/粘性弱
8 暗褐色土 ローム粒・焼土粒微量含む。締まり弱/粘性弱
9 灰横褐色土 ローム粒微、焼土粒少、炭化物、砂微量含む。締まり強/粘性あり
10 褐灰色土 ローム粒。ロームBL・ 焼上粒・砂微量含む。締まりあり/粘性あり
11 にぶい黄褐色土 ローム粒多、ロームBL中、焼土粒微量含む。締まりあり/粘性強
12 にぶい黄褐色土 ローム粒少、ロームBL多量含む。締まり強/粘性強
13 にぶい黄褐色土 ローム粒・ロームBL中、焼土粒・焼土塊・炭化物微量含む。締まりあり/粘性強

32400m二

32400m二 Ｆ
一

32400m三

32100m里

黒褐色土 ローム粒微、焼土粒少、砂微量含む。締まりあり/粘性弱
灰横褐色土 ローム粒微、ロームBL・ 焼土粒・焼上塊少、粘土・炭化物微、砂BL状に少量含む。
締まりあり/粘性弱
黒褐色土 ローム粒・ロームBL微量含む。締まりやや強/粘性あり

暗褐色土 ローム粒・ロームBL微量含む。締まり弱/粘性あり
暗褐色土 ローム粒多、ロームBL中量含む。締まりあり/粘性あり

黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 焼土粒微量含む。締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ローム粒中、ロームBL微量含む。締まりあり/粕陛あり
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL中量含む。締まりあり/粘性強

黒褐色土 ローム粒・ロームBと・焼土粒・砂微量含む。締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒・ロームBL・ 砂微量含む。締まり弱/粘性あり

第 154図 043SI平面図 。断面図

Ｃ
一

ＰＳ

ｌ

２

Ｐ６

‐

２

３

４

(1/60)

黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まり弱/粘性あり
暗褐色土 ローム粒微、ロームBL多量含む。締まりやや強/粘性強

暗褐色土 ローム粒微、ロームBL少量含む。締まりあり/粘性あり
暗褐色上 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まりあり/粘性あり
暗褐色土 ローム粒中、ロームBL少量含む。締まりやや強/粘性強
にぶい黄褐色土 ローム粒少、ロームBL多量含む。締まりややW粘性強

卜P豹 辟 P6引
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0               10cm
(1/4)

(1・ 2)

第 155図

ヘラミガキ、胴部下半部は手持ちで横方向にヘラケズリがなされている。外面は付着物があり被熱している。内

面調整は、胴部から底部までを横方向にヘラナデされている。内面は、ススが付着している。底部は木葉痕があ

り、外縁部を手持ちヘラナデで行っているため、中央部にのみ木棄痕が確認できる。胎土に自雲母を含んでいる。

3は、住居覆土から出土した、須恵器の都である。底部は回転ヘラケズリを行っているが、やや丸底気味であ

る。 8世紀第 1四半期に比定できる。

時期 出土遺物から、8世紀前棄と考えられる。

表 82 043St出土 上器観察表
番

号
遺悟
N0
層位 器種 種別

口径
(mlt)
綿
ｍ
爺
ｍ
ミ大ね
Gm)
部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 〕43S〕 1007+ 甕 277 312 醐
”螂

外面胴部中央部ヘラミガキ(縦)、 外面
阿部下半部ヘラケズリ(横 )、 内面ヘラ
ナデ(横 )、 底部木棄痕、底部外側回転
ヘラナデ、外面表面粘土付着、外面
スス付着ハ

普通 8世紀台 住居内北東部床面直上から正位で出土。

2 覆土 甕 100 躙
・醐
30%

部中央部ヘラミガキ、外面胴部下半部
ヘラケズリ(手持ち・横)、 内面胴部～

底部ヘラナデ(横 )、 内面底部ヘラナデ

底部木葉痕、底部外縁部ヘラナデ
(手持ち)、 外面付着物あり(被熱)、

小石
普通 8世紀台

3 覆土 妬 買恵3 欄
”邸
30% 貞部回転ヘラケズリ。 小 石 事灰t 普通

8世紀
宅1四半剣
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045SI(第 156～ 159図、表 83・ 84)

位置 D区南部、H5、 15グリッドに位置する。

規模と平面形 規模は長軸 410m、 短軸 3.19 rn、 平面形は正方形を呈する。
主軸方向 N-24°  Eである。

壁 残存する壁高は 034～ 0,08mで、壁はほぼ直立している。
床 平坦で住居中央部に硬化が認められる。周溝は住居南半部壁際に沿って、O.10～ 004mの深さを測る。
ピット 3基検出した。Plは径 057mの円形を呈し、深きは 0.10mである。P2は長径 096m、 短車由067m
の楕円形を呈し、深さは 044mで ある。他のピットに比べ大形で住居南西隅に位置し、性格は不明である。P3

は径 045mの 円形を呈し、深さは 03mである。
カマ ド 北壁中央部のやや東よりに付設されており、両袖部が遺存する。袖部は砂を含む粘土で構築されている。
規模は煙道部から焚国部まで 070m、 最大幅 0.68m、 壁外への掘り込みは 0.72mである。火床面は北壁ライ

ンよりやや北に位置し、床面とほぼ同じ高さで、平坦である。袖部の内壁及び火床面は被熱による硬化が認めら

れる。支脚 (第 159図 7)は カマド中央よりもやや西側で、西側袖部内壁に近接して出土した。中央部から出

土していないことから、東側袖部にも支脚があった可能性がある。

覆± 17層からなり、ローム土が混入する黒褐色土を主体とする。レンズ状に堆積していることから、自然堆

積と考えられる。カマド付近の土層堆積は住居中央方向に傾斜しており、散漫に砂や粘土が含まれることから、

住居廃棄後から埋没の過程において、カマドの一部が崩壊したと推察される。

遺物 実測遺物は8点である。
1は、住居覆土から出土した、土師器好である。外面口縁部に若干ススが付着する。胴部下位に墨書があるが、

一部だけで判別は不能である。内面は、丁寧にヘラミガキがなされ、黒色処理されている。底部は手持ちでヘラ

ケズリ調整されていて、扁平である。器壁はやや内湾気味である。胎土に黒雲母を含む。形状から9世紀後半

から 10世紀前半に比定できる。

2は、カマドから出土した、土師器好である。口縁部にススが付着している。また胴部に墨書があり、「□井」

と読める。内面はヘラミガキされ、黒色処理されている。底部は手持ちでヘラケズリ調整されていて、やや扁平

気味である。器壁はやや外反している。形状から9世紀後半から 10世紀前半に比定できる。

3は、住居南東部壁付近の床面直上から出上した、土師器の邪である。体部下端にヘラケズリ調整されている。

また外面はススが付着している。内面はヘラミガキがなされ、黒色処理されている。底部は回転ヘラケズリで調

整され、扁平である。器壁は、体部は内湾し、日縁部は外反している。胎土は白雲母を含む。形状から9世紀

後半から 10世紀前半に比定できる。

4は、カマドから出土した、須恵器邪である。内外面に調整は無い。内外面の上位は白色、内外面の下位は青

灰色を呈す。底部の調整はヘラケズリである。また金雲母が多く含まれている。新治窯産の様相に近く、県南の

窯と予想され、9世紀後半に比定できる。

5は、カマドのソデの補強材として使用されていた、土師器の甕の破片である。日縁部から胴部までが残存し

ており、保護するようにソデに密着した状態で、正位で出土した。外面の調整は、上半部はナデを行っている。

外面にはススが付着しており、被熱している。内面は横方向にヘラナデがなされており、薄手である。常総型甕

だが、胴部の張りは弱く、国唇部の摘み出しは天をむいている。胎土に黒雲母を含んでいる。8世紀代に比定で

きる。

6は、住居覆土から逆位で出土した、須恵器の大型甕である。頚部から胴部までのみで遺存率は不明である。

頚部の径が 046mであることからかなり大形であったと推測される。外面の頚部には波状文があり、棒状工具
で 2本 1組で引かれたものと思われる。外面には自然釉がかかっている。木葉下窯産と推測される。9世紀第 2

四半期から9世紀後葉と判断した。

7は、カマド内部、北西側のソデ付近から出土した支脚で、原位置を保っている。中心部に方形の孔が穿たれ
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0                       1m

第 156図  045SI平面図・ 断面図

マド
黒褐色土 ローム粒微、焼土粒・焼土塊・砂少量含む。締まりあり/粘性弱
灰黄褐色土 ローム粒微、焼土粒しみ状に中、砂しみ状に多、炭化物微量含む。
締まり弱/粘性弱
暗赤褐色土 ローム粒微、焼土粒・焼土塊多、砂しみ状に微量含む。
締まり弱/粘性弱
暗褐色土 ロームBL多量含む。締まりやや強/粘性強
赤色土 焼土多量含む。締まり弱/粘性弱
褐色土 焼土塊微量含む。締まり強/粘性やや強
黒褐色上 締まりあり/粘性やや弱
にぶい黄褐色土 焼土粒微量含む。締まりあり/粘性やや弱
灰黄褐色土 締まり強/粘性やや弱

Ｄ
一

二

Xか

E

判

ｇ
３
、
３

２ｍ

‐
(1/60)

045Si

l 暗褐色上 ローム粒少、ロームBL微、焼土粒・焼土塊・粘土微、砂BL状に少量含む。締まりあり/粘性あり
2 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まり弱/粘性弱
3 黒褐色土 ローム粒少、焼土粒微量含む。締まりあり/粘性あり
4 暗褐色土 ロームBL多量含む。締まりあり/粘性強
5 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まり弱/粘性あり
6 暗褐色土 ローム粒・ロームBL微量含む。締まりやや強/粘性強
7 黒褐色土 ローム粒・ロームBL微量含む。締まりやや強/粘性強
8 灰横褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・焼土塊・粘土BL状に '炭化物微、砂しみ状に多量含む。締まりやや強/粘性あり
9 黒褐色土 ローム粒微、焼土塊・砂少量含む。締まりあり/粘性弱
10 黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・砂しみ状微量含む。締まり弱/粘性弱
11 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・砂BL状に微量含む。締まりやや強/粘性あり
12 灰黄褐色土 ローム粒微、焼土粒しみ状に中、砂しみ状に多、炭化物微量含む。締まり弱/粘性弱
13 暗赤褐色土 ローム粒微、焼土粒・焼土塊多、砂しみ状に微量含む。締まり弱/粘性弱
14 暗褐色土 ロームBL多量含む。締まりやや強/粘性強
15 褐色土 ローム粒微量含む。締まり弱/粘性弱
16 黒褐色土 ローム粒・ロームBL多量含む。締まり強/粘性強

カ

31200m二 Ｆ
一

】
／
，／ヽ
リ
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31200m丘

31200m二

3,200m⊇

(1/60)

黒褐色土 ローム粒少、ロームBL・ 焼土粒・炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり

黒褐色土 ローム粒・ ロームBL・ 粘土微量含む。締まりあり/粘性弱
暗褐色土 ローム粒多、ロームBL少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒・ ロームBL微、粘土少、砂微量含む。締まり弱/粘性あり
黒褐色土 ローム粒 。ロームBL少量含む。締まりやや強/粘性あり

黒褐色土 ローム粒中、砂少量含む。締まりやや強/粘性あり
黒褐色土 ローム粒・ ロームBL中量含む。締まりあり/粘性あり
暗褐色土 ロームBL多量含む。締まりやや強/粘性強

第 157図 045SI平面図・ 断面図

第 158図 045St出上遺物

|

0                     10cn
(1/3)

(1～ 4)

0               10cm
(1/4)

(5)
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表 83 045SI出土 土器観察表

第 159図  045SI出土遺物

々
／

番

号
離
配
層位 器種 種別

径

の
口
＜ｍ
絲
てｍｍ，

径

ｍｊ

噴

６
良大名
(mm)
部位

遺
存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

1 )45SI 覆土 不 と師器
国縁部

底部

2010

外商胴部下位墨書(不明)、
勾面ヘラミガキ、底部ヘラケズ
リ、内面黒色処理、外面口縁若干
スス付着、庫部痛平_

隷
柘

普通
10世紀
第1四半期

2 しマト 塔 上師器
口縁部

底部

外面胴部墨書「□井」、
内面ヘラミガキ、底部ヘラケズリ
内面黒色処な 外面口縁
スス付着 やや虐部蔑平^

小石 褐色 普通 10曽紹
第1四半期

3 床面 必 上師器
口縁部

底部

卜面体部下端ヘラケズリ、
村面ヘラミガキ、底部回転ヘラケズリ
付面黒色処理、外面スス付着、

白雲月 普通

9世紀後半

10世紀
第 1四半期

住居南東部壁付近の床面か ら逆位で

出土。

4 )45SI IJマ I 雰 須恵器
口縁部

底部

勺外面調整なし、底部ヘラケズリ、
勺外面上位白色、内外面下位
雪灰色。

母

粒

雲

色

黒

白
や
良
や
不

1世紀後半 県南の窯。新治窯の様相に近い
雲母多い。

5 )45SI bマ 十 甕 上師器 (247)
口縁部

胴部

外面上半部ナデ、内面ヘラナデ(横 )、
外面スス付着、
彼熱か。

響
柘
ミ褐ね 普通 カマドソデを保護するようにして出土。

6 〕45SI 覆土 須恵器
頚部

胴部

下け
外面頚部波状文 (2本)、 外面胴部
タタキ、自然釉。 醐柘

普通
第2四半期

9世紀後葉

顕部の波状文は棒状工具で別々に

ひいた。木葉下窯産。逆位で出土。

7 支脚 支脚 土製品 講狐
60% 中心部に方形の孔が穿たれる。 黒雲伺

カマ ド内部北西側のソ今ヽ 近か ら出土。

原位置を保っている。
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表 84 045SI出 土 石製品観察表
番

号
遺構
N0
層位 器種 種別

仰
径
ｍ
隧
＜ｍｍぅ
瑯
径
てｍｍ＞
確
くｍｍぅ

部位

遺

存

率
手法・文様の特徴 胎土 色調 焼成 時期 備考

8 覆土 8 13 10010
上面に「+」 の刻み、上面に使用痕
あり、下面の中央の穴を中心に、磨
り減っている。

滑石 形状は厚台形。

る。表面に工具痕がある。全体的に砂質であり、素地に黒雲母を含んでいる。

8は、精査時に出土した、紡錘草である。石材は滑石で、形状は厚台形である。上面に「十」の刻みがある。

上面および下面の中央の穴を中心に磨り減った使用痕が確認できる。

時期 出土遺物から、9世紀中葉以降と考えられる。

048SI(第 160～ 162図、表 85)

位置 D区北西部、G3、 G-4、 H3、 H4グリッドに位置する。
規模と平面形 住居跡の西半分が破壊されており、正確な規模は不明であるが、長軸 5.96m、 短軸 548mほ
どの方形と推定される。

主軸方向 N-67° 一Eである。
壁 残存する壁高は 007～ 040mで、壁は床面からほぼ直角に立ち上がる。
床 東壁から約 26m、 南壁から約 54mま で確認できた。北側に壁周溝を検出した。
ピット 6基検出した。Plは径 042m、 深さは 0,75mである。P2は床面が撹乱によって存在しないため確認
面からの計測に留めた、径 025m、 深さは 0.59mである。P3についても床面が存在しないため確認面からの

計測に留めた、径 0,25m、 深さは 0.24mである。P4は径 040m、 深さ 0.52mである。Pl～ P4はその位置

やほぼ等間隔に配置されていることから柱穴と考えられる。

P5は一般的に貯蔵穴とされているもので、長軸 114m、 短軸 0.84mで長方形を呈し、深さは 057mで ある。
P6は床面が存在しないため確認面からの計測で、径 0.24mの円形を呈し、深さは 0,30mで、住居出入り施設

痕と考えられる。

カマ ド 東壁に付設されており、上部が耕作の影響を受けて切られる。焚国部についても明確ではないが、焚口
と判断した所より支脚が検出された。床が熱を受けて赤化し、硬化が認められた。

覆± 6層からなり、上部はほとんど存在していない。第 5・ 6層は掘り方の埋土である。
遺物 実測遺物は 5点である。
1(No 57)は P5(貯蔵穴)か ら出土した、土師器不である。底部及び底辺部を欠く。口縁部は外反し、体部

との境には稜がある。整形は外面口縁部がヘラ磨きで、光沢がある。外面体部はヘラ横なでによる。器面には内

外ともベンガラの塗彩が施されて赤燈色を呈している。土器の断面は暗褐色であり、焼成はよい。内部はヘラ磨

き。口縁部ではヘラ横なで、体部はタテにヘラ磨き痕が見られる。胎土は精緻であり、ほとんど異物の混入はない。

2はカマドの西側から出土した、土師器の甕形土器である。胴下半部を欠く。日縁部は外反し、くびれ部付近

まで布による整形痕が残る。胴部の整形は指なでによる①色調は褐色を呈し、焼成はよい。胎土は精緻であるが

砂粒子を含む。

3(陥 58)は P5と 南壁の間から出土した、土師器の甕形土器である。口縁部を欠く。胴部の整形は指なでに

よる。底辺部の整形はケズリおよび指頭による。内部は整形痕が確認できないほど火熱により器肌が剥落してい

る。底部は磨耗し、赤褐色を呈している。胎土は砂粒子を含む。

4はカマドの北側から出土した、土師器の甕形土器である。口縁部を欠く。底辺部は指圧による整形の痕跡が

見られる。外側は火熱によって所々剥落している。底部の整形はヘラが用いられヘラ・カットの跡がある。胎土

は細かい石片が混入している。
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048SI

l 黒褐色土 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性あり
2 黒褐色上 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性強
3 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・焼土塊中量含む。締まり強/粘性強
4 黒褐色土 ローム粒少量含む。締まり弱/粘性強
5 褐色土 ローム粒・ロームBL多量含む。締まり強/粘性強
6 暗褐色土 ローム粒少、ロームBL中量含む。締まり強/粘性弱

黒色土 ローム粒・焼土塊微量含む。締まり弱/粘性強
黒褐色土 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒中量含む。締まり弱/粘性あり

黒褐色土 ローム粒少量含む。締まり弱/粘性弱
黒褐色土 ローム粒少、炭化物微量含む。締まりあり/粘性あり
にぶい黄褐色土 ローム粒多量含む。締まり弱/粘性あり

黒褐色土 ローム粒中量含む。締まり強/粘性あり
黒褐色土 ローム粒少量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まりあり/粘性あり
黒褐色土 ローム粒微量含む。締まり弱/粘性あり
暗褐色土 ローム粒少、ロームBL微量含む。締まり弱/粘性弱

黒褐色土 ローム粒中量含む。締まりあり/粘性あり
褐色土 締まり強/粘性あり
横褐色上 締まり強/粘性強
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30.600m上

藤絲湛」継鰈塾攣絹鶉爛愁弱
/離弱

暗褐色土 ローム粒少、焼土粒・焼土塊中、粘土少量含む。締まりあり/粘性あり

酪 糧皇|口笹I逸鞠 粘土少量釦 繊 りW粘性強

窪爆争浅落垣ニ
ム挙照▼途坐患旱霧望証蓼畳翻 ぁり/rtLあり

第 161図 048創 平面図・ 断面図
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0                10cm
(1/4)

(3)

10cn

(1・ 2・ 4・ 5)

第 162図 048SI出土遺物

5はカマド支脚である。形状は円柱状を呈する。整形は全体指を押し付けるようにして整えている。上端はき

ちんと整形され平である。全体的に熱を受けており、レンガ状に赤化している。

時期 出土遺物から、8世紀代と考えられる。

表 85 048SI出土 土器観察表
番

号
通僑
NO.
層位 器種 種別

径

ｍ＞
口
血
器高
(mm)

底径
6m) Cm・ul)

部位

遺

存

率
手法 。文様の特徴 胎土 色調 完成 時期 備考

1 )48Si N0 57 郷 十肺 雲 (39) 鞠
・榔

曽面赤彩、外面口縁部ヘラミガキ(積 )
Ⅲ面体部ヘラナデ (横)、 外面口縁部
ヒ底部の境に稜、内面口縁ヘラナデ、

良

2

'マ

ト 甕 <93》 醐
・螂

Ⅲ面上半部ナデ(積 )、 日唇部摘み出し

匈面ナデ(横)、
同部張り弱い。

普通

3 )48SI NO.58 甕 榊蜘
”帥

'卜
面中央部ナデ(横 )、 外面体部
ド端ヘラケズリ(縦 )。

普通 勺面付着物あり。
主居南東壁床面。

4

'マ

I 」ヽ聖繁 と師呂 脚
・齢
20% Ⅲ面上部ナデ(横 )、 内面ナデ(横 )、
Ⅲ面下部スス付着。

ヨ雲伺

小石
普通 小石 (白色)多量に混入。

5 )48SI tマ I 支脚 上製品
高さ

100'
肯頭圧痕あり、

L端部平坦。
色雲獨
小石

普通 調整丁寧。
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第 4節 奈良・平安時代まとめ

奈良・平安時代の竪穴式住居跡および、土坑を検出した。掘立柱建物跡、溝跡は検出されなかった。

■遺構について

奈良・平安時代 17基、時期不明 7基の、あわせて 24基の遺構が検出された。大半が住居跡である (表 86)。

台地上部の Al、 A2区、下部の D区において竪穴式住居 17軒を検出した。住居主軸は多少東西に傾いている

が、おおむね北壁中央部にカマドを持つ住居を中心としている。以下、住居跡を 3期に分けた。

(1)I期 (8世紀前棄～ 8世紀中葉)

調査地点において竪穴式住居が建て始められる時期である。D区の 043SI、 A2区の 035SIの 2軒が相当し、

主軸は北東になる。どちらもカマド部分に攪乱を受け、遺存状態は良くない。035SIから火床面を検出している。

(2)H期 (8世紀中葉～ 9世紀前葉)

台地上であるAl区・A2区に集中して 12軒検出されている。住居跡数、遺物出土量の増加から、何らかの画

期がこの時期にあったことがわかった。住居の規模に時期差は無いようである。主軸は 8軒が東に傾いている。

(3)Ⅲ 期 (9世紀前棄～ 10世紀前葉)

住居が少なくなる。 D区で 2軒、A2区で 1軒検出した。主軸はD区の住居は北東に傾いており、A2区の

034SIは 東壁にカマドをもつ。10世紀前葉以降と考えられる (註 1)。 これ以降の住居は検出していない。

表 86 奈良・平安時代遺構一覧表

時代区分 時期 住居名 地区 長軸方位

8世紀前葉
I期

D N-10° 一E

8世紀中葉 N-20° 一E

8世紀中葉～後棄

Ⅱ期

A2 N-1° 一W

8世紀中葉～後葉 A2 N-10° 一E

8世紀中葉～後棄 A2 N-20° 一E

8世紀中棄～後葉 N-35° 一E

8世紀中葉～後棄 A2 N-7° 一E

8世紀中葉～9世紀前葉 Al N14° ―W
8世紀後葉以降 A2 N-21° 一VF

8世紀代 D N-66° 一E

8世紀後葉～9世紀前葉 033SI A2 N-0° 一E

〕世紀後葉～9世紀前葉 N-20° 一E

時代区分 時期 住居名 地区 長軸方位

9世紀前葉以降
Ⅱ期

032SI A2 N-30° 一E

9世紀前葉以降 284SI N-3° 一E

9世紀中葉以降

皿期

045S D N-24° 一E

9世紀後棄以降 D N-10° 一E

10世紀前葉以降 N-95° 一E

時期不明 不 明

時期不明 D 不明

時期不明 D 北 西

時期不明 D 不 明

時期不明 D 不 明

時期不明 D 不明

時期不明 030SK A2 不 明

■出土遺物について

1,時期ごとの遺物について

上記の 3期について記述する。

I期の遺物では、043SIの覆土から須恵器野が出土している。底部が丸底気味であり、木棄下窯産の初期と考

えられる。また 035SIの覆土から内面に薄く漆を塗っている須恵器不が出土している。

Ⅱ期の遺物では、198SIの床面から多数の遺物が出土している。カマド西側から常陸型甕が 2点出土した。

033SIからは、カマドから支脚が、住居覆土から側面をヘラミガキのように細かく磨いた泥岩製の紡錘草が出土

した。036SIから焼きムラのため色調が淡黄色の須恵器好が、また、用途不明の金属製品が出土した。038SIか

ら底部に「引」のヘラ記号をもつ須恵器高台付邪が出土した。 1 14SIから墨書須恵器甕破片が出土し 嘲[賀井□」

と読める。

本調査区では、8世紀中棄から後葉までは須恵器が主体となっている。一方、8世紀後葉から9世紀前棄にか
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けては土師器が主体となり、常陸型甕も隻数出土しており、小型甕
。高台付盤も存在する。

Ⅲ期の遺物では、003SIから墨書土師器高台付不が出土し「神刀自」と読める。045SIからは、「井□」と墨

書された土師器好と、墨書の一部が残存している土師器好、上面に「十」の線刻がある滑石製紡錘車が出土した。

郷 。高台付野は土師器のみとなり、内面を黒色処理している。

2出土遺物の産地について

須恵器の産地は「胎土の分類」 (註 2)から推測して、新治窯の特徴である白雲母が混入していないこと、木

葉下窯の特徴である白色粒を胎土に含んでいること、また地理的にも木葉下窯のほうが近い (調査地点から約

10km)こ となどから、新治窯産よりも木棄下窯産の製品が占める可有〕性が高い (註 3)。 ただし、045SIから新

治窯産とみられる須恵器不が出土しており、新治窯からの供給もあったとみられる。土師器好、高台付不は胎土

から判別できず、産地は不明である。

045SI須恵器の大型甕は頸部沈線波状文から、木葉下窯産の特徴 (註 4)を持つ。

(1)常陸型甕の傾向

本調査地点から土師器甕が 18点出土している。この中から常陸型甕で、日縁部から胴部または底部まで残存

している 7点を、時期ごとに観察した。観察方法は、「常陸型甕の形態変化の傾向」 (註 5)を参考にし、胴部の

張りを強いものから弱いものへと順番に並べた (図 163)。

胴部の張りについて、①～⑤の最大幅は胴部にある。⑥は日縁部と胴部はほぼ同じ幅で、⑦は完全に寸胴形で

あり、形の崩れが目立つ。日縁部の作り方は、摘み出しが弱いものから、丁寧に作り上げているものへ、さらに

口縁部を丸く仕上げるものへ、という変化がみられた。頸部のクビレは、時期および雲母からみた産地には差異

はない。口縁部の作成の精密さと頸部のクビレは、関係が薄いようである。

常陸型甕は胎土に白雲母が混入しているものが多数あり、新治窯付近で作成されたと考えられる。若干数は胎

①043SI No.1 ②198SI No。 1 ④038SI No。 1

0036SI No。 3 ②042SI No。 5

第 163図 橋爪遺跡出上 常陸型甕
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土に黒雲母を含んでいるので、新治窯以外の在地窯産の土師器甕も供給されていたと見られる。

(2)小型甕の傾向

いわゆる常陸型甕よりも法量が小さいもの、口径 100～ 150 mm、 器高 100～ 200 mm、 底径 50～ 86

mmを測る甕を小型甕とした。住居の時期区分に基づいて配列した (図 164)。

①が最小で、②からやや大きくなり、③と⑤は他の小型甕と比べても大きい。国縁部の作りは、①は丁寧に仕

上げ、②と④は少し摘み上げた後に丸く仕上げ、③と⑤は頸部から直線的に伸びる。①は日縁部の作り方から常

陸型甕を模倣している。②以降は作り方を省略されたのか口縁部が簡素になっている。全時期を通して口縁部の

幅と胴部の張りの幅は、ほぼ同じである。頸部のクビレはいずれも緩やかである。器厚は①、③、⑤は薄く、②、

④はやや厚めである。外面胴部はいずれもヘラナデ。ヘラケズリで調整されている。

すべて白雲母が混入していることから、新治窯付近で作成され、本調査地点に供給されたと考えられる。

3遺物のまとめ

土師器好と須恵器不が大半を占め、土師器甕がこれに続く。土師器または須恵器の邪蓋は出土していない。

8世紀中葉～後棄までは須恵器邪が主流で、8世紀後葉から9世紀前葉は土師器郵が大部分を占め、9世紀中

棄以降は土師器郷しか出土しないことを確認できた。これは木葉下窯、新治窯の操業が終了した為であろう。ま

た、内面が黒色処理された土師器の邪、高台付郎が 9世紀前葉から増える。墨書土器は4点あり、そのうち内

面黒色処理されている土師器の野・高台付野は 3点ある。

②037SI No.2 ④032SI No。 2 ⑤o4251 No.5

0               20cm
(1/8)

第 164図 橋爪遺跡出土 小型甕

■小結

住居は 8世紀前葉から増え始め、8世紀中葉から9世紀前葉にかけて最盛期を向かえ、その後減少し、10世

紀中葉以後の遺構は確認でき/A―い (清水)。

註 1■ 0世紀前葉と思われる034SIだけ東カマドであるが、『研究ノート 創刊号』啄城県内における奈良・平安時代の土器①J働国法人茨城県教育財団 1991)に よると、

「住居跡の内部施設における、竃の設置する位置が北壁から東壁へと移動する時期がⅧ 期 (10世紀前棄)に集中し、Ⅶ 期以降はほとんどが東竃になっていく (浅井

哲也 1991)。」とある。このことから034SIは 10世紀の平均的な住居であることが住居形態からも分かった。

註 2:『婆良岐考古 31』「武田遺跡群における平安時代土師器杯・イヽ皿編年」(4市健韻可2009)に よる

註 3:本調査地点の付近では、須恵器生産を行っていた岩間窯と大淵窯 (調査地点から5焔つ がある。今回観察した結果では判別できなかったが、出土遺物の中には、

岩間窯または大淵窯の遭物も含んでいる可能性がある。

註 4:「 (中略)水戸市立博物館所蔵の木棄下窯跡群瓶焼± 2号窯跡出土資料に、頸部沈線波状文甕を 2段施すものと3段施す甕が存在していることを確認していること

と、頸部沈線波状文の出土遺跡の多くが古代那賀郡内に所在していることを考え合わせると、頸部沈線波状文の多くは木葉下窯跡群産であると思われる。」(佐 木々義

貝」2001)

註 5:『婆良岐考古 No2鈎 略 陸型甕の生産と流通 ―奈良時代以前の様相―」(佐 木々劃 12007)=「 ここでは大まかな形態変化の傾向のみを述べてみたい。常陸型甕

①l1451 No。 2
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が定型化される6世紀後半ごろには、胴部が卵型を呈する形態の甕 (中略)が主体となるが、7世紀前半には肩が張る形態の甕 (中略)の出現を見る。ただし胴部卵

形の甕も7世紀後半までは存続する。形態が大きく変化するのは8世紀第 4四半期ごろであり、なで肩形態の甕 (中略)も増えてくる。なお、器種構成のところで述

べたように8世紀前半には寸胴形を呈する甕が一定量認められることが注意されよう。」
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財団法人茨城県教育財団 奈良。平安時代研究班 1991「8世紀～9世紀前半の器種構成について」『研究ノート 倉lT町号』 財団法人茨城県教育財団

財団法人茨城県教育財団 奈良・平安時代研究班 1992「9世紀後半の器種構成とその割合について」『研究ノート 2号』財団法人茨城県教育財図 1992

財回法人茨城県教育財団 奈良・平安時代研究班 1993「10世紀の器種働戎とその割合についてJ噺究ノート 3号』財団法人茨城県教育財団

茨城県教育財団文化財調査報告第 150集 町ヒ関東自動車道 (友部～水戸)建設工事地内埋蔵文化財調査報告書Ш 寺山遺跡 東平遺跡 坂ノ上塚群』日本道路公団東京

第一建設局 財団法人茨城県教育財団 1999

茨城県教育財団文化財調査報告第 241集『宮後遺跡 3 やさしさのまち「桜の狙陶整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅳ 下巻』茨城県 財団法人茨城県教育財団

2005

-188-



A2
匝
【

35
SI
(I
期
)

○ 疹

∂
・
つ

ゐ
Q
19
8S
I

19
8S
I(
H期
)

＼

域
ッ

） ◎

�

‐ ド ∞ Φ ‐

硼 □ ＼

一
1期

―
‖
期

―
||
1期

鬱 ギ
蜘 　 習 硼

鱗
4(
1/
10
)

I゙恙
趣

!

愁ノ
V夕
〇 馬

弊
03
4S
l 
ll
ll
 u
1/

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
25
m

(S
 =
 1
/5
00
)

第
16
5図
 
奈
良
。
平
安
時
代
 A
l・
A2
区
 I
～
Ⅲ
期
 
遺
構
分
布
図



D区

04551(HIケ綱)

＼彰 調

簸 4C4/401翰 214/401

043SI(I期 )

一 1期

― |II期

0                       10m
(1/250)

圏
＼

０
雲◎
叩

―
―
―
キ
ー
ー
ャ
‐
　
０
　
”

Й
日
川
‐ 十
日
日
ｒ

印

‐第 166図 奈良 。平安時代 D区 Ⅲ期

-190-

遺構分布図



表 87 検出遺構一覧表 1
遺構番号 調査区 グリッド 平面形 断面形 長軸 短軸 深さ 出土遺物 時期 切り合い 備考

001RK AK-42 円形 W字形 0 70 紹▼中顛

002SK AK-42 不宇形 J 形 0 70 綱立中期

003SI AK-41 隅丸.方形 0 32 古代 ]

欠番

006RI 隅苛斉形 箱形 3 17 阿 合 Th 紹寸 T朝

007RK 円形 箱形 0 30 力u曾茶Im‖ 紹マⅥ朝

欠番

橋円形 利EⅢ 紹支Ⅵ 010SKと の切り合いは不明

W掌形 ナロ麺夢

0 椿円影 姿増∩ 紹守 v期
0 円形 箱形 絹立 V期
0 円形 形 カロ曾禾IIE Iか 紹支 |

十日:012SK・ 016SK・ 135P

AH-16 繕 円形 積台 形 3 R9 ∩ 目▼

0 AH-36 円形 W掌形 0 47 0 43 新 :017RK

0 9RК 楕円形 箱形 7 0 53 焔曾茉11E I 縄支Ⅲ憩

020SX 円形 U字形 22 カロ曾不〕IEⅢ 紹支Ⅵ期 犀外炉か

欠番

023RX 円 形 w掌彪 29 0 2R 紹 ▼ V期
-35 円形 W掌形 0 79 051 0 50 紹立時代

災番

026SК AI-35 楕円形 046 1を日曾禾|IE I・ EⅢ 紹支 V期
翔〒1006S

代 番

隅¬方形 箱形 2 13 0 23 古措時代以隆 ?

031SI AH-31 隅苅方形 罷 3 31 0 25 代 Ⅱ期

032SI AC-31 隅丸方形 Ⅱ期

OA5RT 隅¬方形 箱形 6 42 6 35 0 2R 古代 I期

0鳥6SI AR-27 隅¬方形 箱罷 0 22 古代 T期
AD-26 隅苅方形 箱 形 6 97 7 代 I期
AC-25 隅丸方形 iⅡ 期 十日:085SK・ 333SK

貨 番

D 下方形 箱形 2 72 21 0 2R 吉代 Ⅲ期

D 7 下方形 箱形 吉代 I期
D I-7 不 明 (200)

047RI I-4 不 明 不 明 232)
`041う

0 59

D 下方形 箱形 5 48 0 40 古代 T期
D 隅¬方形 箱 形 0 19 十ギ台 弥作時代終芙期

欠呑

051RЖ AI― AR 円 形 箱 形 77 0 42 紹 マ V期 192Pン の切 め合 い ιl

円形 会状 d 3 44 紹立 V期
賃番

AI-31 円形 0 72 ]曾禾|IE I・ EⅢ 紹支 V期 十日■85SX

059RЖ A■-31 緒 円影 w掌影 22Ⅲ 紹 立 時 お

060AЖ A2 椿 円膨 W字影 031
賃番

062SK AE-31 円形 婆】丈b 2 73 0 94 〕曾禾IE Ⅱ・EⅢ 絹支 V期

円 形 82 ∩ 06

066 賃蕃

史番

068SK 俎 -31 円形 U字形 2 20 2 07 0 72 紹支時代

069SK 050 1

H掌影

072 莞懸

073 笑 番

暑方平 》台形 2 47 紹支時代 陥 し穴か

欠 番

箱 形

07RRЖ A2 円 影 フラスコr 2 20 0 74 帝fI曾茉lIF I 縄▼w期
笑 番

080

伐 番
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表 88 検出遺構一覧表 2
遺構番号 調査区 グリッド 平面形 断面形 長軸 短軸 深さ 出土遺物 時期 切 り合い 備考

次

085SK AD-25 円形 07 0 48 紹立時代

087

088SK A2 箱 形 2 40 0 50 紹支時代 菜斤:038S]

AC-26 円形 箱 形 0 28 方回曾禾HEⅢ 縄文Ⅵ期

092SK 円形 フラスコa 2 17 2 07 1 00
lHl上言上V・

加會利 EI
縄文Ⅲ期 新 :291SK

AR-26 円形 1 76 137) 0 47
貨碁

095SK AC-25 円形 袋状b 2 32 2 09 0 40 FH」 五百1V～

加會利EI
縄文Ⅲ期 新 :039SI

096RK AC-25 円形 箱 形 九日拒卦夭HR T

097RK AB-25 円形 0 49 力阿て卦禾WR

AB-25 円形 O Aク 0 52 纏▼時代

AA-26 230う 1 75 04 紹す V期
欠遷

101SK 箱 形 2 22 1751 0 23 紹支 V期

102SK Al-25 楕円形 フラスコ9 2 56 0 70 阿玉台Ⅳ～

加曾利EI
縄文Ⅲ期 新■03SK

円 形 W掌形 (1 62) 0 33 カロ曾禾IIE Ⅱ・EⅢ 絹支 V・ Ⅵ期 十日■02SK

AR-26 円形 U掌形 1 82 0 22 カロ曾禾HE Ⅱ
7-25 不辛形 77 0 77 I 1峠 縄文Ⅳ期

A2 AA-24 円形 U字形 1 22 加曾利 EⅣ 縄文Ⅶ期

貨窓

貨番

円形

F-6 不 HH 不 明 (297う 0 46

C-4 斉 形 箱 形

`446)
0 36

114SI AG-30 隅丸方形 箱形 3 76 3 70 0 68 古代 Ⅱ期
1日 :209SK 275SK・ 315SK・ 320SK

新 :033SI

貨丞

貨窓

AK-41 不τ形 U字形 0 58

AK-42 円形 U電二Л 纏 ▼ 中期

AK-42 不定彬 U字 i
綴 立 時 代

史碁

欠 :

欠 ;

欠 ;

欠 :

欠

父

欠

欠

繕 円形 W掌影 0 25 0 09 縄支時代 新1017SK

T― R6 権 円形 U掌形 0 56 0 26 縄支時代

I-36 円影 U字形 0 84 方日曾禾JE Ⅱ・EⅢ 縄支 V期
十-36 糟円形 U字形 0 95 0 62 0 47 縄文時代

14RК 糟円形 0 89 0 75 0 84 方日拒黙利EⅢ ∩∩9RKの付帯縮譜

135P 円形 U弓

=調

0 45 0 34

36RК 円形 U缶語引 0 66 0 58

17RК 糟円形か U雪
=調

:∩ 16RК

円形 フラスコa
139RЖ I-36 隅丸方形 U字形 IH:01 9RK

貨藩

141SK AT-37 円形 02 紹立時代 犀外炉か

42SK 12う 0 46 纏立 V期
AI-37 0 61 O R9 組す時代

144P 0 2A 0 62 fJ 33 組立時代

145P W字形 0 62 0 37 O A5 紹立時代 柔斤1020SK

欠

糖 円形 箱形 23 2 03 0 86 紹支 V期 十日:149S卜 150SX 75P～ 179Pを付帯すだ

円 形 l掌形 0 24 02 0 10 絹支時代

149SI AG-33 隅丸方形 箱形 5 37 0 28 カロ曾不可EⅡ oEⅢ 縄文 V期
新■47S(■ 50S(■ 51S【 ■53SK・ 228P

AG-33 椿円形 予台形 0 74 方日矩軒禾川E I日 :149SI新 :147SK

151SK AG-32 円形 箱形 1 46 0 85 方日曾禾‖EⅡ・EIl 縄文 V期 日■49S卜 153SK・ 186P■ 88S〕 154Pを付帯する

152RK AG-33 不定形 U字形 2 46 0 89 0 60 縄文時代

AC-33 不明 箱 形 2 46 0 88 0 45 カロ絶寧ネ」E 十日:149SI新 :151SK

AG-38 橋円形 」字形 0 52 0 49 0 27 縄文時代 1^TRXの社 詩楠 譜

AH 33 円形 J字形 0 44 0 40 0 98

156SK 俎 33 円形 フラスコa 3 20 0 84

焚塔

欠香
054SKと 同一遺構
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表 89 検出遺構一覧表 3
遺構番号 岡査区 グリッド 平面形 断面形 長軸 短 軸 深 さ 出土遺物 時期 切り合立 備考

159SK AC-32 円形 フラスコa 3 30 3 18 阿玉台Ⅳ・

加曾利EI
縄文Ⅲ期 新,054SK

円 形 口掌形 r1 56 0 23 1 02 阿 茉台 Π

貨 番

円 形 口掌形 0 40 0 37

円 形 口掌形 0 25 0 23 n 24 紹 立 時代

円 形 W掌形 0 44

口字 形 0 40 0 92 ▼時十

貨 悉

n 32 02 0 32

1 60 0 34

n 52 0 52 0 52

n 27 0721
71SK 0321

038 1
73SK

74SK 逆 有 060 1
175P U字 020 1

U字 000 1
177P AG-33 U字 024 1
178P AG-33 U字 0 54    1_

179P AC-33 袋】

180SK AH-32 軒Й ll・ bu L 旧Ⅱ・EI 95Pをイ寸帝する

俎 33 暇丸長方舟 箱形 1 15 0 87 0 76 縄文時代

182SK t432 石 円 形 袋】犬c 方日曾えJE Ⅱ 縄文 V 瑠;:031SI・ 168SK

183SK A2 AF-33 不定形 U隻語Л 0 66 0 63 0 45 縄文中期

184P A玉 31 円形 U隻言Л 0 54 0 53 1 02 カロ曾ホJE Ⅱ・EШ 056SKに 付帯する
俎 31 結 田彰 箱 | 2 36 0 46 加曾利E4・ EⅢ 縄文 V期 十日:068SK新 ,056SK

186P AG-33 円形 U字形 0 54 0 48 縄支時十 新,151SK

俎 32 箱 形 1 87 1 48 0 44 縄文中期

188SK AG-32 橋円形 袋】犬a 0 98 0 92 縄文時十 剤〒:151SK・ 200P

AG-32 円形 U字形 0 48 0 47 縄支時4

190SK AC-31 円形 フラスコa 3 56 3 46 0 90 阿五台Ⅳ・

加曾利 EI
縄文Ⅲ期 新 :032SI

AH-32 円形 U字形 0 92 0 90 0 75 紹支時十

192P AH-32 構円形 U字形 0 63 0 57 絹支時千 )53SKと の切り合いは不隅
AI-32 円彬 箱 形 0 80 0 27 角日曾禾十IE

欠デ

AI-33 円形 U字形 0 48 0 42 0 32 編支時代 180SKの 付格筋設

196P AH-32 円形 U字形 0 46 0 66 綴支時代

197P AH-31 円影 U字形 0 25 0 42 紹支時代

AF-30 隅苛方形 箱 形 4 09 0 72 古代 Ⅱ期

AC-34 円彬 D掌形 0 30 0 15 0 30 紹支時代

200P AC-32 U掌形 円形 0 46 0 38 0 60 紹支時代

201 RK A∩-31 円形 箱 影 (244) (1 84) 0 28 加曾禾1

202P AH-31 円形 げ字形 0 59 0 32 0 69 紹立時代

203SK AH-32 楕円形 フラスコa 2 20 2 05 0 76 阿玉台Ⅳ・

加曾利EI
縄文 Ⅱ期 新:202P'031SK

204RK AC-31 円形 箱 形 21 19 0 36 紹立 V期 210Pル付帯する
205RK A∩-32 円形 箱 形 0 40 紹▼中

AH-30 不ヤ形

“

掌影 0 28 0 30 紹寸時代

207RК AF-31 円 形 フラスコn 33 1 05 紹寸珀類

不 IHR 不 閉

`0 54Ⅲ `0461
O An 紹寸舶顛

糖 円形 フラスコハ 2 20 0 62 綴立中顛

w掌形 0 4∩ ∩ 37 紹▼時代 204RК の付帯柿譜

W字形 0 2R ∩ 25 綴 立 時代

W掌形 0 42 0 16 目立 時 ft

214SK l Al)

215SK l・ Zj L ∩∩クRKの付 帯 柿譜

216SK 箱 036 1
217P AG-32 U字 071 1

AH-33 ″雷F 箱 0 45   L

219P AE-30 円 時
一時

1 22

220SK AE-30 円形 1 62 阿玉台Ⅳ 縄文 ]

221SK AH-32 不明 不 明 (132) (054) 縄文時′

222SK AG-31 楕円形 袋】犬c 2 00 1 60 0 68 を日曾禾JE Ⅱ・EⅢ 縄文 V具 剰F:257SK・ 261SK

223SK AH-31 不 明 U字形 (091) 0 29 縄文時和 十日:060SK

224SK Al-31 円形 箱 形 2 6E (228) 0 40 を口會禾JE I 縄文Ⅲ・Ⅳ期 十日:226SK

225P AH-31 円彬 U字形 0 26 0 17 0 71 縄文時代 十日:226SK

AH-31 円形 箱 形 3 17 2 71 07 阿玉台Ⅳ 縄文Ⅲ期 折:060SK。 224SK・ 225P・ 227

227P AH-31 円形 U字形 0 60 0 55 0 47 紹支時代 十日:226SK

228P AG-33 円形 U宰形 0 38 0 37 0 42 紹支時代 I日■49SI

229P AG-32 円形 U字形 0 40 0 85 紹支時代

230SK AE-30 円形 フラスコa 3 00 2 75 1 36 阿千合Ⅳ 糸目ゞ ごⅡ妄切 十日:231SK

231 SK AE-30 不宇形 U字形 2 09 1 12 1 36 V

尺香
054SKと 同一遺構

円形 U字形 0 49 組支時代

234p AH-31 円形 U字形 紹支時代
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表 90 検出遺構一覧表 4
遺構番号 調査区 グリッド 平面形 断面形 長車由 短軸 深さ 出土遺物 時期 切 り合 い 備考

AA-23 円形 袋 状 c ユ 縄文 V期
D 偶丸止万売 相 彬 4 96 十王台 弥生時代終末期 289Pを何 ,

237P 楕円形 U子形 縄文時代

238SK Ar-32 企だ 形 1｀定 膨 0 68 縄文時代

239SK

240SK Aじ-32 0 38 縄文時 4ヽ

欠番

242P AII-3Z U字形 0 28 15 縄 又 時 4ヽ

欠番

欠香

Al-3 円形 U写形 0 44 0 3υ 0 59

AF-30 円形 U7形 0 49 0 38 ∪ 6Z 代 198SI

AF-30 円形 U写形 O bう と中期 198SI

AF-32 樹丸長万影 辺 含 形 縄文時代

249SX AF-31 円形
j日曾禾JE I・中峠 縄文Ⅳ駐

251SЖ A「 -31 円 形 0 56 0 26 加曾本ЩE I 縄文申矛

252P 円 形 0 53 0 46 0 67 縄更 V矛

253P 加曾本UL 縄又時代

Aけ―Zυ 0 33 0 30 縄 又 時 代

U字形 0 89 0 83 χ電]

円形 フラスコa 1 75 0 84 ガロ窄争本」Ll

″うイ心K 円形 U7形 1 82 4 0 59 ガロ留 本ЦL■・L皿 新■14SI十 日:222SK・ 261SI

AD-28 円形 U7ナ|タ 0 5Z ∪ 14 ガロ留 本uL■・L皿

欠 沓

AD-29 円形 U7形 0 65

261SK AC-30 円形 フフスコa Z う8 カロ曾利EⅡ・EⅢ 縄文 V難 日:222SK。 280SK ttT:257S“

262P AD-28 円形 U子形 縄文時代

AD-29 円 形 0 63 カロ曾利EEoEⅢ 縄文 V難

264P 円 形 0 42 0 68 縄文暗伝

2655K ハυ-29 円 形 2 58 0 90 縄文 甲殿

0 42 0 53 縄又邸

267SK 袋状 b 2 00 0 88

303SK。 304SKと し
たため 欠番

円形 U写形 1 1 0 92

円形 フラスコa 1 75 Z5, 0 6イ :274SK

泉 沓

円影 U7形 0 9/ 縄文V射

273SX 円影 U7形 0 5υ 縄文時代

274SЖ 円形 フフスコa Z r4 玉台Ⅳ・中峠 縄文 Ⅱ・Ⅲ期

275SI 楕円形 箱 形 5 40 351 0 24
l「li言 lV°

加曾利EI
縄文Ⅲ・Ⅳ期 新:281SK

AE― Zイ 円 形 0 45 0 37 縄文時休

A「 -29 022 0 17 0 38 縄 又 時 4ヽ

U字形 0 72 0 49 縄 又 時 4ペ

280SK AF-30 円形 フラスコa 1 95 (142) 1 14
加曾利EI

縄文 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ期 新:261SK・ 267SK

ZUlもK 円形 袋状 b 1 1 78 0 74

欠番  260Pと 同一

AD-29 円形 U写形 U 35 (O Z∪ ,

AC-27 隅丸万形 箱 形 3 68 古 代 難

285SK 触 26 円形 U~r形 縄文時代

286P 円形 U子形 (0 44, 縄文時代

287P 楕円形 U子形 縄文時代

288P A「 -27 円 形 57 縄文 時代

μ-7 4｀疋
'

0 27 0 58 十二台 弥生時代柊天鶏

290SK AB― Z7 脩 円 0 13 縄文 V別
291SK A」―Z6 252 0 42 阿土含Ⅳ 縄文 ul別

Z92bK U字罷 142, (084) 0 76 縄 又 聯

ZtJ3SK フラスコa 2 05 (071 0 90 B日留本町E 縄 又 Ⅳ 期

Zυ43K U写形 縄 叉 時 ド

円形 J写形 0 43 0 46 時 期 介 |1/

欠 番

AD-30 円形 U7形 (0 58, ∪ イ 十日:293SK

円形 U写形 0 77

AA-26 円形 袈】天 0 4Z 03 氏

300P D F-6 円形 U子形 O Zυ 日ミ;j

D 円形 U竿形 時期不明

302SK AF-29 楕円形 袋状b 2 70 2 50
阿玉含Ⅳ・中峠。

大木8a～8b
縄支 I期 新 :198SI・ 332SK

303SК 円 形 0 36 カロ曾利EI 縄文Ⅳ別 十日:304も K・翔T198bl

304SX 円形 フラスコa 032
lqJ上百 iV・

加曾利EI
縄文 I期 新 :267SK・ 303SK

AZ 箱 形 117 0 84 0 23 縄又 V別
袋】犬b 2 39 0 69 l「U土含Ⅳ・甲峠 縄 又 Щ別

30rttK 橋 円形 U字形 1 80 0 46 時 期 4｀明

円形 U7形 0 40
-4 U7形 0 48 ∪ 16

円形 U7形 0 54 0 36 υ bl

AG-30 /1N冠形 U7形
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表 91 検出遺構一覧表 5
遺構番号 調査区 グリッド 平面形 断面形 長軸 短軸 深さ 出土遺物 時期 切 り合い 備考

312P AG-30 円形 U写形 0 62 縄支中期

313P AG-30 円形 U字形 0 62 0 42 1 55 金
自 縄文時代

314P AH 30 円形 U字形 0 56 0 39 紹支時代

315SK AG-30 円形 袋状a 1 32 (1 0 57 カロ曾ホ」EⅡ・EⅢ 縄文 V期 TJril 14S I・ 209SK・ 320SK

欠番

317SK D 1-6 楕円形 U字形 2 80 110 縄文時代

318P D I-4 0 70 0 62 0 27 時期不明

319SK D ■-4 橋円形 U字形 1 22 0 86 0 28 時期不明

320SK AC-30 不明 箱形 1 82 (042) 0 25 加曾利EI・ EⅢ 縄文 V期 新 ■14SI。 日315SK

321P AC-27 円形 U字形 0 45 0 44 0 71 網立時代

322P AC-27 円形 U字形 0 38 0 37 0 42 縄文時代

A130 円形 フラスコb 2 46 2 34 0 37 阿玉台Ⅳ 縄文Ⅲ期 新 1064SX

324SK 円形 袋状 b (0 57) 0 88 方日曾禾JE I 縄文Ⅳ期

325SK 楕円形 U字形 0 45 加曾利EⅣ 縄文Ⅶ期 十日:291SK猾 ヤ:284SI

326SK 円形 フラスコa (111 0 19 阿玉台Ⅳ 紹支Ⅲ期 新 1036SI・ 327SK

327SK AB-27 円形 フラスコa 0 56 カロ寵寧木UE I 縄文Ⅳ期 1日 :326SK翔 予:036SI

328SK Au 29 U字形 (076〕 阿玉台Ⅲか 縄文中期 新:065SK 屋外炉か

329SK AH 29 円形 U7形 (074, 0 32 縄文時代 業斤:033SX 犀外炉か

0 37 0 33 031
331SK 不定形 U字形 (137) 0 35 阿玉台Ⅲ 綴支中期 犀外炉か

332SK AF-29 楕円形 不定形 0 31 0 19 1 60 縄文 Ⅱ期 十日:302SK

333SK 円形 袋状 a 2 27 2 15 0 85 加曾禾|IE I 紹立Ⅳ期 新 :038SI

欠番

33SP 円形 U字形 0 25 0 23 0 45 縄文時代

336SK 不 明 フラスコa 1 89 (073) 111 阿玉台Ⅳ 紹支Ⅲ期

337SK AD-26 長方形 箱形 (1 0 47 0 32 縄文時代 黒斤:037SI

338SK Z-23 円形 箱 形 1 55 1 45 0 35 カロ準肇禾〕IB I 紹支Ⅳ期

339P AC-26 円形 U字形 0 37 (0371 加曾利EI 縄文 V期 十日:078SK

袋状a      袋状b 袋状 c 袋状d フラスコa       フラスコ b

遺構凡例図
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橋爪遺跡
散布地

(包蔵地)

縄文時代
住居
土坑
ピット

軒

基

基
縄文土器・石器

縄文中期の袋状土坑を多数

検出し、 とくに065SKか らは、
加曾利EI式土器が大量に出土
した。

弥生時代
古墳時代

住居   2軒 弥生土器
住居 1軒 土師器

奈良・平安時代 住居   24軒 土師器・須恵器 石製品ほ

時期不明 25基 (総計287基 )

要 約

縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良 。平安時代の住居跡、土坑等を検出した。縄文時代は阿

玉台式上器、加曾利E式土器など中期の遺物が主に出土し、特に阿玉台Ⅳ式上器、加曾利EI式土
器を伴う袋状土坑が多く出土した。袋状土坑065SKか らは硬化面を2枚検出し、上部の硬化面直上

よりほぼ完形の上器が17個体出土した。弥生時代では後期後半に位置づけられる十王台式土器を

伴う住居2軒を検出した。古墳時代では、古墳時代前期中葉に位置づけられる住居跡を1軒検出し

た。器台、甕、増などが床面より出土した。奈良・平安時代では、主に8世紀前葉から10世紀前

葉にかけての住居跡を12軒検出した。住居跡からは、土師器不、須恵器邪、常陸形甕などが出土

している。



写真図版 1

現場調査チーム

遺跡体験教室

佐械小学校六年生

フラスコ状土坑の調査

(065SK)



写真図版2

Al区調査区全景 (東から) A2区基本層序 (南から)

A2区調査区全景 (東から)



写真図版3

D区基本層序 (南から)D区 049SI・ 236SI(西から)

D区調査区全景 (西から)



写真図版4

006SI遺物 No.001出土状況 (東から)

006SI床面検出 (南から)



写真図版5

010SK床面検出 0ヒから)

054SK遺物出土状況 (北東から) 012SK遺物出土状況 (南から)

056SK断面 (東から)

058SK焼土層上部遺物出土状況 (南から) 060SK遺物 No.040出 土状況 (北から)



写真図版6

064SK遺物出土状況 (南東から)

065SK上部硬化面検出状況 Gヒ東から)

065SK断面 (南から) 065SK遺物 No』 33出土状況 (南から)



写真図版 7
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オi募!懸
■ご●

戴

ド‐正

065SK硬化面遺物出土状況 1(南西から)

065SK出土遺物 (出上位置復元)



写真図版8

065SK硬化面遺物出土状況 2(東から)

073SK完掘 (南東から) 095SK遺物出土状況 (東から)

102SK遺物出土状況 9ヒ西から) 105SK完掘 (南から)



写真図版9

士 t轟

134SK遺物 No.019出土状況 (東から) 138SK断面 (南西から)

138SK遺物 No.018出土状況 (西から)

138SK遺物 No.022出土状況 (西から)

138SK石棒出土状況 (南から) 149SI床面検出 (南東から)



写真図版 10

151SK完掘 (北西から) 156SK完掘 (南西から)

156SK断面 (南西から) 156SK遺物 No.029出上状況 (西から)

159SK断面 (南東から)



写真図版 11

■■` テi

事二墓挙11崇韓■ .I!苺・下:轟逼赴

190SK遺物 No.041出土状況 (北から) 190SK遺物 No.039出土状況 (北西から)



写真図版 12

203SK遺物 No.038出上状況 (南東から)

203SK遺物 No.054出土状況 (南から)

203SK遺物 No.060出 土状況 (南西から) 203SK遺物 No.060出土状況 (北西から)

204SK完掘 (西から) 230SK焼土 。礫集中部断面 (南東から)



写真図版 13

230SK焼土・礫集中部検出状況 (商から)

230S(遺構底面礫出土状況 (南か動



写真図版 14

230SK焼上 。礫集中部礫

249SK断面 (南西から)

230SK焼上・礫集中部焼土

256SK遺物 No.068出土状況 (南東から)274SK断面 (南から)

275SI遺物床面 (北東から)

げ   七

275SI遺物 No.074出土状況 (西から)



275SI炉検出状況 (北から)

写真図版 15

291SK遺物 lBと 出土状況 (南西から)

302SK断面 CHヒ東から)

302SK遺物 No.101出 土状況 (東から) 302SK遺物 No。102出土状況 (東から)



写真図版 16

302SK 2・ 3層下部遺物出土状況 (北東から)

304SK白色粘土出土状況 (南から)



写真図版 17

306SK遺物 No.097(左 )・ No.099(右 )出土状況 (北から)

304SK遺物 No,084出土状況 (南から) 323SK遺物 No.091出土状況 (東から)

064SK・ 323SK遺物出土状況 (南東から)



写真図版 18
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236SI完 掘 (北から)

049SI完掘 (北から)



写真図版 19

015SI遺物出土状況 (南から)

015SI遺物 No。002出土状況 (南から)

015割 遺物 No.003出土状況 (南から) 015割 遺物 No。009出土状況 (北から)



写真図版 20

031SI床面検出 (南西から)

032SI床 面検出 (南西から) 033SI上部硬化面検出状況 (南東から)

033SI下部硬化面検出状況 (南から) 033SI支脚出土状況 (東から)

034SI床 面検出 (南から) 035SI床面検出 (南東から)



写真図版 21

036SI床面検出 (南西から)

037SI床面検出 (東から)

039SI床面検出 (南西から)

03851床面検出 (南から)

042Sl床面検出 (東から)



写真図版 22

042SIカマド遺物出土状況 2(南西から) 042SIカマド遺物出土状況 1(南西から)

043SI床面検出 (南西から)

043SIカマド完掘 (南から) 043SI遺物 No,073出土状況 (東から)



写真図版 23

一幾
:患 苺″|≧ :

1争翡 :争錘
盈鎌!rf
と敬●■1'

筵 ・霧 テ要
子茂
:速粋

(南西から)

048SI床面検出 (西から)045SIカマド周囲出土状況
|‐_●:! ヽ     耳 」 _

048SIカ マド完掘 (南西から) 114SI床 面検出 (南から)



写真図版 24

198SI床面検出 (南から)

198SI遺物出土状況 (南から) 198SIカ マド周囲遺物出土状況 (南から)

勇

一生
】一．

滸

般

284SI遺 物出土状況 (南から)



006SI‐…1

写真図版 25

012SK―-2
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